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技術連携統括本部（ITeCH）発足記念
キックオフシンポジウムの開催にあたって
2025 年 7 月、北海道大学は、研究基盤の統合的な強化と新たな研究協働体制の構築に向けた大きな

一歩として、「技術連携統括本部（ITeCH）」を発足させました。このたび開催されたキックオフシンポ

ジウムは、その設立趣旨を広く学内外に共有し、今後の方向性について対話を深めることを目的に企画

されたものです。

本学ではこれまで、設備共用を推進するグローバルファシリティセンター（GFC）と、技術職員によ

る全学的支援を担ってきた技術支援本部が連携し、研究インフラの整備・運用と技術支援の高度化に取

り組んできました。特にこの 5年間は、文部科学省の「先端研究基盤共用促進事業（コアファシリティ

構築支援プログラム）」等の支援を得ながら、設備、データ、人材の統合的マネジメント体制の構築に

向けた具体的な取組みを積み重ねてまいりました。

今回の ITeCH の設立は、こうした活動の延長線上にありますが、単なる組織改編にとどまらず、全技

術職員の本籍を本部に一元化し、専門性を有する人材が部局の枠を超えてより柔軟に連携・協働する体

制を整備し、さらに、新たに設けられた「テクニカルサイエンティスト（TS）」制度を軸に、研究と技

術の相関を一層強化し、共創型の研究協働モデルを追求する体制へと進化を遂げています。

特に重要なのは、この構想が技術職員自身の発意と議論から生まれた点にあります。将来構想検討専

門部会における継続的なボトムアップの検討と試行が、制度の輪郭を形づくり、大学執行部および部局

の理解と後押しを得て、今回の組織改革へとつながっていきました。人の成長が組織の成長を支えると

いう考えのもと、大学らしく、互いに学び合い、高め合う姿勢を新組織でも大切に育んでいきたいと考

えています。

本シンポジウムでは、文部科学省 科学技術・学術政策局 参事官 馬場大輔様より、国の研究政策の最

新の方向性を踏まえたご挨拶を賜りました。また、株式会社島津製作所 上席理事 飯田順子様からは、

産学が連携して装置や技術を共に開発し、国の先端研究を支えるための方策、そしてその中核を担う技

術人材への大きな期待について、豊富なご経験に基づく力強いメッセージを頂戴いたしました。お二人

から頂いたお言葉は、ITeCH の今後の展開に向けた確かな道標となるものであり、改めて深く感謝申し

上げます。

私たちは、ITeCH の発足をゴールではなく新たなスタート地点と捉えています。理想を実現するには

多くの課題があり、不断の改善と現場の知恵の積み重ねが欠かせません。本報告書が、これからの議論

と実践を後押しし、次世代の研究協働の方向性を示す一助となることを期待しています。

ご参加、ご支援くださったすべての皆さまに、心より感謝申し上げます。

2025 年 7月

北海道大学 技術連携統括本部（ITeCH）

本部長　網塚　浩

はじめに
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北海道大学技術連携統括本部 ITeCH 発足記念　キックオフシンポジウム
1. 開催日時
　2025 年 7月 23 日（水）13：00 ～ 16：30

2. 開催形式
　現地開催（会場：北海道大学工学部フロンティア応用科学研究棟　鈴木章ホール）
　および Zoom配信によるハイブリット開催

3. プログラム
◇開会・諸連絡
　北海道大学 技術連携統括本部 生命科学系技術部門／アイソトープ総合センター　技術専門職員　阿保　憲史

◇開会の辞
　北海道大学　総長　寳金　清博

◇来賓挨拶
　文部科学省 科学技術・学術政策局 参事官 研究環境担当　馬場　大輔

◇基調講演　「企業の立場からの北海道大学技術連携統括本部 ”ITeCH” への期待」
　株式会社 島津製作所 分析計測事業部 上席理事／島津分析イノベーション協働研究所 所長／
　　　　　　　　　　　　大阪大学大学院 工学研究科 特任教授／京都大学 総合生存学館　特任教授　飯田　順子

◇講演 1　「ITeCH 始動：研究協働の未来を創る」
　北海道大学 技術連携統括本部 本部長／ GFC センター長／理学研究院　教授／副学長　網塚　浩

◇講演 2　「北大技術連携統括本部 (ITeCH) での人事評価・人材育成について」
　北海道大学 技術連携統括本部 副本部長／低温科学研究所　教授　佐﨑　元

◇講演 3　「新生 GFC - 進化する GFC のミッション」 
　北海道大学 技術連携統括本部GFC　副センター長　佐々木　隆太

　「未来志向の新たな一歩  ― 再編・再構築する ITeCH 専門部会と GFC における設備共用推進体制―」
　北海道大学 技術連携統括本部 GFC　副センター長　岡　征子

◇講演 4「フィールドサイエンスを基盤とした地球環境を再生する ​新たな持続的食料生産システムの構築と展開」
　北海道大学　理事／副学長　瀬戸口　剛

◇ポスターセッション／コーヒーブレーク
　北海道大学大学院 先端生命科学研究院　教授　相沢　智康
　北海道大学 技術連携統括本部 理学研究院　技術専門員　熊木　康裕
　北海道大学 技術連携統括本部 情報企画課 ICT 運用・支援グループ情報セキュリティ担当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術専門職員　尾形　かおり
　北海道大学 技術連携統括本部 電子科学研究所　技術専門職員　武井　将志

◇パネルディスカッション
　モデレーター　
　　北海道大学 技術連携統括本部　技術副統括　技術専門員　永井　謙芝
　パネリスト
　　北海道大学 技術連携統括本部 理学・農学系技術部門　部門長／理学研究院　技術専門員　熊木　康裕
　　北海道大学 技術連携統括本部 工学系技術部門　部門長　工学研究院　技術専門員　大久保　賢二
　　北海道大学 技術連携統括本部 生命科学系技術部門　部門長／医学研究院　技術専門員　栗山　武志
　　北海道大学 技術連携統括本部 フィールド系技術部門　部門長／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北方生物圏フィールド科学センター　技術専門員　持田　大
　　北海道大学 技術連携統括本部 GFC　副センター長　技術専門員　岡　征子
　　北海道大学 技術連携統括本部 生命科学系技術部門　部門長補佐／薬学研究院　技術専門職員　森　綾子
 
◇閉会の辞
　北海道大学　理事　⾏松　泰弘

4. 司会
　北海道大学 技術連携統括本部 生命科学系技術部門／アイソトープ総合センター　技術専門職員　阿保　憲史
　北海道大学 技術連携統括本部 理学・農学系技術部門／理学研究院　技術専門職員　松本　亜希子
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技術連携統括本部（ITeCH）発足記念キックオフシン

ポジウムは、令和 7年 7 月発足の新組織「技術連携統

括本部 ITeCH」を記念して、令和 7年 7 月 23 日（水）

に北海道大学技術連携統括本部主催で現地及びオンラ

イン配信によるハイブリット形式にて開催された。59

名の方に現地にてご参加いただき、オンラインでは約

110 名の方にご参加いただいた。

始めに北海道大学 総長　寳金清博による挨拶および

シンポジウムの趣旨説明があり、続いて文部科学省科

学技術・学術政策局 参事官 研究環境担当　馬場大輔氏

による来賓挨拶が行われた。

次に、『企業の立場からの北海道大学技術連携統括本

部 ”ITeCH” への期待』と題して、株式会社島津製作所分

析計測事業部 上席理事／島津分析イノベーション協働

研究所 所長／大阪大学大学院工学研究科 特任教授／京

都大学総合生存学館 特任教授　飯田順子氏による基調

講演が行われた。

その後、『ITeCH 始動：研究協働の未来を創る』と題

して、ITeCH 本部長／総合研究基盤連携センター (GFC) 

センター長／理学研究院 教授／副学長　網塚浩より、

『北大技術連携統括本部 (ITeCH) での人事評価・人材育

成について』と題して、同副本部長／低温科学研究所 

教授　佐﨑元より、『新生GFC -進化するGFCのミッショ

ン』と題して、GFC 副センター長　佐々木隆太より、『未

来志向の新たな一歩　― 再編・再構築する ITeCH 専門

部会と GFC における設備共用推進体制 ―』と題して、

同副センター長　岡征子より、ITeCH の新体制について

説明がなされた。

続いて、「フィールドサイエンスを基盤とした地球環

境を再生する新たな持続的食料生産システムの構築と

展開」と題して、北海道大学 理事／副学長　瀬戸口剛

より講演が行われた。

コーヒーブレーク・ポスターセッションののち、

ITeCH 技術副統括　永井謙芝による進行のもと、パネル

ディスカッションが行われた。パネリストには、同理学・

農学系技術部門 部門長／理学研究院 技術専門員　熊木

康裕、同生命科学系技術部門 部門長／医学研究院 技術

専門員　栗山武志、同フィールド系技術部門 部門長／

北方生物圏フィールド科学センター 技術専門員　持田

大、同GFC 副センター長 技術専門員　岡征子、同生命

科学系技術部門 部門長補佐／薬学研究院 技術専門職員　

森綾子を迎え、技術支援本部から ITeCH へ改組になっ

たことのメリットや、技術職員の人財育成・キャリア

パスなどについて、議題に沿って討論が行われた（詳

細は 43 ページ）。最後に、北海道大学 理事　⾏松泰弘

による閉会の辞をもって閉会となった。

概　　　要
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来賓挨拶

講演2

基調講演

講演3

開会の辞

講演1

講演4

会場風景

寳金　清博
北海道大学　総長

網塚　浩
北海道大学 技術連携統括本部 
本部長／GFC センター長／
理学研究院 教授／副学長

馬場　大輔 
文部科学省 
科学技術・学術政策局 参事官 
研究環境担当

佐﨑　元
北海道大学 技術連携統括本部 
副本部長／
低温科学研究所 教授

瀬戸口　剛
北海道大学 理事／副学長

佐々木　隆太
北海道大学 技術連携統括本部
GFC 副センター長

岡　征子
北海道大学 技術連携統括本部 
GFC 副センター長

飯田　順子
株式会社 島津製作所 分析計測事業部 上席理事／
島津分析イノベーション協働研究所 所長／
大阪大学大学院 工学研究科 特任教授／
京都大学 総合生存学館 特任教授 
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モデレーター
パネルディスカッション

パネリスト

閉会の辞 司　会

永井　謙芝
北海道大学 技術連携統括本部 
技術副統括／北キャンパス・
情報基盤系技術部門 部門長／
学術情報部情報企画課 技術専門員

持田　大
北海道大学 技術連携統括本部 
フィールド系技術部門 部門長／
北方生物圏フィールド科学セン
ター 技術専門員

⾏松　泰弘
北海道⼤学 理事

熊木　康裕
北海道大学 技術連携統括本部 
理学・農学系技術部門 部門長／
理学研究院 技術専門員

岡　征子
北海道大学 技術連携統括本部 
GFC 副センター長 技術専門員

松本　亜希子
北海道大学 技術連携統括本部 
理学・農学系技術部門／
理学研究院 技術専門職員

阿保　憲史
北海道大学 技術連携統括本部 
生命科学系技術部門／
アイソトープ総合センター 技術
専門職員

大久保　賢二
北海道大学 技術連携統括本部 
工学系技術部門 部門長／
工学研究院 技術専門員

森　綾子
北海道大学 技術連携統括本部 
生命科学系技術部門 部門長補佐／
薬学研究院 技術専門職員

栗山　武志
北海道大学 技術連携統括本部 
生命科学系技術部門 部門長／
医学研究院 技術専門員
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に
渡
り
培
っ
た
技
術
で

独
自
の
搭
載
機
器
を
提
供
、

航
空
機
の
「
安
全
、
快
適
」

の
向
上
に
貢
献

産
業
機
器

高
性
能
な
キ
ー
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

で
最
先
端
の
も
の
づ
く
り
を
支
援

、
産
業
の
発
展
に
貢
献

医
用
機
器

的
確
な
診
断
を
支
援
す
る

医
用
機
器
を
提
供
、
人
の

健
康
の
維
持
・
向
上
に
貢
献

分
析
計
測
機
器

高
性
能
な
分
析
計
測
機
器
を
提
供

医
薬
、
食
品
、
素
材
を
は
じ
め

様
々
な
分
野
で
研
究
や
技
術
開
発

品
質
管
理
に
貢
献

3

社
是

：
科
学
技
術
で
社
会
に
貢
献
す
る

経
営
理
念
：
人
と
地
球
の
健
康
へ
の
願
い
を
実
現
す
る

コ
ン
テ
ン
ツ

IT
eC

H発
足
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2

１
．
は
じ
め
に
：

島
津
製
作
所
の
ご
紹
介

２
.

今
の
日
本
の
研
究
環
境
を
踏
ま
え

企
業
の
立
場
か
ら
の

”I
Te

C
H
へ
の
期
待
“

３
．

 メ
ッ
セ
ー
ジ

企
業
の
立
場
か
ら
の

北
海
道
大
学

技
術
連
携
統
括
本
部

”I
Te

C
H

” 
へ
の
期
待

20
25
年

7月
23
日

飯
田

順
子

(株
) 
島
津
製
作
所

 分
析
計
測
事
業
部

上
席
理
事

 
大
阪
大
学

 大
学
院

 工
学
研
究
科

特
任
教
授

大
阪
大
学

 島
津
分
析
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協
働
研
究
所

所
長

京
都
大
学

 総
合
生
存
学
館

特
任
教
授

■ 企業の立場からの北海道大学技術連携統括本部”ITeCH”への期待
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汎
用
化
さ
れ
た
機
能
・
性
能
を
有
す
る
基
盤
的
分
析
計
測
機
器 IT

eC
H発

足
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

8

・
日
常
の
研
究
活
動
を
支
え
る
機
器

・
性
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
に
は
、
そ
の
機
器
を
熟
知
し
活
用
で
き
る
こ
と
が
重
要

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

・
よ
り
高
性
能
な
も
の
が
研
究
成
果
に
つ
な
が
り
や
す
い

改
良
、
性
能
・
機
能
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

・
誰
で
も
使
え
、
壊
れ
に
く
い
ニ
ー
ズ
も

LC
M

S-
20

50
G

C
M

S-
Q

P2
05

0

特
に
共
用
に

お
い
て
重
要

使
う
人
の
イ
ン

プ
ッ
ト
重
要

様
々
な
用
途
に
関
わ
る
技
術

職
員
の
方
の
役
割

大
IT

eC
H
に
期
待
大

研
究
活
動
を
支
え
る
分
析
計
測
機
器

IT
eC

H発
足
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

7

他
に
例
の
な
い
機
能
・
性
能
を

有
す
る
最
先
端
分
析
計
測
機
器

汎
用
化
さ
れ
た
機
能
・
性
能
を

有
す
る
基
盤
的
分
析
計
測
機
器

ク
ラ
イ
オ
電
子
顕
微
鏡

高
磁
場
核
磁
器
共
鳴
装
置
（
NM

R）
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
高
分
解
能
質
量
分
析
計
、

パ
ワ
ー
レ
ー
ザ
ー

自
動
実
験
装
置
・
ラ
ボ

等

電
子
顕
微
鏡

N
M

R
質
量
分
析
装
置

シ
ー
ケ
ン
サ
ー

Ｘ
線
回
折
装
置

等
 

文
科
省

 「
研
究
開
発
基
盤
部
会
（
第

12
期
）
議
論
の
と
り
ま
と
め
（
令
和

7年
2月

14
日
）
」

か
ら
「
研
究
設
備
等
に
係
る
概
念
整
理
」
を
参
考
に
作
成

２
.企

業
の
立
場
か
ら
の

”I
Te

C
H
へ
の
期
待
“

IT
eC

H発
足
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

6

15
0年

IT
eC

H発
足
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

5

北
海
道
大
学
様

 2
02

6年
に
創
基

15
0年

島
津
製
作
所

20
25
年

3月
に
創
業

15
0周
年

ht
tp

s:
//1

50
th

.h
ok

ud
ai

.a
c.

jp
/

飯田　順子 氏（株式会社 島津製作所 分析計測事業部 上席理事／島津分析イノベーション協働研究所 所長／
大阪大学大学院 工学研究科 特任教授／京都大学 総合生存学館 特任教授）

企業の立場からの北海道大学技術連携統括本部”ITeCH”への期待
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基調講演

日
本
分
析
機
器
工
業
会
（

JA
IM

A
）
の
動
き

12
IT

eC
H発

足
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ht
tp

s:
//w

w
w.

m
ex

t.g
o.

jp
/c

on
te

nt
/2

0
25

06
26

-m
xt

_k
ib

an
ke

n0
1-

00
00

43
35

0_
1.

pd
f

先
端
研
究
開
発
基
盤
強
化
委
員
会

（
第

2回
）
配
布
資
料

資
料

1

国
の
動
き
：

先
端
研
究
開
発
基
盤
強
化
委
員
会

11

１
．
は
じ
め
に

２
．
長
期
的
に
目
指
す
姿

３
．

 当
面
の
５
年
間
で
取
り
組
む
事
項
の
実
施
方
針

（
１
）
共
用
シ
ス
テ
ム
に
係
る
情
報
の
一
元
化
・
見
え
る
化

（
２
）
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 
（
３
）
装
置
分
野
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 
（
４
）
高
度
化
・
開
発

ht
tp

s:
//w

w
w.

m
ex

t.g
o.

jp
/b

_m
en

u/
sh

in
gi

/g
ijy

ut
u/

gi
jy

ut
u2

8/
00

2/
14

18
59

4_
00

00
1.

ht
m

IT
eC

H発
足
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
本
の
最
先
端
機
器
開
発
現
状
に
対
す
る
危
機
感

IT
eC

H発
足
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

10

海
外
製
計
測
機
器
に
日
本
の
研
究
者
が
頼
ら
ざ
る
え
な
い
状
況

↓
輸
入
に
頼
る
結
果
、
機
器
本
体
や
保
守
部
品
等
の
納
期
が
か
か
り
日
本
の
研
究
が

計
画
通
り
進
ま
な
い
リ
ス
ク

最
先
端
の
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
の
た
め
の
新
し
い
機
器
や
機
能
の
開
発
を
海
外
メ
ー
カ
ー
に

依
存
す
る
結
果
、

日
本
の
研
究
者
の
ア
イ
デ
ィ
ア
実
装
に
時
間
が
か
か
る
、

そ
し
て
開
発
さ
れ
た
高
付
加
価
値
の
機
器
が
、
日
本
に
輸
入
さ
れ
る
価
格
他
デ
メ
リ
ッ
ト

研
究
機
関
で
機
器
を
使
う
人
材
育
成
な
ど
人
材
面
で
の
マ
イ
ナ
ス

他
に
例
の
な
い
機
能
・
性
能
を
有
す
る
最
先
端
分
析
計
測
機
器 IT

eC
H発

足
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

9

科
学
の
発
展
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
多
く
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

分
析
技
術
が
支
え
て
き
た

例
え
ば
、
「
過
去
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
、
化
学
賞
、
医
学
生
理
学
賞
の
約

20
%

が
分
析
の
原
理
の
発
見
や
装
置
・
技
術
の
開
発
に
対
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
」

 h
ttp

s:
//w

w
w.

ja
im

a.
or

.jp
/jp

/a
bo

ut
/o

ve
rv

ie
w

/id
ea

/

   
   

   
  日

本
分
析
機
器
工
業
会
＜

JA
IM

A＞
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

サ
イ
エ
ン
ス
に
お
け
る
先
端
研
究
は
機
器
開
発
と
一
体

12



先
端
研
究
機
器
の
受
容
・
普
及

*

16

*岡
田
康
志
先
生
（
理
化
学
研
究
所
・
生
命
機
能
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

(B
D

R
)
東
京
大
学
医
学
系
研
究
科

/理
学
系
研

究
科
）
ご
発
表
資
料
か
ら
引
用

超
解
像
蛍
光
顕
微
鏡

を
具
体
例
と
し
て

[台
数

]

[年
]

研
究
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
新
技
術
の
開
発
・
供
用

IT
eC

H発
足
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

15

「
共
用
の
場
」
、
「
拠
点
」
を
活
用
し
た

〇
 ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
支
援

〇
 イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
調
達
の
推
進

最
先
端
を
行
く

IT
eC

H
に
期
待
大

＜
最
重
要
＞

ヒ
ト

「
JS

T先
端
計
測
機
器
開
発
事
業
」
で
の
当
社
の
最
先
端
機
器
開
発
事
例

2

IT
eC

H発
足
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

14

(2
)

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
質
量
顕
微
鏡

ht
tp

s:
//w

w
w.

js
t.g

o.
jp

/s
ei

ka
/b

t4
5-

46
.h

tm
l

開
発

I期
瀬
藤

 光
利
（
浜
松
医
科
大
学

 解
剖
学
講
座
）
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
（

H
16

-2
0）

II期
小
河

 潔
（
株
式
会
社
島
津
製
作
所
）
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
（

H
21

-2
3）

・
瀬
藤
教
授
の
「
顕
微
鏡
と

M
Sイ

メ
ー
ジ
ン
グ
を
同
時
に
観
測
し
、
重
ね
て
解
析
で
き
れ
ば

医
学
研
究
に
大
き
く
貢
献
す
る
」
と
い
う
思
い
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト

・
O

nl
y 

O
ne
、

N
o.

1の
装
置
と
し
て
製
品
化
さ
れ
、
世
界
で
販
売

↓
・
世
界
的
に
販
売
実
績
伸
ば
す

現
在
で
も
空
間
分
解
能
な
ど
世
界
ト
ッ
プ
の
性
能

iM
Sc

op
e

Q
T

「
JS

T先
端
計
測
機
器
開
発
事
業

*」
で
の
当
社
の
最
先
端
機
器
開
発
事
例

1

IT
eC

H発
足
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

13

(１
)

SF
E-

SF
C
（
超
臨
界
流
体
抽
出

-ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
）

①
世
界
初
の
超
臨
界
流
体
抽
出
・
分
離
を
一
体
化
し
た
分
析
シ
ス
テ
ム

ー
煩
雑
な
前
処
理
不
要
で
、
成
分
の
一
斉
分
析
を
可
能
に
す
る
も
の

②
九
大

 馬
場
教
授
は

 令
和

6年
度

 文
部
科
学
大
臣
賞

 科
学
技
術
賞

(研
究
部
門

)受
賞

業
績
名
：
超
臨
界
流
体
を
用
い
た
新
た
な
代
謝
物
分
析
技
術
の
開
発
に
関
す
る
研
究

九
大

 馬
場
教
授
と
島
津
製
作
所
は

 令
和

7年
度

 井
上
春
成
賞
を
受
賞

技
術
の
名
称
：
超
臨
界
流
体
法
と
液
体
法
を
イ
ン
ラ
イ
ン
で
一
体
化
し
た

 ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

 

SF
E-

SF
C

 N
ex

er
a 

U
C

*先
端
計
測
分
析
技
術
・
機
器
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
平
成

16
年
度
～
令
和

2年
度
）

③
成
功
要
因

・
馬
場
教
授
が

SF
C
の
最
先
端
研
究
者

→
世
界
初
の

SF
E-

SF
C
の
性
能
仕
様
を
島
津
に
イ
ン
プ
ッ
ト

・
開
発
チ
ー
ム
に
シ
ス
テ
ム
を
使
う
ユ
ー
ザ
ー
２
者
も
参
画
＝
応
用

or
ie

nt
ed
な
開
発

・
馬
場
研
で
、
バ
ラ
ッ
ク
機
→
α機

→
β機

→
製
品
候
補
版

す
べ
て
評
価

・
上
市
後
も
、
馬
場
教
授
が
、
毎
月
、
基
本
的
に
島
津
本
社
で
、
ユ
ー
ザ
ー

/研
究
者
の
声
、
新
規
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
等
双
方
向
に
共
有
し
、
機
能
強
化
・
改
善
を
継
続

・
毎
年

 海
外
の

SF
C
研
究
者
を
島
津
と
と
も
に
訪
問
、
意
見
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上

企業の立場からの北海道大学技術連携統括本部”ITeCH”への期待
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基調講演

ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
＋
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
調
達
成
功
の
カ
ギ
は
「
ヒ
ト
」

IT
eC

H発
足
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20

研
究
者
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

キ
ャ
リ
ア
の
流
動
化

ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
と

そ
の
研
究
室
メ
ン
バ
ー

テ
ク
ニ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

エ
ン
ジ
ニ
ア

・
共
用
の
場

・
拠
点

開
発
企
業

共
用
の
場

 / 
拠
点
を
利
用

an
d/

or
 共
同
研
究
す
る
研
究
者

用
途
開
発
→
論
文
化

利
用
料

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
調
達
機
器

最
先
端
を
行
く

IT
eC

H
に
期
待
大

ラ
ボ

D
X、

A
I活

用
も
同
じ

技
術
者
派
遣

ス
ー
パ
ー
エ
キ
ス
パ
ー
ト

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

諸
外
国
で
進
む
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
型
公
共
調
達
制
度
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
調
達
）

IT
eC

H発
足
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

19

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
調
達
（

In
no

va
tio

n 
Pr

oc
ur

em
en

t）
と
は

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
型
の
公
共
調
達
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
」
。
政
府
等
公
的

機
関
に
お
い
て
、
リ
ス
ク
と
向
き
合
い
な
が
ら
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
技
術
や
サ
ー
ビ

ス
を
採
用
す
る
志
向
に
転
換
し
て
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
規
則
・
制
度
・

運
用
を
工
夫
し
た
一
連
の
取
り
組
み
に
よ
る
調
達
を
指
す

•
『
研
究
開
発
や
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
へ

の
投
入
を
通
じ
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
こ
と
を
意
図

し
た
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
公
共
調
達
（
商
業
化
前
ま
た
は
商
業
化

後
）
』
（

OE
CD

, 2
01

7）
 

•
『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
（
研
究
開
発
）
の
一
部
又
は
全

て
の
成
果
を
購
入
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
一
つ
又
は
両
面
を
有
す

る
あ
ら
ゆ
る
調
達
』
（

EC
, 2

02
1）

 

引
用
：

JS
T-

CR
DS
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

促
進
型
公
共
調
達
制
度
の
国
際
比
較
調
査
」

ht
tp
s:/
/w
ww
.js
t.g
o.
jp
/c
rd
s/
re
po
rt/
TP
20
23
06
01
.h
tm
l

ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
支
援
の
重
要
性

*

18

*岡
田
康
志
先
生
（
理
化
学
研
究
所
・
生
命
機
能
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

(B
D

R
)
東
京
大
学
医
学
系
研
究
科

/理
学
系
研

究
科
）
ご
発
表
資
料
か
ら
引
用

超
解
像
蛍
光
顕
微
鏡

を
具
体
例
と
し
て

[年
]

[台
数

]

先
端
研
究
機
器
の
受
容
・
普
及
：
２
つ
の
“谷

” 
*

17

*岡
田
康
志
先
生
（
理
化
学
研
究
所
・
生
命
機
能
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

(B
D

R
)
東
京
大
学
医
学
系
研
究
科

/理
学
系
研

究
科
）
ご
発
表
資
料
か
ら
引
用

[年
]

[台
数

]

超
解
像
蛍
光
顕
微
鏡

を
具
体
例
と
し
て

14



ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

IT
eC

H発
足
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

22

３
．
メ
ッ
セ
ー
ジ
：
今
の
私
が
昔
の
自
分
に
助
言
す
る
と
し
た
ら IT

eC
H発

足
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

21

１
.

質
問
し
ま
し
ょ
う

   
前
向
き
な
質
問
は
み
ん
な

w
el

co
m

e 
学
び
が
得
ら
れ
、
自
己
ア
ピ
ー
ル
に
も
な
り
ま
す

２
．
一
生
懸
命
は
当
た
り
前
で

と
き
に
ア
ピ
ー
ル
も
必
要

で
も

難
し
い
。
。
。

自
分
の
た
め
の
ア
ピ
ー
ル
は
で
き
な
く
て
も
、
自
分
の
チ
ー
ム
の
た
め

に
は
で
き
る

!

企業の立場からの北海道大学技術連携統括本部”ITeCH”への期待

15
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4
講 演
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講演

第
7期

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
に
向
け
て

3

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

ex
t.

go
.jp

/b
_m

en
u/

sh
in

gi
/g

ijy
ut

u/
gi

jy
ut

u4
/0

10
/t

ou
sh

in
/1

41
25

85
_0

00
06

.h
tm

文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
・
学
術
分
科
会
研
究
環
境
基
盤
部
会
ま
と
め
（

20
25

.7
.1

) 

第
7期

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
に
向
け
て

2
文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
・
学
術
分
科
会
研
究
環
境
基
盤
部
会
ま
と
め
（

20
25

.7
.1

) 

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

ex
t.

go
.jp

/b
_m

en
u/

sh
in

gi
/g

ijy
ut

u/
gi

jy
ut

u4
/0

10
/t

ou
sh

in
/1

41
25

85
_0

00
06

.h
tm

第
7期

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
に
向
け
て

1
文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
・
学
術
分
科
会
研
究
環
境
基
盤
部
会
ま
と
め
（

20
25

.7
.1

) 

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

ex
t.

go
.jp

/b
_m

en
u/

sh
in

gi
/g

ijy
ut

u/
gi

jy
ut

u4
/0

10
/t

ou
sh

in
/1

41
25

85
_0

00
06

.h
tm

IT
eC

H
始
動
：

研
究
協
働
の
未
来
を
創
る

技
術
連
携
統
括
本
部
（

IT
eC

H
）
本
部
長

総
合
研
究
基
盤
連
携
セ
ン
タ
ー
（

GF
C）

セ
ン
タ
ー
長

北
海
道
大
学
副
学
長
／
理
学
研
究
院
教
授

20
25

.0
7.

23
IT

eC
H
発
足
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

網
塚

浩

■ ITeCH始動：研究協働の未来を創る

18



北
海
道
大
学
の
歩
み
③
：
北
大
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
構
想
の
実
践

7

文
部
科
学
省

先
端
研
究
基
盤
共
用
促
進
事
業
（
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
構
築
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

FY
20

20
〜

20
24

北
海
道
大
学
の
歩
み
②
：
技
術
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備

6

20
13

20
18

講
座
（
研
究
室
）
専
属

技
術
職
員
組
織
の
一
元
化

定
員
削
減
の
た
め
部
局
保
有

技
術
の
共
有
化
・
集
中
化

教
育
研
究
支
援
本
部
設
置

（
運
営
委
員
会
設
置
）

技
術
支
援
本
部
に
改
称

全
学
一
元
化
の
実
施
の
決
定

20
15

法
人
化
前
～

第
1期

第
2期

(2
01

0-
20

15
) 第

3期
(2

01
6-

20
21

)

20
06

全
学
的
技
術
支
援
制
度
の
整
備

20
24

第
4期

(2
02

2-
20

27
)

運
営
体
制
の
強
化

研
究
支
援
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
専
門
部
会

ス
タ
ッ
フ
・
デ
ィ
ベ
ロ
プ
メ
ン
ト
実
施
専
門
部
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
用
専
門
部
会

将
来
構
想
専
門
部
会

文
部
科
学
大
臣
表
彰

（
研
究
支
援
賞
）

R
2

R
6

R
4

北
海
道
大
学
の
歩
み
①
：
設
備
共
用
体
制
の
整
備

5

20
05

20
24

機
器
共
用
開
始
：
先
端
機
器
を
学
内
外
へ
開
放

（
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
整
備
）

20
06

 共
用
機
器
管
理
セ
ン
タ
ー
設
立

学
外
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
の
受
託
分
析
開
始

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（

G
FC
）
設
立

  民
間
か
ら
の
受
託
分
析
開
始

第
2期

(2
01

0-
20

15
) 第

3期
(2

01
6-

20
21

)

登
録
先
端
機
器

 ~
30

0 
台
（

16
部
局
）

受
託
分
析

 ~
 6

,0
00
件
／
年

総
利
用
料
収
入

 ~
 1

.1
億
円
／
年

   
 （
ナ
ノ
テ
ク
・

N
M

Rプ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
除
く
）

法
人
化
第

1期
(2

00
4-

20
09

)

20
1520

13
 年
間
利
用
者
数
延
べ

20
,0

00
人
を
達
成

20
17

成
型
加
工
技
術
の
開
放
（
試
作
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）

   
中
古
機
器
の
学
内
流
通
（
設
備
市
場
）

20
09

第
4期

(2
02

2-
20

27
)

19
79

機
器
分
析
セ
ン
タ
ー
（
薬
学
部
）

第
7期

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
に
向
け
て

4
文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
研
究
開
発
基
盤
部
会
先
端
研
究
開
発
基
盤
強
化
委
員
会
報
告
（

20
25

.7
.1

0)
 

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

ex
t.

go
.jp

/b
_m

en
u/

sh
in

gi
/g

ijy
ut

u/
gi

jy
ut

u2
8/

00
2/

in
de

x.
ht

m
l

ITeCH始動：研究協働の未来を創る

網塚　浩（北海道大学 技術連携統括本部 本部長／GFC センター長／理学研究院 教授／副学長）
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講演

ネ
イ
チ
ャー
テク
ノロ
ジ
ー
とス
マ
ー
トア
グ
リテ
ク
ノロ
ジ
ー

の
融
合
に
よ
る
リジ
ェネ
ラ
ティ
ブ
農
業
シ
ス
テム
の
開
発

•
土

壌
-微

生
物

-植
物

-動
物

の
物

質
循

環
メカ

ニ
ズ

ム
解

明
•

低
農

薬
・肥

料
で

も
多

収
量

で
生

産
効

率
の

高
い

AI
/I

oT
農

業
技

術
の

開
発

•
リジ

ェネ
ラテ

ィブ
農

業
生

産
物

の
脱

炭
素

型
バ

リュ
ー

チ
ェー

ン
シ

ス
テ

ム
の

開
発

北
大
が
重
点
支
援
す
る
融
合
研
究

21
領
域
と
フ
ィ
ー
ル
ド
支
援
強
化
の
構
想
案

11

主
要
３
領
域
：
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
な
持
続
的
食
糧
生
産
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究

連
携
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

18
領
域

加
速
ス
テ
ー
ジ

萌
芽
ス
テ
ー
ジ

低
利
用
植
物
バ
イ
オ
マ
ス

を
用

い
た

リジ
ェネ

ラテ
ィブ

な
水
産
養
殖

哺
乳

類
の

生
理

学
・心

理
学

・行
動

学
か

ら共
同
養
育
の

本
質

を捉
える

―
少

子
化

問
題

の
解

決
に向

け
て

不
均

⼀
な

複
雑

系
（
微
⽣
物
コ
ミュ
ニ
テ
ィ）

の
挙

動
を

⽀
配

す
る

理
論

基
盤

の
構

築

副
⽣

N
O

xの
資
源
化

に
よ

る
新

しい
窒
素
循
環

プ
ロ

セ
ス

の
構

築

が
ん

特
異

的
な
メ
カ
ノレ
ス
ポ
ン
ス
機
構

の
解

明
とそ

の
創
薬
応
用

細
胞

老
化

を軸
とす

る尿
路
関
連
リン
パ
組
織
発
達
機

序
の

解
明

-人
と動

物
の

健
康

寿
命

延
伸

を目
指

して
-

任
意

の
組

織
・細

胞
を

標
的

化
可

能
な

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
技

術
pr

ot
eo

LN
Pの
基
盤
確
立

半
導

体
微

細
加

⼯
と折
紙
⼯
学
技
術

を
用

い
た

人
⼯

胚
盤

胞
の

形
成

と次
世
代
⽣
植
医
療

の
社

会
実

装

生
体

親
和

性
と採

型
性

を
両

立
した
次
世
代
バ
イ
オ
ミ

メ
テ
ィク
ス
ハ
ー
ド
マ
テ
リア
ル

の
開

発

ネ
イ
チ
ャー
ポ
ジ
テ
ィブ

実
現

の
た

め
の
⽣
態
的
林
業
シ

ス
テ
ム

の
体

系
化

と社
会

実
装

人
⼯

ナ
ノ構

造
の

光
制

御
が

拓
くマ

クロ
な

物
体

の
光
マ

ニ
ピ
ュレ
ー
シ
ョン

持
続

可
能

か
つ

高
性

能
な
全
固
体
蓄
電
デ
バ
イ
ス

用
の

炭
素

-硫
黄

複
合

正
極

材
料

の
開

発

フォ
ト
ン
フロ
ン
テ
ィア

：
ライ

フサ
イエ

ン
ス

研
究

の
新

た
な

地
平

を
切

り拓
くプ

ラッ
トフ

ォー
ム

冬
眠
原
理
の
追
求

とそ
の

社
会

展
開

に
向

け
た

分
野

横
断

型
基

礎
研

究

自
然

に
学

ぶ
非
平
衡
状
態
の
学
理

構
築

と高
効

率
次

世
代

材
料

開
発

拠
点

の
形

成

人
類
⽣
存
圏
の
拡
⼤

に
向

け
た

基
礎

的
研

究

生
態

系
サ

ー
ビス

の
持

続
的

利
用

を目
指

す
―

 ブ
ル
ー
・

グ
リー
ンシ
ス
テム
サ
イ
エ
ンス

研
究

拠
点

の
確

立
 ―

天
然
高
分
⼦

の
個

性
を

引
き

出
す
ソ
フト
マ
テ
リア
ル

創
製

プ
ラッ

トフ
ォー

ム

漁
獲
漁
業
と養

殖
業
を
両
立
し
た
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
型

の
リジ
ェネ
ラ
テ
ィブ
水
産
シ
ス
テ
ム
の
開
発

•
沿

岸
生

態
系

を
維

持
す

る
た

め
の

デ
ー

タ解
析

•
持

続
可

能
な

養
殖

シ
ス

テ
ム

の
要

素
技

術
の

開
発

•
食

の
多

様
性

を
維

持
す

る
柔

軟
な

加
⼯

技
術

の
開

発

徹
底
拡
充
した
フィ
ー
ル
ドフ
ァシ
リテ
ィに
よ
る⽣
態
系
の
多

次
元
・多
項
目
・高
解
像
度
モニ
タリ
ング
シス
テム
の
開
発

•
高

精
度

光
学

・音
響

セ
ン

サ
ー

の
開

発
•

生
態

系
サ

ー
ビス

等
の

価
値

評
価

手
法

お
よ

び
環

境
フッ

トプ
リン

ト等
の

環
境

評
価

•
手

法
を

統
合

した
新

た
な

LC
Aの

開
発

：
R

8に
技
術
協
働
を
重
点
的
に
展
開
す
る
フィ
ー
ル
ド
領
域
（
赤
枠
）
お
よ
び
関
連
領
域
（
青
枠
）

R
8に

、
な
ぜ
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
領
域

に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
の
か


地
域
社
会
と
の
接
点
が
多
く
、
社
会
実
装
・
地
域
連
携
へ
の
本
学
の
貢
献
に
対
す
る
期
待
度
が
高
い


現
時
点
で
複
数
の
具
体
的
な
技
術
支
援
の
強
い
要
請
が
あ
る
（
特
に

IC
T/

AI
/I

oT
/デ
ー
タ
技
術
）


必
要
な
技
術
が
多
様
か
つ
実
践
的
で
、
他
の
領
域
へ
の
展
開
に
向
け
た
モ
デ
ル
構
築
に
適
し
て
い
る


フ
ィ
ー
ル
ド
領
域
は
分
野
の
融
合
度
が
強
く
、

TS
配
置
に
よ
る
波
及
効
果
が
大
き
い

TS
を
核
と
し
た
戦
略
的
技
術
連
携
チ
ー
ム
と
協
調
型
組
織
の
構
想

10
分
析
・
計
測
系

~
40
名

バ
イ
オ
・
医
療
支
援
系

~
30
名

電
子
・
微
細
加
工
系

~
26
名

フ
ィ
ー
ル
ド
・
観
測
系

~
65
名

IC
T/

A
I/

Io
T・
デ
ー
タ
系

~
44
名

横
断
・社
会
実
装
支
援
枠

~
26
名

テ
ク
ニ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
テ
ィス
ト

15
名
：

分
野
横
断
で
チ
ー
ム
を
構
成
し
、全
学
的
視
点
で
技
術

職
員
の
連
携
を
牽
引
。戦
略
的
な
技
術
協
働
を
担
う中

核
人
材
とし
て
、研
究
力
強
化
に
貢
献
。

高
度
専
門
職
人
材
（

TS
補
佐
）

10
名
：

TS
と連

携
し
て
技
術
戦
略
立
案
に
関
与
。部
局
・領

域
を
ま
た
ぐ技

術
協
働
を
実
務
面
で
支
え
る
。将
来

的
に

TS
とな
る
た
め
の
経
験
を
積
む
育
成
対
象
。

戦
略
的
技
術
連
携
チ
ー
ム

一
般
技
術
職
員

~
23

0名
：

各
専
門
分
野
で
の
安
定
的
な
研
究
活
動
を
支
え
、現
場

に
お
け
る
実
務
の
中
心
とし
て
活
動
し
な
が
ら
、T

Sと
連

携
し
、全
学
的
な
技
術
協
働
に
も
主
体
的
に
関
わ
る
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
パ
ス

（
管
理
・
運
営
系
）

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
パ
ス

（
専
門
技
術
系
）

新
本
部
に
お
け
る
「
役
職
」

技
術
職
と
し
て
の
「
職
階
」

（
３
→
５
職
階
）

テ
ク
ニ
カ
ル

R
&

D
パ
ス

（
研
究
開
発
融
合
系
）

（
非
管
理
職
）

技
術
職
員
の
活
躍
を
促
す
新
た
な
人
事
制
度 ※

「
特
定
専
門
職
」
制
度
を
活
用

職
位
・給
与
制
度
改
革
：
管
理
職
の
新
設
と高

度
技
術
専
門
職
「テ
ク
ニ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
テ
ィス
ト

(T
S)
」の
創
設

9

研
究
者
・
教
員

役
職
技
術
統
括

【
副
本
部
長
】

役
職
技
術
副
統
括

役
職
技
術
部
門
長

【
課
長
級
】

技
術
部
門
長
補
佐

技
術
職
員

技
術
専
門
職
員

技
術
専
門
員

技
術
主
任

職
名
特
定
上
席
専
門
職

呼
称

テ
ク
ニ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

教
授

准
教
授

助
教

講
師

PD
, R

A

教
員
・
研
究
者

令
和
７
年
度
導
入

令
和
８
年
度
導
入

令
和
７
年
度
導
入

新

上
席
技
術
専
門
員

新

役
職
セ
ン
タ
ー
長

【
副
本
部
長
】

役
職
副
セ
ン
タ
ー
長

高
度
専
門
職
人
材

テ
ク
ニ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
テ
ィス
ト
補
佐

認
定

認
定

※
新
規
採
用
（
契
約
職
員
）
、
も
し

く
は
教
員
及
び
技
術
職
員
を

TS
補
佐

と
し
て
認
定

新 新

新 新 新

技
術
連
携
統
括
本
部
（

IT
eC

H
）
の
発
足
（

20
25

.7
.1
）

本
部
長

事
業
統
括
室
（

PM
室
）

技
術
統
括

地
域
・自
治
体
・企
業

国
内
・国
外
大
学
等

研
究
院
・研
究
所

セ
ン
ター
等

J-
PE

AK
Sな
ど

重
点
研
究
プ
ロジ
ェク
ト

副
本
部
長

技
術

部
門
長

8

技
術

部
門
長

技
術

部
門
長

技
術

部
門
長

技
術

部
門
長

理 学 ・ 農 学 系

技 術 部 門

工 学 系

技 術 部 門

生 命 科 学 系

技 術 部 門

北 キ ャ ン パ ス ・

情 報 基 盤 系

技 術 部 門

フ ィ ー ル ド 系

技 術 部 門

セ
ン
ター
長

技
術
副
統
括

副
セ
ン
ター
長

総
合
研
究
基
盤
連
携
セ
ン
タ
ー
（

G
FC
）

フ ィ ー ル ド ソ リ ュ ー

シ ョ ン ユ ニ ッ ト

共 用 シ ス テ ム

管 理 ユ ニ ッ ト

機 器 分 析 ・ オ ー プ ン

フ ァ シ リ テ ィ ユ ニ ッ ト

試 作 ソ リ ュ ー シ ョ ン

ユ ニ ッ ト

先 端 技 術 共 創

ユ ニ ッ ト

G
lo

ba
lR

es
ea

rc
h

Fa
ci

lit
y

Al
lia

nc
e

Ce
nt

er 戦
略
的
技
術

連
携
チ
ー
ム

テク
ニカ
ル

サイ
エン
ティ
スト

(T
S)

TS
補
佐

（
高
度
専
門
職
人
材
）

運
営
委
員
会

配
置
・
派
遣
・
技
術
協
働

技
術
連
携

33
名

54
名

34
名

43
名

73
名

配 置 ・ 連 携

技
術
連
携
統
括
本
部
（

IT
eC

H
）

O
ffi

ce
 fo

r I
nt

eg
ra

te
d 

Te
ch

ni
ca

l C
or

e 
Hu

b

技
術
部
門
長

補
佐

技
術
部
門
長

補
佐

技
術
部
門
長

補
佐

技
術
部
門
長

補
佐

技
術
部
門
長

補
佐
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15

主
た
る
技
術
支
援
・
強
化
の
内
容

IT
eC

H
構
想
の
策
定
お
よ
び
組
織
設
立
に
至
る
ま
で
、
多
大
な
る
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
理
事

井
上

京
様

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

謝
辞

ま
と
め
：

IT
eC

H
の
展
望

14

主
た
る
技
術
支
援
・
強
化
の
内
容


第
７
期
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
で
は
、

高
度
で
高
効
率
な
研
究
基
盤
の
全
国
的
共
有
・
活
用
体
制
の
構
築
が
進
展


「
イ
ン
フ
ラ

×
デ
ー
タ

×
支
援

×
人
材
」
の
統
合
的
活
用
が
研
究
力
強
化
の
カ
ギ


IT

eC
H
は
、
こ
う
し
た
変
化
に
対
応
し
、

各
側
面
に
お
い
て
組
織
・
分
野
横
断
で
研
究
を
効
果
的
に
支
え
る
運
営
を
目
指
す


研
究
基
盤

IR
の
さ
ら
な
る
充
実
に
よ
り
、

研
究
資
源
の
利
用
実
態
や
ニ
ー
ズ
を
可
視
化
し
、
最
適
な
設
置
・
活
用
・
更
新
を

戦
略
的
に
進
め
る


テ
ク
ニ
カ
ル
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
（

TS
）
を
中
心
に
、

研
究
者
と
技
術
者
の
協
働
環
境
の
理
想
型
を
追
求


全
国
の
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、

技
術
者
が
つ
な
が
り
、
学
び
合
い
、
力
を
高
め
合
え
る
場
を
育
成


研
究
協
働
を
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
引
き
上
げ
、

研
究
力
の
さ
ら
な
る
向
上
へ
と
つ
な
げ
て
い
く

コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
構
築
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
機
関

13
第

18
 回
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会

研
究
開
発
基
盤
部
会
資
料
よ
り

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

ex
t.

go
.jp

/b
_m

en
u/

sh
in

gi
/g

ijy
ut

u/
gi

jy
ut

u2
8/

gi
ji_

lis
t/

in
de

x.
ht

m

他
機
関
・
企
業
と
の
共
用
・
開
発
・
人
材
育
成
の
連
携
を
深
化

R8
強
化
融
合
研
究
領
域
に
お
け
る

TS
・

TS
補
佐
の
役
割
と
配
置
方
針
素
案

12
R

8 
TS
・

TS
補
佐
の
配
置
と
主
な
役
割

R
8 
重
点
強
化
融
合
領
域

ネ
イチ
ャー
テク
ノロ
ジ
ー
とス
マー
トア
グ
リテ
クノ
ロジ
ー

の
融
合
によ
るリ
ジ
ェネ
ラテ
ィブ
農
業
シス
テム
の
開
発

低
利
用
植
物
バ
イ
オ
マ
ス

を
用

い
た

リジ
ェネ

ラテ
ィブ

な
水
産
養
殖

ネ
イ
チ
ャー
ポ
ジ
テ
ィブ

実
現

の
た

め
の
⽣
態
的
林
業

シ
ス
テ
ム

の
体

系
化

と社
会

実
装

生
態

系
サー

ビス
の持

続
的

利
用

を目
指

す
―

 ブ
ル
ー
・

グ
リー
ンシ
ステ
ムサ
イエ
ンス

研
究

拠
点

の確
立

 ―

漁
獲
漁
業
と養
殖
業
を両
立
した
カス
タム
メイ
ド型
の
リ

ジ
ェネ
ラテ
ィブ
水
産
シス
テム
の
開
発

徹
底
拡
充
した
フィ
ー
ルド
ファ
シリ
ティ
によ
る⽣
態
系
の
多

次
元
・多
項
目
・高
解
像
度
モニ
タリ
ング
シス
テム
の
開
発

不
均

⼀
な

複
雑

系
（
微
⽣
物
コ
ミュ
ニ
テ
ィ）

の
挙

動
を

⽀
配

す
る

理
論

基
盤

の
構

築

副
⽣

N
O

xの
資
源
化

に
よ

る
新

しい
窒
素
循
環

プ
ロセ

ス
の

構
築

冬
眠
原
理
の
追
求

とそ
の

社
会

展
開

に
向

け
た

分
野

横
断

型
基

礎
研

究

人
類
⽣
存
圏
の
拡
⼤

に
向

け
た

基
礎

的
研

究

フ ィ ー ル ド 研 究 領 域 関 連 領 域

主 要 （ 実 装 ） 萌 芽 加 速 萌 芽 加 速

分
析

・計
測

バ
イオ

・医
療

電
子

・微
細

加
⼯

フィ
ー

ル
ド・

観
測

横
断

・社
会

実
装

主
担
当

主
担
当

IC
T/

AI
/I

oT
/デ

ー
タ

主
担
当

主
担
当

主
担
当

副
担
当

全
体

横
断

副
担
当

副
担
当

副
担
当

全
体

横
断

主
担
当

副
担
当

副
担
当

副
担
当

副
担
当

副
担
当

•微
細

セ
ンサ

作
製

•電
気

化
学

セ
ンサ

•整
体

計
測

M
EM

S
デ

バ
イス

•ナ
ノ加

⼯
(電

極
・

バ
イオ

マー
カー

) 
な

ど

•成
分

分
（

LC
-

M
S、

GC
-M

S）
•バ

イオ
マス

定
量

・
同

位
体

分
析

•各
種

NM
R

•生
体

・環
境

試
料

の
前

処
理

な
ど

•ド
ロー

ン操
作

・画
像

取
得

•A
Iに

よる
画

像
解

析
(例

:植
生

判
定

)
•衛

星
デ

ー
タの

処
理

・活
用

な
ど

•遺
伝

子
解

析
（

PC
R、

NG
S）

•オ
ミク

ス解
析

•マ
イク

ロバ
イオ

ー
ム

解
析

•微
生

物
培

養
・機

能
評

価
な

ど

•G
IS

, G
PS

操
作

•フ
ィー

ル
ドデ

ー
タの

統
合

管
理

•U
AV

な
どを

用
い

た
多

地
点

サ
ンプ

リン
グ

•遠
隔

監
視

シ
ステ

ム
設

計
な

ど

•社
会

実
験

の
設

計
と実

施
⽀

援
•成

果
の

地
域

展
開

・
教

育
実

装
⽀

援
•技

術
移

転
・マ

ニュ
ア

ル
化

な
ど

TS
TS

補
佐

主
た
る
技
術
支
援
・
強
化
の
内
容

ITeCH始動：研究協働の未来を創る
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講演

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
パ
ス

（
管
理
・
運
営
系
）

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
パ
ス

（
専
門
技
術
系
）

新
本
部
に
お
け
る
「
役
職
」

技
術
職
と
し
て
の
「
職
階
」

（
３
→
５
職
階
）

テ
ク
ニ
カ
ル

R
&

D
パ
ス

（
研
究
開
発
融
合
系
）

（
非
管
理
職
）

技
術
職
員
の
活
躍
を
促
す
新
た
な
人
事
制
度

※
「
特
定
専
門
職
」
制
度
を
活
用

職
位
・給
与
制
度
改
革
：
管
理
職
の
新
設
と高

度
技
術
専
門
職
「テ
ク
ニ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
テ
ィス
ト

(T
S)
」の
創
設

3

研
究
者
・
教
員

役
職
技
術
統
括

【
副
本
部
長
】

役
職
技
術
副
統
括

役
職
技
術
部
門
長

【
課
長
級
】

技
術
部
門
長
補
佐

技
術
職
員

技
術
専
門
職
員

技
術
専
門
員

技
術
主
任

職
名
特
定
上
席
専
門
職

呼
称

テ
ク
ニ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

教
授

准
教
授

助
教

講
師

PD
, R

A

教
員
・
研
究
者

令
和
７
年
度
導
入

令
和
８
年
度
導
入

令
和
７
年
度
導
入

新

上
席
技
術
専
門
員

新

役
職
セ
ン
タ
ー
長

【
副
本
部
長
】

役
職
副
セ
ン
タ
ー
長

高
度
専
門
職
人
材

テ
ク
ニ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
テ
ィス
ト
補
佐

認
定

認
定

※
新
規
採
用
（
契
約
職
員
）
、
も
し

く
は
教
員
及
び
技
術
職
員
を

TS
補
佐

と
し
て
認
定

新

新 新 新新

新

分
析
系

グ
ル
ー
プ

環
境
安
全
系

グ
ル
ー
プ

情
報
系

グ
ル
ー
プ

動
植
物
実
験
系

グ
ル
ー
プ

実
験
実
習
系

グ
ル
ー
プ

技
術
部
門
長

５
名

技
術
部
門
長
補
佐

数
名

森
林
系

グ
ル
ー
プ

技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

・
理
学
研
究
院

18
・
農
学
研
究
院

11
・
高
等
教
育
推
進
機
構

 ４

・
工
学
研
究
院

54
・
医
学
研
究
院

13
・
歯
学
研
究
院

 ４
・
薬
学
研
究
院

 ３
・
遺
伝
子
病
制
御
研
究
所
７

・
アイ
ソト
ープ
総合
セン
ター

２
・
獣
医
学
研
究
院
３

・
人
獣
共
通
感
染
症
国
際
共
同
研
究
所

 ２

・
低
温
科
学
研
究
所

 ９
・
電
子
科
学
研
究
所

10
・
触
媒
科
学
研
究
所

 ６
・
情
報
企
画
課

11
・
技
術
連
携
統
括
本
部
７

(研
究
基
盤
総
合
セ
ン
タ
ー

)

・
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学

セ
ン
タ
ー

72
・
水
産
科
学
研
究
院
１

配
置
先

部
局

（
人
数
）

技
術
副
統
括

電
子
・
工
作
・

観
測
系
グ
ル
ー
プ

技
術
統
括

理
学
・
農
学
系

技
術
部
門

33

工
学
系

技
術
部
門

54

北
キ
ャ
ン
パ
ス
･

情
報
基
盤
系

技
術
部
門

43

フ
ィ
ー
ル
ド
系

技
術
部
門

73

生
命
科
学
系

技
術
部
門

34

耕
地
圏
水
圏
系

グ
ル
ー
プ

技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

技
術
部
門
長
補
佐

数
名

技
術
部
門
長
補
佐

数
名

技
術
部
門
長
補
佐

数
名

技
術
部
門
長
補
佐

数
名

５
チ
ー
ム

2チ
ー
ム

3チ
ー
ム

2チ
ー
ム

2チ
ー
ム

5チ
ー
ム

技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

グ
ル
ー
プ
内
構
成
を

で
示
し
ま
し
た
が
、

あ
く
ま
で
も
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

【
縦
軸
（
エ
リ
ア
軸
）
の
管
理
職
】
技
術
部
門
長

【
横
軸
（
技
術
軸
）
の
責
任
者
】
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

I
T
e
C
H
に

お
け

る
2
次

元
ガ

バ
ナ

ン
ス

2

技
術
連
携
統
括
本
部
（

IT
eC

H
）
：
組
織
の
概
要

本
部
長

事
業
統
括
室
（

PM
室
）

技
術
統
括

地
域
・自
治
体
・企
業

国
内
・国
外
大
学
等

研
究
院
・研
究
所
・

セ
ン
タ
ー
等

J-
PE

A
K

Sな
ど

重
点
研
究
プ
ロ
ジ
ェク
ト

副
本
部
長

技
術

部
門
長

1

技
術

部
門
長

技
術

部
門
長

技
術

部
門
長

技
術

部
門
長

理 学 ・ 農 学 系

技 術 部 門

工 学 系

技 術 部 門

生 命 科 学 系

技 術 部 門

北 キ ャ ン パ ス

・ 情 報 基 盤 系

技 術 部 門

フ ィ ー ル ド 系

技 術 部 門

セ
ン
タ
ー
長

技
術
副
統
括

副
セ
ン
タ
ー
長

総
合
研
究
基
盤
連
携
セ
ン
タ
ー
（

G
FC
）

フ ィ ー ル ド ソ リ ュ ー

シ ョ ン ユ ニ ッ ト

共 用 シ ス テ ム

管 理 ユ ニ ッ ト

機 器 分 析 ・ オ ー プ ン

フ ァ シ リ テ ィ ユ ニ ッ ト

試 作 ソ リ ュ ー シ ョ ン

ユ ニ ッ ト

先 端 技 術 共 創

ユ ニ ッ ト

G
lo

ba
lR

es
ea

rc
h

Fa
ci

lit
y

Al
lia

nc
e

Ce
nt

er 戦
略
的
技
術

連
携
チ
ー
ム

テク
ニカ
ル

サイ
エン
ティ
スト

(T
S)

TS
補
佐

（
高
度
専
門
職
人
材
）

運
営
委
員
会

配
置
・
派
遣
・
技
術
協
働

技
術
連
携

33
名

54
名

34
名

43
名

73
名

配 置 ・ 連 携

技
術
連
携
統
括
本
部
（

IT
eC

H
）

O
ffi

ce
 fo

r I
nt

eg
ra

te
d 

Te
ch

ni
ca

l C
or

e 
H

ub

機
器
設
備
の
み
な
ら
ず
、

フ
ィ
ー
ル
ド
を
含
め
た

研
究
リ
ソ
ー
ス
や
技
術
の

共
用
及
び
社
会
へ
の
還
元

技
術
職
員
は
本
部

（
各
技
術
部
門
）

に
所
属
，
勤
務
先
で

あ
る
各
部
局
に
配
置
。

兼
務
も
あ
り
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー

(G
FC

)
を
発
展
的
に
統
合

研
究
基
盤
・
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
核

技
術
部
門

長
補
佐

技
術
部
門

長
補
佐

技
術
部
門

長
補
佐

技
術
部
門

長
補
佐

技
術
部
門

長
補
佐

組
織
の
概
要

1
北
大
技
術
連
携
統
括
本
部

(I
Te

CH
)で
の

人
事
評
価
・人
材
育
成
に
つ
い
て

 
【説
明
資
料
】

令
和
７
年

7月
23
日

【
目

次
】

1.
組
織
の
概
要

2.
IT

eC
H
に
お
け
る
２
次
元
ガ
バ
ナ
ン
ス

3.
技
術
職
員
の
活
躍
を
促
す
新
た
な
人
事
制
度

4.
新
体
制
に
つ
い
て

5.
人
事
評
価
の
課
題
と
改
善
策

6.
評
価
の
全
体
図
案

7.
評
価
改
善
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ー
ル

8.
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
創
設
の
必
要
性
と
そ
の
背
景

9.
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
に
求
め
ら
れ
る
資
質
と
主
な
職
務

10
.I

Te
CH
の
活
動
の
見
え
る
化

技
術

連
携

統
括

本
部

副
本

部
長

・
技

術
統

括
低

温
科

学
研

究
所

佐
﨑

元

■ 北大技術連携統括本部(ITeCH)での人事評価・人材育成について
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評
価

の
全

体
図

案

行
動
評
定

能
力
評
定

学
内
規
定
に
基
づ
く
評
価

業
績
申
告

（
本
人
よ
り
）

行
動
評
定

①
行
動
評
定
へ
反
映

能
力
評
定

強
み
評
価

②
能
力
評
定
へ
反
映

（
今
後
こ
の
予
定
）

賞
与

昇
進
昇
格

全
員
の
強
み

D
B

5ヵ
年
人
事
計
画

個
人
別
育
成

計
画

合
致
さ
せ
る

PM
室
に
て

全
体
の
公
正
性

/透
明
性

を
管
理
す
る

7

③
新
本
部
に
て

一
元
管
理
し
、

 
23

0名
全
体
の

公
正
性

/透
明

性
を
担
保
す
る

各
部
局
で
の
１
次
評
価

本
部
で
の

2次
評
価

現
状
「
人
事
評
価
」
の
課
題
：

 行
動
評
定
（
賞
与
）
と
能
力
評
定
（
昇
進
）

１
．
『
業
績
』
が
評
価
対
象
に
な
っ
て
い
な
い

２
．
「
能
力
評
価
」
体
系
は
、
事
務
職
員
が
管
理
職
に
昇
格
す
る
指
標
で
あ
る

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
の
昇
進
は
想
定
外

３
．
配
置
先
（
各
部
局
）
毎
に
評
価
が
閉
じ
て
い
て
、
公
正
性
が
担
保
さ
れ
て
な
い

１
．
個
々
人
の
『
業
績
』
を
明
確
に
し
、
賞
与
（
勤
勉
手
当
）
に
反
映
さ
せ
る

・
評
価
対
象
期
間
で
の
業
績
を
申
告
し
、
上
司
が
評
価
し
、
行
動
評
価
に
反
映
さ
せ
る

２
．
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
及
び
管
理
職
へ
の
、
キ
ャ
リ
ア
構
築
に
向
け
た
「
個
々
人
の
強
み
」
を

明
確
に
し
（
都
度
変
更
あ
り
）
、
強
み
（
能
力
）
を
活
か
す
方
向
に
導
く

「
能
力
評
価
」
は
、
強
み
を
活
か
す
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
た
評
価
点
と
す
る

３
．
新
本
部
に
て
一
元
管
理
し
、

23
0名
全
体
の
公
正
性

/透
明
性
を
担
保
す
る

（
各
部
門
で
の
評
価
基
準
の
整
合
性
を
保
つ
よ
う

PM
室
が
中
心
と
な
り
修
正
作
業
を
行
う
）

6
人
事
評
価
の
課
題
と
解
決
策

新
体
制

5

技
術
部
門
長
補
佐

技
術
部
門

氏
名

 
所
属

理
学
・
農
学
系

 
小
畑

滋
郎

理
学
研
究
院

阿
部

歩
農
学
研
究
院

池
田

昌
隆

高
等
教
育
推
進
機
構

工
学
系

 
中
川

直
也

工
学
研
究
院

生
命
科
学
系

 
牛
島

夏
未

歯
学
研
究
院

森
綾
子

薬
学
研
究
院

尾
崎

晃
一

獣
医
学
研
究
院

石
川

晋
遺
伝
子
病
制
御
研
究
所

北
キ
ャ
ン
パ
ス

遠
藤

礼
暁

電
子
科
学
研
究
所

・
情
報
基
盤
系

石
川

勝
久

触
媒
科
学
研
究
所

高
塚

徹
低
温
科
学
研
究
所

武
田

希
美

総
合
研
究
基
盤
連
携
セ
ン
タ
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
系

 
高
橋

廣
行

北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー

市
川

伸
次

北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー

濱
野

章
一

北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

篭
橋

雄
二

客
員
教
授

遠
藤
様
：
発
表
当
日
の
記
載
漏
れ
，

誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
体
制

4

技
術
統
括

【
副
本
部
長
】

技
術
副
統
括

【
課
長
級
】

技
術
部
門
長

【
課
長
級
】

技
術
部
門

氏
名

 
所
属

理
学
・
農
学
系

 
熊
木

 康
裕

 
理
学
研
究
院

工
学
系

 
大
久
保

 賢
二

 
工
学
研
究
院

生
命
科
学
系

 
栗
山

 武
志

 
医
学
研
究
院

北
キ
ャ
ン
パ
ス

永
井

 謙
芝

 
学
術
情
報
部
情
報
企
画
課

・
情
報
基
盤
系

フ
ィ
ー
ル
ド
系

 
持
田

 大
 

北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー

永
井

 謙
芝

(学
術
情
報
部
情
報
企
画
課

)

佐
﨑

元
(低
温
科
学
研
究
所

)

セ
ン
タ
ー
長

副
セ
ン
タ
ー
長

網
塚

浩
(理
学
研
究
院

)

佐
々
木

隆
太

(技
術
連
携
統
括
本
部

)

岡
征
子

(技
術
連
携
統
括
本
部

)

総
合
研
究
基
盤
セ
ン
タ
ー

技
術
職
員
組
織

北大技術連携統括本部(ITeCH)での人事評価・人材育成について

佐﨑　元（北海道大学 技術連携統括本部 副本部長／低温科学研究所 教授）
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講演

テ
ク

ニ
カ

ル
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
に

求
め

ら
れ

る
資

質
と

主
な

職
務

11

1.
柔
軟
か
つ
創
造
的
な
技
術
開
発
力

–
急
速
に
進
化
す
る
研
究
環
境
に
対
応
し
、
課
題
に
応
じ
た
新
た

な
技
術
展
開
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

2.
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
判
断
力
と
主
体
的

な
提
案
力

–
実
験
条
件
や
計
測
手
法
に
対
す
る
深
い
理
解
に
基
づ
き
、
研
究

を
支
え
る
建
設
的
な
提
案
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

3.
多
様
な
立
場
と
の
連
携
を
促
進
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

–
部
局
・
分
野
・
学
外
を
つ
な
ぎ
、
技
術
と
人
の
橋
渡
し
役
を
担

う
柔
軟
で
協
働
的
な
対
話
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4.
課
題
を
俯
瞰
し
構
造
的
に
捉
え
る
分
析
力

–
技
術
の
背
景
に
あ
る
原
理
・
目
的
を
見
据
え
、
課
題
を
的
確
に

整
理
・
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

5.
継
続
的
な
学
習
意
欲
と
自
己
研
鑽
力

–
技
術
の
進
化
に
応
じ
て
常
に
ス
キ
ル
を
磨
き
、
チ
ー
ム
や
組
織

に
還
元
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

資
質

主
な
職
務

技
術
開
発

–
研
究
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
新
技
術
・
装
置
の
設
計
・
開
発

–
既
存
設
備
の
改
良
・
最
適
化
、
設
備
間
連
携
の
設
計

研
究
支
援

–
複
雑
な
実
験
の
計
画
・
設
計
支
援

–
計
測
支
援
ツ
ー
ル
や
デ
ー
タ
解
析
環
境
の
導
入
・
運
用

–
研
究
者
と
の
共
同
研
究
、
論
文
の
共
同
執
筆

社
会
実
装
・
産
学
連
携

–
技
術
の
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
・
実
証
デ
モ
開
発

–
企
業
と
の
共
同
研
究
・
技
術
移
転
支
援

–
社
会
実
装
に
向
け
た
技
術
提
供
・
調
整

人
材
育
成

–
若
手
技
術
職
員
へ
の
技
術
指
導
・
育
成

–
技
術
ナ
レ
ッ
ジ
・
技
能
の
継
承
・
文
書
化

–
学
内
外
の
技
術
教
育
へ
の
貢
献
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
戦
略
貢
献

–
研
究
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
活
用
に
関
す
る
戦
略
提
案

–
技
術
に
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
・
運
営

–
技
術
開
発
・
支
援
方
針
の
立
案
と
体
制
整
備
。

テ
ク

ニ
カ

ル
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
創

設
の

必
要

性
と

そ
の

背
景


早
ま
る
研
究
ス
ピ
ー
ド


研
究
設
備
・
機
器
の
高
度
化


技
術
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化


扱
う
デ
ー
タ
量
の
飛
躍
的
な
増
大


早
ま
る
技
術
の
進
化
ス
ピ
ー
ド


AI
、
機
械
学
習
な
ど
の
新
技
術
導
入


情
報
技
術
の
進
化
・

D
X対

応

社
会
実
装
を
目
指
す
研
究
の
増
加


分
野
横
断
化
・
学
際
化
の
進
行

研
究
を
取
り
巻
く
状
況

必
要
と
な
る
高
度
専
門
ス
キ
ル

•
急
速
に
進
化
す
る
研
究
環
境
に
対
応
す
る
柔
軟

か
つ
創
造
的
な
技
術
開
発
力

→
課
題
に
応
じ
た
新
技
術
の
展
開
と
応
用

•
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
的
確
な
判
断
と
、
研
究

を
支
え
る
主
体
的
な
提
案
力

→
実
験
条
件
や
計
測
手
法
に
対
す
る
科
学
的
理
解

に
基
づ
く
技
術
的
貢
献

•
部
局
・
分
野
・
学
外
と
の
橋
渡
し
を
担
う
技
術

を
通
じ
た
連
携
力

→
技
術
と
人
の
両
面
を
つ
な
ぎ
、
共
創
を
促
進
す
る

機
動
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

高
度
な
科
学
的
素
養
と
技
術
力
を
備
え
た
人
材
の
価
値
を
明
確
化

先
端
研
究
を
支
え
る
技
術
支
援
体
制
を
強
化
し
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
を
図
る


研
究
者
の
み
で
は
対
応
が
困
難


本
来
の
研
究
活
動
に
割
く
時
間
を
圧
迫


技
術
支
援
環
境
の
格
差
が
研
究
力
を
左
右

テ
ク
ニ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
創
設

10


日
本
で
は

PD
や

R
A
（
学
生
）
が
こ
れ
ら
の
一
部

を
担
う
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
任
期
付
き
流
動
的
人

材
に
よ
る
対
応
で
は
継
続
性
や
効
率
性
に
限
界

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
パ
ス

（
管
理
・
運
営
系
）

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
パ
ス

（
専
門
技
術
系
）

新
本
部
に
お
け
る
「
役
職
」

技
術
職
と
し
て
の
「
職
階
」

（
３
→
５
職
階
）

テ
ク
ニ
カ
ル

R
&

D
パ
ス

（
研
究
開
発
融
合
系
）

（
非
管
理
職
）

技
術

職
員

の
活

躍
を

促
す

新
た

な
人

事
制

度

※
「
特
定
専
門
職
」
制
度
を
活
用

職
位
・給
与
制
度
改
革
：
管
理
職
の
新
設
と高

度
技
術
専
門
職
「テ
ク
ニ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
テ
ィス
ト

(T
S)
」の
創
設

9

研
究
者
・
教
員

役
職
技
術
統
括

【
副
本
部
長
】

役
職
技
術
副
統
括

役
職
技
術
部
門
長

【
課
長
級
】

技
術
部
門
長
補
佐

技
術
職
員

技
術
専
門
職
員

技
術
専
門
員

技
術
主
任

職
名
特
定
上
席
専
門
職

呼
称

テ
ク
ニ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

教
授

准
教
授

助
教

講
師

PD
, R

A

教
員
・
研
究
者

令
和
７
年
度
導
入

令
和
８
年
度
導
入

令
和
７
年
度
導
入

新

上
席
技
術
専
門
員

新

役
職
セ
ン
タ
ー
長

【
副
本
部
長
】

役
職
副
セ
ン
タ
ー
長

高
度
専
門
職
人
材

テ
ク
ニ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
テ
ィス
ト
補
佐

認
定

認
定

※
新
規
採
用
（
契
約
職
員
）
、
も
し

く
は
教
員
及
び
技
術
職
員
を

TS
補
佐

と
し
て
認
定

新

新 新 新新

新

２
．
強
み
評
価

着
手

St
ag

e
試
行

St
ag

e
定
着

St
ag

e

20
25
年
度

20
26
年
度

20
27
年
度

・
部
門
長

・
部
門
長
補
佐

・
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
理
解
促
進

全
職
員
対
象
に
実
施
し

評
価
者
の
進
化
を
図
る

個
人
別
カ
ル
テ
作
成

→
改
善

/P
M
室
で
の
管
理
体
系
構
築

5ヵ
年
人
事
構
想

5ヵ
年
人
事
構
想

5ヵ
年
人
事
構
想

各
部
門

4名
程
度
を

対
象
に
試
行

籠
橋
雄
二
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
ご
指
導

１
．
業
績
申
告
と
行
動
評
定
へ
の
反
映

20
25
年
度
下
半
期
よ
り

評
価

改
善

の
タ

イ
ム

ス
ケ

ー
ル

8

24



技
術
連
携
統
括
本
部

(IT
eC

H)
の
活
動
の
見
え
る
化

4)
 事
務
局
及
び
経
営
企
画
本
部

5)
 総
務
企
画
部

6)
 人
事
課

7)
 人
材
育
成
担
当

8)
 技
術
連
携
統
括
本
部

(I
Te

CH
)

に
お
い
て
，

IT
eC

H
設
置
企
画
準
備
室
や

IT
eC

H
・

 P
M
室

で
の
議
論
を
オ
ー
プ
ン
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ど
ん
ど
ん
充
実
さ
せ
る
予
定

で
す
の
で
，
よ
ろ
し
け
れ
ば
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
せ
。

15

技
術
連
携
統
括
本
部

(IT
eC

H)
の
活
動
の
見
え
る
化

1)
 S

SO
（
シ
ン
グ
ル
・
サ
イ
ン
・
オ
ン
・
シ
ス
テ
ム
）
に
ロ
グ
イ
ン
し
，

2)
 d

es
kn

et
’s

N
EO
を
立
ち
上
げ
る
。

3)
 文
書
管
理
を
ク
リ
ッ
ク

14

技
術
連
携
統
括
本
部

(IT
eC

H)
の
活
動
の
見
え
る
化

こ
れ
ま
で
，

IT
eC

H設
置
企
画
準
備
室
で
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て

き
た
が
，
技
術
職
員
の
皆
様
に
そ
の
内
容
を
随
時
知
っ
て
い
た
だ

け
る
体
制
で
は
な
か
っ
た
。

IT
eC

Hで
は
，
事
業
統
括

(P
M

)室
で
の
会
議
資
料
な
ど
の
見
え
る
化

を
図
り
た
い
。

13

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
パ
ス

（
管
理
・
運
営
系
）

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
パ
ス

（
専
門
技
術
系
）

新
本
部
に
お
け
る
「
役
職
」

技
術
職
と
し
て
の
「
職
階
」

（
３
→
５
職
階
）

テ
ク
ニ
カ
ル

R
&

D
パ
ス

（
研
究
開
発
融
合
系
）

（
非
管
理
職
）

技
術
職
員
の
活
躍
を
促
す
新
た
な
人
事
制
度

※
「
特
定
専
門
職
」
制
度
を
活
用

職
位
・給
与
制
度
改
革
：
管
理
職
の
新
設
と高

度
技
術
専
門
職
「テ
ク
ニ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
テ
ィス
ト

(T
S)
」の
創
設

12

研
究
者
・
教
員

役
職
技
術
統
括

【
副
本
部
長
】

役
職
技
術
副
統
括

役
職
技
術
部
門
長

【
課
長
級
】

技
術
部
門
長
補
佐

技
術
職
員

技
術
専
門
職
員

技
術
専
門
員

技
術
主
任

職
名
特
定
上
席
専
門
職

呼
称

テ
ク
ニ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

教
授

准
教
授

助
教

講
師

PD
, R

A

教
員
・
研
究
者

令
和
７
年
度
導
入

令
和
８
年
度
導
入

令
和
７
年
度
導
入

新

上
席
技
術
専
門
員

新

役
職
セ
ン
タ
ー
長

【
副
本
部
長
】

役
職
副
セ
ン
タ
ー
長

高
度
専
門
職
人
材

テ
ク
ニ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
テ
ィス
ト
補
佐

認
定

認
定

※
新
規
採
用
（
契
約
職
員
）
、
も
し

く
は
教
員
及
び
技
術
職
員
を

TS
補
佐

と
し
て
認
定

新

新 新 新新

新

２
．
強
み
評
価

北大技術連携統括本部(ITeCH)での人事評価・人材育成について
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講演

ご
清
聴
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す

26



北大技術連携統括本部(ITeCH)での人事評価・人材育成について
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講演

学
内
外
の
研
究
者
、
技
術
者
へ
の
研
究
・
教
育
用
機
器
の
試
作
並
び
に
最
適
な
試
作
方
法
の
提
案
等
を
行
う
。

ユ
ニ
ッ
ト
の
目
的

試
作
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ユ
ニ
ッ
ト

“共
に
創
る

”
＋

3

JA
M

SE
TC

高
知
コ
ア
研

伊
藤
元
雄
氏

学
外
の
研
究
者
と
共
に
技
術
的
課
題
に
挑
戦

O
B技

術
職
員
か
ら
技
術
継
承

北
大
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
支
援

医
歯
薬
出
版
の
教
科
書

 「
口
腔
組
織
・
発
生
学
」

異
分
野
展
開
地
質
学

（
薄
片
技
術

) 
→

 歯
学
（
他
大
学
）

ヒ
ッ
ク
マ
ン
ポ
ン
プ
の
技
術
伝
授

A 
pr

is
tin

e 
re

co
rd

 o
f o

ut
er

 S
ol

ar
 S

ys
te

m
 m

at
er

ia
ls

 
fr

om
 a

st
er

oi
d 

Ry
ug

u’
s r

et
ur

ne
d 

sa
m

pl
e 

(2
02

2)

９
年
間
の
実
績

23
0件

3,
35

5万
円

0

1,
00

0,
00

0

2,
00

0,
00

0

3,
00

0,
00

0

4,
00

0,
00

0

5,
00

0,
00

0

6,
00

0,
00

0
試
作
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
収
入

（
年
）

（円）

混
合
装
置
の
ク
ラ
ン
プ
フ
ラ
ン
ジ
お
よ
び

混
合
装
置
用
容
器

技
術
連
携
統
括
本
部
（

IT
eC

H
）
︓
組
織
の
概
要

本
部
長

事
 業

 統
 括

 室
（

PM
室
）

技
術
統
括

地
域
・自
治
体
・企
業

国
内
・国
外
大
学
等

研
究
院
・研
究
所
・

セ
ン
タ
ー
等

J-
PE

A
K

Sな
ど

重
点
研
究
プ
ロ
ジ
ェク
ト

副
本
部
長

技
術

部
門
長

1

技
術

部
門
長

技
術

部
門
長

技
術

部
門
長

技
術

部
門
長

理 学 ・ 農 学 系

技 術 部 門

工 学 系

技 術 部 門

生 命 科 学 系

技 術 部 門

北 キ ャ ン パ ス

・ 情 報 基 盤 系

技 術 部 門

フ ィ ー ル ド 系

技 術 部 門

セ
ン
タ
ー
長

技
術
副
統
括

副
セ
ン
タ
ー
長

総
合
研
究
基
盤
連
携
セ
ン
タ
ー
（

G
FC
）

フ ィ ー ル ド ソ リ ュ ー

シ ョ ン ユ ニ ッ ト

共 用 シ ス テ ム

管 理 ユ ニ ッ ト

機 器 分 析 ・ オ ー プ ン

フ ァ シ リ テ ィ ユ ニ ッ ト

試 作 ソ リ ュ ー シ ョ ン

ユ ニ ッ ト

先 端 技 術 共 創

ユ ニ ッ ト

G
lo

ba
l R

es
ea

rc
h 

Fa
ci

lit
y 

Al
lia

nc
e 

Ce
nt

er 戦
略
的
技
術

連
携
チ
ー
ム

テク
ニカ
ル

サイ
エン
ティ
スト

 (
TS

)
TS
補
佐

（
高
度
専
門
職
人
材
）

運
営
委
員
会

配
 置
・
派

 遣
・
技

 術
 協

 働
技

 術
 連

 携

33
名

54
名

34
名

43
名

73
名

配 置 ・ 連 携

技
 術

 連
 携

 統
 括

 本
 部
（

IT
eC

H
）

O
ffi

ce
 fo

r I
nt

eg
ra

te
d 

Te
ch

ni
ca

l C
or

e 
Hu

b

機
器
設
備
の
み
な
ら
ず
、

フ
ィ
ー
ル
ド
を
含
め
た

研
究
リ
ソ
ー
ス
や
技
術
の

共
用
及
び
社
会
へ
の
還
元

技
術
職
員
は
本
部

（
各
技
術
部
門
）

に
所
属
，
各
部
局
に

配
置
。
兼
務
も
あ

り
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー

(G
FC

)
を
発
展
的
に
統
合

研
究
基
盤
・
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
核

技
術
部
門

長
補
佐

技
術
部
門

長
補
佐

技
術
部
門

長
補
佐

技
術
部
門

長
補
佐

技
術
部
門

長
補
佐

組
織
の
概
要

R8
～

2

G
FC

 
 総
合
研
究
基
盤
連
携
セ
ン
タ
ー
（
新
生

G
FC

)の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

１
．
卓
越
し
た
研
究
基
盤
の
提
供
（

Ex
ce

lle
nc

e）

高
度
な
研
究
機
器
と
技
術
、
広
大
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
含
む
研
究
リ
ソ
ー
ス
の
活
用
促
進


技
術
職
員
や
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
専
門
的
支
援


デ
ー
タ
管
理
、
分
析
技
術
、
装
置
開
発
を
通
じ
た
研
究
力
の
強
化

２
．
技
術
と
社
会
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
（

Ex
te

ns
io

n）

も
の
づ
く
り
支
援
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開


学
内
外
の
研
究
者
・
技
術
者
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進


社
会
還
元
機
能
の
強
化
に
よ
る
持
続
可
能
な
研
究
基
盤
の
構
築

３
．
持
続
可
能
な
未
来
へ
の
貢
献
（

Su
st

ai
na

bi
lit

y）

外
部
資
金
獲
得
や
技
術
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
拡
充


横
断
的
な
技
術
連
携
チ
ー
ム
の
組
織
化


教
育
・
研
究
価
値
の
最
大
化
を
目
指
し
た
柔
軟
で
機
動
的
な
事
業
展
開

研
究
・
教
育
の
価
値
の

最
大
化
の

”場
”と
し
て
機
能

G
lo

ba
l R

es
ea

rc
h 

Fa
ci

lit
y 

Al
lia

nc
e 

C
en

te
r 

1

技
術
連
携
統
括
本
部

総
合
研
究
基
盤
連
携
セ
ン
タ
ー

(G
FC

)
副
セ
ン
タ
ー
長
・
事
業
推
進
室
長

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

-
技
術
連
携
統
括
本
部

事
業
統
括
室

(P
M
室
）

佐
々
木
隆
太

新
生

G
FC

 –
進
化
す
る

G
FC
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

-
-T

he
 E

vo
lv

in
g 

M
is

si
on

 o
f G

FC
-

G
lo

ba
l R

es
ea

rc
h 

Fa
ci

lit
y 

Al
lia

nc
e 

C
en

te
r 

い
い
ね

!H
O

KU
DA

I 
ht

tp
s:

//
co

st
ep

.o
pe

n-
ed

.h
ok

ud
ai

.a
c.

jp
/li

ke
_h

ok
ud

ai
/a

rt
ic

le
/1

09
54

IT
eC

H
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 2
02

5.
7.

23
■ 新生GFC -進化するGFCのミッション
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戦
略
的
技
術
連
携
チ
ー
ム
の
活
躍

事
業
化
お
よ
び
地
域
連
携

に
よ
る
外
部
資
金
獲
得

戦
略
的
連
携
に
よ
る
技
術
力

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
強
化

メ
ル
ボ
ル
ン
大
学

UM
as

s
北
大

研
究
力

収
入
増

国
際
競
争
力

例
）
道
総
研
と
の
連
携
に
よ
る

地
域
連
携
拡
大
と
技
術
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
な
ど

例
）
重
点
融
合
研
究
領
域
へ
の

配
置
、
実
証
支
援
拠
点
へ
の
配

置
、
共
用
機
器
、
分
析
拠
点
へ

の
横
断
的
配
置
な
ど

例
）
戦
略
的
国
際
連
携

戦
略
的
技
術
連
携
チ
ー
ム

Ex
ce

lle
nc

e
Ex

te
ns

io
n

Su
st

ai
na

bi
lit

y

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の

戦
略
的
配
置

7

20
25

 6
.2

7

北
大
研
究
者
と
共
に
技
術
的
課
題
に
挑
戦

（
R

&
Tコ
ラ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

, R
EB

O
R

N
） 本

研
究
に
お
け
る
可
視
化
技
術
に
お
い
て
、
武
井
将
志

氏
、
楠
崎
真
央
氏
、
佐
々
木
隆
太
氏
、
中
村
晃
輔
氏
、

女
池
竜
二
氏
（
北
海
道
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）
、
冨
樫
綾
氏
、
遠
藤
礼
暁
氏
（
北

海
道
大
学
電
子
科
学
研
究
所
）
に
多
大
な
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
よ
り
抜
粋

O
rig

in
 a

nd
 r

ad
ia

tio
n 

of
 s

qu
id

s 
re

ve
al

ed
 b

y 
di

gi
ta

l f
os

si
l-m

in
in

g
（
デ
ジ
タ
ル
化
石
マ
イ
ニ
ン
グ
が
解
明
し
た
イ
カ
類
の
起
源
と
放
散
）

池
上
森

1、
竹
田
裕
介

2、
Jö

rg
 M

ut
te

rlo
se

3、
伊
庭
靖
弘

1
（

1 
北
海
道
大
学
大
学
院
理
学
研
究
院
、

2 
高
輝
度
光
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、

3 
ル
ー
ル
大
学
）

雑
誌
名

Sc
ie

nc
e

Ｄ
Ｏ
Ｉ

10
.1

12
6/

sc
ie

nc
e.

ad
u6

24
8

R&
T 
コ
ラ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(2
02

1-
22

)

化
石
の
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ニ
ン
グ

ht
tp

s:
//

w
w

w
.y

ou
tu

be
.c

om
/w

at
ch

?v
=

SR
YZ

3d
kB

uj
E

朝
日
新
聞

7

RT
01

(2
02

1)
•遠
隔
リ
ア
ル
タ
イ
ム
農
場
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

•自
動
薄
片
製
作
装
置
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

•ト
モ
グ
ラ
フ
ィ
画
像
デ
ー
タ
の
自
動
・
リ
モ
ー
ト
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発

•簡
易
ガ
ス
圧
印
加
装
置
の
開
発
と
有
機
導
体
に
お
け
る
量
子
臨
界
性
研
究
へ
の
応
用

•対
面
教
育
と
同
等
の
教
育
効
果
を
有
す
る

w
eb
教
材
の
開
発

•N
IC

Uと
在
宅
・
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
人
工
呼
吸
器
ケ
ア
の
質
向
上
の
た
め
の

36
0度

動
画
教
材

開
発

•シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
や

VR
動
画
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

•3
D
プ
リ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
「
も
の
づ
く
り
」
教
育
支
援
の
取
組
み

•研
究
者
と
技
術
者
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ヒ
グ
マ
の
捕
獲
・
放
獣
の
技
術
・
方
法
の
確
立

•ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
氷
宇
宙
ダ
ス
ト
の
微
小
重
力
環
境
下
で
の
再
現
実
験

•同
位
体
顕
微
鏡
の
凍
結
試
料
導
入
機
構
の
開
発

RT
02

(2
02

2)
•マ
イ
ク
ロ
ナ
ノ
パ
タ
ー
ン
の
表
面
形
状
が
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
微

細
組
織
解
析

•S
EM
を
用
い
た
電
子
線
照
射
に
よ
る
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
へ
の
局
所
溶
着
法
の
開
発

•手
動
開
閉
機
構
の
電
動
化
技
術
構
築

•人
文
・
社
会
科
学
の
研
究

D
Xを

目
指
す

CA
Q

D
AS
を
用
い
た
共
同
分
析
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の

構
築

•N
M

R法
を
活
用
し
た

PE
T製

造
廃
水
処
理
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
規
技
術
開
発
と
そ
の
管
理
技

術
の
提
案

•能
動
的
学
習
を
可
能
と
す
る
受
講
者
参
加
型

w
eb
教
材
の
開
発

•電
気
パ
ル
ス
発
生
装
置
共
同
開
発
に
よ
る
研
究
・
教
育
に
お
け
る
新
展
開
の
創
出

•北
海
道
大
学
研
究
林
に
お
け
る
猛
禽
類
繁
殖
状
況
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

RT
03

(2
02

3)
・
大
気
非
暴
露

ST
EM
試
料
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
開
発

・
北
大
発
超
小
型

LC
と
質
量
分
析
に
お
け
る
ハ
イ
フ
ネ
ー
テ
ッ
ド
法
の
確
立

   
-超
小
型

LC
-M

Sエ
コ
シ
ス
テ
ム

・
北
海
道
の
水
環
境
の
安
全
保
証
に
向
け
た

1H
-N

M
R法

に
基
づ
く
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
試
み

・
断
片
化
傾
向
が
顕
著
な
化
合
物
に
も
適
用
し
得
る

FD
-M

S測
定
法
の
開
発

RT
04

(2
02

4)
・
デ
プ
ス
カ
メ
ラ
を
使
用
し
た
わ
ず
か
な
動
き
を
計
測
す
る
た
め
の
動
作
解
析
シ
ス
テ
ム
の
開
発

・
観
測
ロ
ケ
ッ
ト
実
験
に
よ
る
炭
素
質
宇
宙
ダ
ス
ト
の
生
成
環
境
を
読
み
解
く
た
め
の
辞
書
作
り

・
麻
酔
が
与
え
る
苦
痛
か
ら
ウ
サ
ギ
を
開
放
す
る
新
規
麻
酔
法
の
開
発

・
自
動
巡
回
型

RI
汚
染
探
査
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
放
射
線
施
設
の

RI
汚
染
検
知
シ
ス
テ
ム
の
開
発

・
農
場
に
お
け
る
技
術
継
承
の
た
め
の
技
術
カ
タ
ロ
グ
化

～
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
先
に
挑
む
～

R6
文
部
科
学
大
臣
表
彰
（
研
究
支
援
）

阿
保
憲
史

 技
術
専
門
職
員

技
術
を
コ
ア
に
融
合
研
究
を
推
進

(R
&T
コ
ラ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

5

6

研
究
者

技
術
職
員

課
題
に
挑
戦

異
な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
知
識
、
技
術
、
視
点

Im
pa

ct
!

テ
ク
ニ
カ
ル

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

各
々
の
創
造
性
を
存
分
に
発
揮

実
践
を
通
じ
て
、
技
術
共
創
を
推
進

先
端
技
術
共
創
ユ
ニ
ッ
ト

テ
ッ
ク
ガ
レ
ー
ジ
等
の
も
の
づ
く
り
支
援
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
、
研
究
者
と

技
術
者
等
が
連
携
し
た
教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
な
ど
、
技
術
を
通
じ
た
共
創
を
進
め
る
。

ユ
ニ
ッ
ト
の
目
的

学
生

技
術
共
創
教
育

テ
ッ
ク
ガ
レ
ー
ジ

北
大
生
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
武
器
に

地
域
、
世
界
で
活
躍

4

産
業
界
と
の
連
携
に
よ
る

装
置
の
高
度
化
や
開
発

技
術
共
創

装
置
開
発

装
置
開
発
チ
ー
ム

20
25
年
未
踏
ア
ド
バ
ン
ス
ト
採
択
（
宮
下
さ
ん

)

佐々木　隆太（北海道大学 技術連携統括本部GFC 副センター長）
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10

技
術
共
創

“共
に
創
る

”存
在
へ

M
ov

e 
Fo

rw
ar

d 
w

ith
 P

ur
po

se

研
究
を
一
歩
先
に
進
め
る

北
大
が
重
点
支
援
す
る
融
合
研
究
領
域
に
お
け
る

TS
・

TS
補
佐
の
役
割
と
配
置
方
針

R
8 

TS
・

TS
補
佐
の
配
置
と
主
な
役
割

重
 点

 強
 化

 融
 合

 領
 域

ネ
イチ
ャー
テク
ノロ
ジ
ー
とス
マー
トア
グ
リテ
クノ
ロジ
ー

の
融
合
によ
るリ
ジ
ェネ
ラテ
ィブ
農
業
シス
テム
の
開
発

低
利
用
植
物
バ
イ
オ
マ
ス

を
用

い
た

リジ
ェネ

ラテ
ィブ

な
水
産
養
殖

ネ
イ
チ
ャー
ポ
ジ
テ
ィブ

実
現

の
た

め
の
生
態
的
林
業

シ
ス
テ
ム

の
体

系
化

と社
会

実
装

生
態

系
サー

ビス
の持

続
的

利
用

を目
指

す
 ―

 ブ
ル
ー
・

グ
リー
ンシ
ステ
ムサ
イエ
ンス

研
究

拠
点

の確
立

―

漁
獲
漁
業
と養
殖
業
を両
立
した
カス
タム
メイ
ド型
の
リ

ジ
ェネ
ラテ
ィブ
水
産
シス
テム
の
開
発

徹
底
拡
充
した
フィ
ー
ルド
ファ
シリ
ティ
によ
る生
態
系
の
多

次
元
・多
項
目
・高
解
像
度
モニ
タリ
ング
シス
テム
の
開
発

不
均

一
な

複
雑

系
（
微
生
物
コミ
ュニ
テ
ィ）

の
挙

動
を

支
配

す
る

理
論

基
盤

の
構

築

副
生

N
O

xの
資
源
化

に
よ

る
新

しい
窒
素
循
環

プ
ロセ

ス
の

構
築

冬
眠
原
理
の
追
求

とそ
の

社
会

展
開

に
向

け
た

分
野

横
断

型
基

礎
研

究

人
類
生
存
圏
の
拡
大

に
向

け
た

基
礎

的
研

究

フ ィ ー ル ド 研 究 領 域 関 連 領 域

主 要 ︵ 実 装 ︶ 萌 芽 加 速 萌 芽 加 速

分
析

・計
測

バ
イオ

・医
療

電
子

・微
細

加
工

フィ
ー

ル
ド・

観
測

横
断

・社
会

実
装

主
担
当

主
担
当

IC
T/

AI
/I

oT
/デ

ー
タ

主
担
当

主
担
当

主
担
当

副
担
当

全
体

横
断

副
担
当

副
担
当

副
担
当

全
体

横
断

主
担
当

副
担
当

副
担
当

副
担
当

副
担
当

副
担
当

•微
細

セ
ンサ

作
製

•電
気

化
学

セ
ンサ

•整
体

計
測

M
EM

S
デ

バ
イス

•ナ
ノ加

工
 (電

極
・

バ
イオ

マー
カー

) 
な

ど

•成
分

分
（

LC
-

M
S、

GC
-M

S）
•バ

イオ
マス

定
量

・
同

位
体

分
析

•各
種

NM
R

•生
体

・環
境

試
料

の
前

処
理

な
ど

•ド
ロー

ン操
作

・画
像

取
得

•A
Iに

よる
画

像
解

析
(例

:植
生

判
定

)
•衛

星
デ

ー
タの

処
理

・活
用

な
ど

•遺
伝

子
解

析
（

PC
R、

NG
S）

•オ
ミク

ス解
析

•マ
イク

ロバ
イオ

ー
ム

解
析

•微
生

物
培

養
・機

能
評

価
な

ど

•G
IS

, G
PS

操
作

•フ
ィー

ル
ドデ

ー
タの

統
合

管
理

•U
AV

な
どを

用
い

た
多

地
点

サ
ンプ

リン
グ

•遠
隔

監
視

シ
ステ

ム
設

計
 な

ど

•社
会

実
験

の
設

計
と実

施
支

援
•成

果
の

地
域

展
開

・
教

育
実

装
支

援
•技

術
移

転
・マ

ニュ
ア

ル
化

な
ど

TS
TS

補
佐

主
た
る
技
術
支
援
・
強
化
の
内
容

9

TS
を
核
と
し
た
戦
略
的
技
術
連
携
チ
ー
ム

分
析
・
計
測
系

 ~
40
名

バ
イ
オ
・
医
療
支
援
系

 ~
30
名

電
子
・
微
細
加
工
系

 ~
26
名

フ
ィ
ー
ル
ド
・
観
測
系

 ~
65
名

IC
T/

A
I/

Io
T・
デ
ー
タ
系

 ~
44
名

横
断
・社
会
実
装
支
援
枠

 ~
26
名

テ
ク
ニ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
テ
ィス
ト

15
名
︓

分
野
横
断
で
チ
ー
ム
を
構
成
し
、全

学
的
視
点
で
技
術

職
員
の
連
携
を
牽
引
。戦

略
的
な
技
術
協
働
を
担
う中

核
人
材
とし
て
、研

究
力
強
化
に
貢
献
。

高
度
専
門
職
人
材
（

TS
補
佐
）

10
名
︓

TS
と連

携
し
て
技
術
戦
略
立
案
に
関
与
。部

局
・領

域
を
ま
た
ぐ技

術
協
働
を
実
務
面
で
支
え
る
。将

来
的
に

TS
とな
る
た
め
の
経
験
を
積
む
育
成
対
象
。

戦
略
的
技
術
連
携
チ
ー
ム

一
般
技
術
職
員

~
23

0名
︓

各
専
門
分
野
で
の
安
定
的
な
研
究
活
動
を
支
え
、現

場
に
お
け
る
実
務
の
中
心
とし
て
活
動
し
な
が
ら
、T

Sと
連

携
し
、全

学
的
な
技
術
協
働
に
も
主
体
的
に
関
わ
る
。

8

30
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２
. 

G
F

C
 研
究
設
備
共
用
推
進
の
新
体
制

総
合
研
究
基
盤
連
携
セ
ン
タ
ー
（

G
F

C
）

副
セ
ン
タ
ー
長

事
業
推
進
室

セ
ン
タ
ー
長

共
用
シ
ス
テ
ム
管
理
ユ
ニ
ッ
ト

機
器
分
析
・
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ユ
ニ
ッ
ト

試
作
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ユ
ニ
ッ
ト

先
端
技
術
共
創
ユ
ニ
ッ
ト

装
置
研
究
開
発
チ
ー
ム

戦
略
的
技
術
連
携
チ
ー
ム

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（

G
F

C
）

副
セ
ン
タ
ー
長

セ
ン
タ
ー
長

事
業
推
進
室

次
世
代
共
用
化

P
J推
進
室

設
備
リ
ユ
ー
ス
部
門

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
部
門

機
器
分
析
受
託
部
門

試
作
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
門

国
際
連
携
推
進
部
門

IT
e
C

H
P

M
室

登
録

研
究
設
備
共
用
の
体
制
を
再
編
し
、
よ
り
機
能
的
な

2
ユ
ニ
ッ
ト
体
制
へ

※
設
備
市
場
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

※
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
提
供

※
受
託
分
析
サ
ー
ビ
ス
提
供

※
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
提
供

※
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
装
置
登
録
作
業

※
設
備
市
場
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

※
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
装
置
登
録
作
業

※
受
託
分
析
サ
ー
ビ
ス
提
供

※
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
提
供

3

2
0

2
5

.7
.2

3
  

 I
T

e
C

H
発
足
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

１
．
IT
e
C
H
専
門
部
会
の
再
編
と
位
置
づ
け

ス
タ
ッ
フ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

実
施
専
門
部
会

研
究
支
援
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
施
専
門
部
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
用
専
門
部
会

将
来
構
想
検
討
専
門
部
会

平
成

3
0
年

1
0
月
～

平
成

3
0
年

1
0
月
～

研
修
検
討

W
G
か
ら
引
き
継
ぐ

関
連
す
る
会
合
が

2
0

0
8
年
以
前
か
ら
存
在

令
和
２
年
の

W
G
発
足
か
ら
継
続

令
和

5
年

1
0
月
～

令
和

3
年

2
月
～

コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
構
築
支
援
事
業

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

技
術
支
援
本
部

技
術
連
携
統
括
本
部

運
営
調
整
会
議

事
業
統
括
室

協
働

協
働

・
技
術
職
員
研
修

/新
任
技
術
職
員
研
修

・
横
断
連
携
体
験
実
習

・
英
語
学
習
支
援
事
業

・
技
術
職
員
交
流
研
修
（
北
大
ー
高
専
）

・
研
修
等
参
加
支
援

・
技
術
研
究
会

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
育
成

P
J

・
先
行
雇
用
若
手
技
術
職
員
育
成

P
J

・
マ
ル
チ
ス
キ
ル
人
材
育
成

P
J

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

P
J

・
研
究
支
援
情
報
集
約
・

技
術
支
援
広
報
強
化

P
J

•
ア
ン
ケ
ー
ト
収
集

•
現
場
訪
問

•
職
場
実
態
調
査

研
修
実
施
専
門
部
会

技
術
連
携
広
報
専
門
部
会

将
来
構
想
検
討
専
門
部
会

・
事
業
統
括
室
の
諮
問
に
基
づ
く
事
項

・
定
型
研
修

・
提
案
型
研
修
（
英
語
、
基
礎
力
U
P
、
企
画
募
集

型
研
修
、
他
機
関
交
流
）

・
地
域
貢
献
（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
）

・
専
門
研
修
（
技
術
研
究
会
含
む
）

・
そ
の
他

・
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携
統
括
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
用

・
広
報
誌

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
技
術
研
究
会
の
配
信
等
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３
．
研
究
設
備
の
戦
略
的
整
備
と
技
術
支
援
体
制
の
構
築

全
て
の
研
究
者
が
必
要
な
設
備
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
持
続
的
な
研
究
環
境
の
構
築

•
実
質
的
な
研
究
設
備
の
資
産
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

•
固
定
資
産
台
帳
か
ら
設
備
分
類
を
読
み
取
る
事
が
難
し
い

•
研
究
設
備
情
報
と
固
定
資
産
台
帳
の
二
重
管
理
で
あ
る
た
め
、

無
駄
な
事
務
作
業
が
発
生
し
、
研
究
者
の
研
究
時
間
を
搾
取

「
共
用
設
備

 ×
卓
越
技
術

 ×
学
際
連
携
」
に
よ
る
研
究
推
進
力
強
化

◼
設
備
購
入
か
ら
廃
棄
に
至
る
ま
で
の
事
務
手
続
き
を
含
め
た
設
備
整
備
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
イ
ク
ル
の
構
築

◼
設
備
情
報
共
有
に
加
え
て
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
情
報
の
共
有
を
進
め
る

•
複
数
の
設
備
を
組
み
合
わ
せ
て
研
究
は
進
む
た
め
、
設
備
情
報
提
供
に
加
え
て
研
究
分
野
別
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
情
報
提
供
は
研
究
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
不
可
欠

•
現
状
は
設
備
毎
に
区
分
さ
れ
た
情
報
提
供
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
研
究
者
は
必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
に
個
別
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

•
設
備
・
技
術
・
研
究
の
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
急
務
。
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．
機
器
分
析
・
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ユ
ニ
ッ
ト
の
新
設

◼
J-

P
E

A
K

S
を
け
ん
引
す
る
設
備
と
技
術

無
機
元
素
分
析
装
置

質
量
分
析
装
置

用
途
・
性
能
：

•
発
現
量
、
局
在
性
、
相
互
作
用
、
翻
訳
後
修
飾
な
ど
を
含
め
た
タ
ン
パ

ク
質
の
多
様
性
解
析
が
可
能

•
多
種
類
の
イ
オ
ン
解
離
手
法
並
び
に
多
段
階
の
イ
オ
ン
開
裂
が
で
き
る

•
得
ら
れ
た
イ
オ
ン
を
高
精
度
並
び
に
高
確
度
で
質
量
分
析
で
き
る

利
用
分
野
：

•
医
学
、
医
薬
品
化
学
・
天
然
物
化
学
・
生
化
学
の
ほ
か
、
フ
ィ
ー
ル
ド

サ
イ
エ
ン
ス
や
環
境
科
学
研
究
等
の
幅
広
い
研
究
分
野

液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
フ
ー
リ
エ
変
換
型
質
量
分
析
シ
ス
テ
ム

ト
リ
プ
ル
四
重
極
型
誘
導
結
合
プ
ラ
ズ
マ
質
量
分
析
装
置

用
途
・
性
能
：

•
無
機
元
素
分
析

•
ナ
ノ
粒
子
特
性
解
析
が
可
能

利
用
分
野
：

•
環
境
、
工
業
、
食
品
、
医
療
、
地
球
科
学
な
ど

第
1
グ
ル
ー
プ

第
２
グ
ル
ー
プ
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機
器
分
析
・
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ユ
ニ
ッ
ト
の
新
設

◼
新
ユ
ニ
ッ
ト
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

専
任
の
技
術
職
員
が
高
度
な
研
究
機
器
を
活
用
し
た
機
器
分
析
受
託
サ
ー
ビ
ス
及
び
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
並
び
に
機
器
分
析
技
術
に
関
連
す
る
啓
発
活
動
や
分
析
技
術
の
研
究
開
発
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
教
育
・
研
究
の
発

展
に
貢
献
す
る

機
器
分
析
受
託
部
門

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
部
門

⚫
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
（

OF
部
門
管
理
）

学
内

18
部
局

 
 17
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学
外
（
大
学
・
公
的
機
関
）
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学
外
（
一
般
）
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⚫
受
託
分
析

学
内

22
部
局

   
 2

31
名

学
外
（
大
学
・
公
的
機
関
）

 24
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学
外
（
一
般
）

 
    

    
 5名

⚫
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プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
（
受
託
分
析
部
門
管
理
）

学
内

13
部
局

 
 45

名

学
外
（
大
学
・
公
的
機
関
）

 5名
学
外
（
一
般
）

 
2名

両
部
門
の
実
績
：

20
19
～

20
23
年
度
の

5年
平
均
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e
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！
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２
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．
共
用
シ
ス
テ
ム
管
理
ユ
ニ
ッ
ト
の
紹
介

◼
北
海
道
大
学
研
究
設
備
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（

H
U

R
E

D
）

の
運
用
管
理

第
7
期
科
学
技
術
・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
た
文
部
科
学
省
に
よ
る
検
討

（
h
tt
p
s:
//
w
w
w
.m
e
xt
.g
o
.j
p
/b
_m
e
n
u
/s
h
in
g
i/
g
ij
yu
tu
/g
ij
yu
tu
0
/s
h
ir
yo
/m
e
xt
_0
0
0
1
6
.h
tm
l）

「
す
べ
て
の
研
究
者
が
必
要
な
研
究
設
備
・機
器
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
の
整
備
」

◼
G

F
C
総
合
シ
ス
テ
ム
の
管
理

◼
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
装
置
登
録
業
務

平
均
利
用
者
数

の
べ
3

,6
6

4
名

/年

新
規
登
録
者
数

1
4
名

/週
平
均

予
約
・
受
託
件
数

9
4
件

/日
平
均

シ
ス
テ
ム
を
介
し
て
精
算
し
た
利
用
料
金

約
1
億

7
,4

5
7
万
円

/年

G
F

C
総
合
シ
ス
テ
ム
関
係
者

総
勢

2
2

2
名

装
置
管
理
者
、
受
託
分
析
担
当
者
、
事
務
担
当
者
（

G
F

C
、
研
究
支
援
課
、

学
部
会
計
担
当
、
資
産
運
用
管
理
課
）
の
総
数

シ
ス
テ
ム
運
用
実
績

平
成
3
0
年
ス
タ
ー
ト

G
F

C
総
合
シ
ス
テ
ム
と
は

研
究
設
備
共
用
を
支
え
る
下
記
３
つ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
利
用
登
録
か
ら
装
置

利
用
予
約
、
受
託
分
析
受
付
、
設
備
の
登
録
・
売
買
、
料
金
請
求
作
業
ま
で
を
一
元

的
に
管
理
で
き
る

W
E

B
シ
ス
テ
ム

平
成
2
8
年
ス
タ
ー
ト
→
令
和
7
年
4
月
刷
新

◼
研
究
基
盤

IR
に
資
す
る
調
査
・
情
報
収
集
・

管
理
・
分
析

設
備
登
録
数
1
,2
3
1
件

（
2
0
2
5
年
7
月
現
在
）
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未来志向の新たな一歩  ― 再編・再構築するITeCH専門部会とGFCにおける設備共用推進体制 ―

岡　征子（北海道大学 技術連携統括本部 GFC 副センター長）
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会

将
来
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想
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会
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会
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再
編
と
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け
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．
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F

C
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究
設
備
共
用
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の
新
体
制
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日
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理
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究
設
備
の
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略
的
整
備
と
技
術
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援
体
制
の
構
築

N
M

R
の
検
討

質
量
分
析
の
検
討

電
子
顕
微
鏡
の
検
討
…

研
究
基
盤
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
連
絡
会
（
仮
称
）
を
近
日
中
に
招
集
予
定

◼
研
究
設
備
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
へ
向
け
て
検
討
を
開
始

8

2
0

2
5

.7
.2

3
  

 I
T

e
C

H
発
足
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

34



未来志向の新たな一歩  ― 再編・再構築するITeCH専門部会とGFCにおける設備共用推進体制 ―

35



講演

総
長
直
下
の

大
型
研
究
拠
点

ス
タ
ー
ト
ア
ップ

  創
出
本
部

産
学
連
携

推
進
本
部

社
会
・地
域

創
発
本
部

技
術
連
携
統
括
本
部

（
IT

eC
H
）

統
合

U
R

A本
部

総
合
イ
ノベ
ー
シ
ョン
創
発
機
構

柔
軟
で
機
動
的
な
研
究
支
援
体
制

J-
PE

A
K

S企
画
・運
営
室

大
型
共
同
研
究

事
業
化
等

国
際
連
携
推
進
本
部

総
長

産
学
・地
域
協
働
推
進
機
構

研
究
ユ
ニ
ット
と道

内
の
研
究
機
関
や
自
治
体
、

海
外
の
研
究
機
関
との
連
携
を
推
進
・支
援

北
大
コネ
ク
ト

運
営
委
員
会

機
構
長

/副
機
構
長

目 指 す 姿

連
携
研
究
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム

先
端
的
融
合
研
究
や

産
業
創
出
に
結
び
つ
く

研
究
プ
ロジ
ェク
トを
実
施

令
和

7年
1月

改
組

研 究
ユ ニ ッ ト １

室
長

副
室
長

連
携
研
究

PF
担
当

コ
ネ
ク
ト

担
当

企
画
・
運
営
室
併
任

研 究
ユ ニ ッ ト ２

研 究
ユ ニ ッ ト ３

研
究
ユ
ニ
ット
選
定
の
た
め
の
調
査
・検
討
、研

究
の

進
捗
管
理

・モ
ニ
タリ
ン
グ
、状

況
に
応
じた
研
究
支
援
の
調
整
な

どの
戦
略
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
し、
ユ
ニ
ット
の
競

争
力
を
高
め
る
効
果
の
高
い
施
策
は
全
学
展
開
す
る

組
織
整
備
：

J-
PE

A
K

S企
画
・
運
営
室
の
体
制
更
新

3

事
務
担
当

北
海
道
大
学
に
お
け
る

J-
PE

AK
Sの
取
組
（
取
組
内
容
の
時
系
列
イ
メ
ー
ジ
）

2

徹
底
拡
充
し
た
フィ
ー
ル
ド
設
備
に
よ
る

多
次
元
・高
解
像
度
の
生
態
系
モ
ニ
タ
リン
グ

シ
ス
テ
ム
の
開
発

総
合
イ
ノベ
ー
シ
ョン
創
発
機
構
に
よ
る

K
PI
実
現
に
向
け
た
戦
略
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
試
行

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
９
年
度

令
和

 1
0 
年
度

令
和

 1
1 
〜

 1
5 
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

リジ
ェネ
ラテ
ィブ

グ
リー
ン
・ブ
ル
ー
シ
ス
テ
ム

サ
イエ
ン
ス

リジ
ェネ
ラテ
ィブ
農
業

の
シ
ス
テ
ム
サ
イエ
ン
ス

フィ
ー
ル
ド観

測
と

デ
ー
タマ
ネ
ジ
メン
トの

D
X化

研
究

D
Xの
高
度
化

リ ジ ェ ネ ラ テ ィ ブ な 持 続 的 食 料 生 産

シ ス テ ム に 関 す る 研 究

W
PI
拠
点
に
匹
敵
す
る
よ
うな

新
た
な
融
合
研
究
拠
点
の
設
置

産
業
創
出
に
結
び
つ
く大
型
研
究

プ
ロジ
ェク
ト形

成
が
活
発
化

10
年
後

リジ
ェネ
ラテ
ィブ
水
産
業

の
シ
ス
テ
ム
サ
イエ
ン
ス

ア
ジ
ャイ
ル
型
の
組
織
運
営

研
究

D
X基

盤
シ
ス
テ
ム
（

H
U

CI
EP
）
の

開
発
を
通
じ
た
研
究

D
Xの
推
進

北
大
コ
ネ
ク
ト
（
道
内
大
学
等
との
連
携
）

に
よ
る
北
海
道
全
体
の
研
究
力
強
化

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ップ
大
学
等
との
協

力
に
よ
る
総
合
的
な
国
際
研
究
・社
会
実

装
力
強
化
）

連
携
研
究
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
事
業
を
通
じ
た

本
学
の
次
の
ブ
ラ
ン
ド
とな
る
研
究
拠
点
の

形
成
推
進

ネ
イ
チ
ャー

×
ス
マ
ー
ト
技
術
で
挑
む

リジ
ェネ
ラ
テ
ィブ
農
業
シ
ス
テ
ム
の
開
発

北
大
フィ
ー
ル
ド
研
究

D
Xを
基
盤
とす
る

リジ
ェネ
ラ
テ
ィブ
食
料
生
産
シ
ス
テ
ム
を

世
界
各
地
域
に
最
適
化
し
て
展
開

機 能 強 化

強
み
・特
色
あ
る
研
究
領
域
を

形
成
す
る
た
め
の
体
制
整
備

研
究
支
援
人
材
の
育
成
・

確
保
と効

率
的
な
運
用

組 織 整 備

研
究
の
卓
越
性
と

社
会
展
開
力
の
好
循
環
と

研
究
エ
コシ
ス
テ
ム
の
創
成

研
究
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
の
展
開
・

拠
点
化

コネ
ク
ト
機
能
の
拡
張

漁
獲
と養

殖
を
両
立
し
た
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
型

の
リジ
ェネ
ラ
テ
ィブ
水
産
シ
ス
テ
ム
の
開
発

新
機
構
に
よ
る
イ
ノベ
ー
シ
ョン
創
出

の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
本
格
化

実
証
成
果
か
ら
地
域
へ
の
実
装
へ
と
移
行

D
X

研
究
の
グ
ロー
バ
ル
展
開

と成
果
の
実
証
・実
装
を

加
速
す
る
コネ
クト
機
能

ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
Ⓐ
：

強
み
や
特
色
あ
る
拠
点

等
に
お
け
る
被
引
用
数

To
p1

0％
論
文
割
合

（
8.

8⇒
10
％
）

ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
Ⓑ
：

共
同
研
究
受
入
額

（
24

.9
3⇒

33
.3

3
億
円
）

ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
Ⓒ
：

特
許
ラ
イ
セ
ン
ス
収
入

額
（

1.
85
⇒

2.
32

億
円
）

学
外
機
関
や
企
業
等
の
デ
ー
タ
利
用
を
促
進

研
究
領
域
を
創
成
し

育
成
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

とそ
の
運
用

①
リジ
ェネ
ラ
テ
ィブ
な

持
続
的
食
料
生
産
シ
ス
テ
ム

②
連
携
研
究

PF

③
北
大
コ
ネ
ク
ト

組
織
整
備

研
究
支
援

リジ
ェネ
ラ
テ
ィブ
農
林
水
産
研
究
拠
点

(I
R

A
FF

)
分
野
横
断
型
の
プ
ロ
ジ
ェク
ト
推
進

Ex
te

ns
io

n

Excellence

J-
PE

A
K

S

連
携
研
究
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム

研
究
領
域
創
成

/育
成
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム

高
度
研
究

支
援
人
材

総
合
知

国
際

頭
脳
循
環

北
海
道
プ
ラ
イ
ム

バ
イ
オ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

北
海
道

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ

ア
ラ
イ
ア
ン
ス

H
U

CI
EP

D
X基

盤
シ
ス
テ
ム

農
業

水
産
業

ブ
ル
ー
・
グ
リ
ー
ン

サ
イ
エ
ン
ス

先
端
的

共
同
研
究

知
の

コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン

化
学
反
応
創
成

研
究
拠
点

ワ
ク
チ
ン
研
究

開
発
拠
点

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出持
続
可
能
な

W
el

l-
be

in
g社

会
の
実
現

半
導
体
研
究

「フ
ィー
ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス
を
基
盤
とし
た
地
球
環
境
を
再
生
す
る
新
た
な
持
続
的

食
料
生
産
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と展

開
」の
達
成

「連
携
研
究
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
」の
設
置
に
よ
り、
大
学
とし
て
今
後
注
力
す
べ
き

研
究
へ
進
展
段
階
に
応
じ
た
集
中
支
援
を
実
施
、拠
点
形
成
を
支
援

2n
d

m
is

si
on

 

地
域
・
世
界
の

課
題
解
決社
会
変
革

Ex
ce

lle
nc

eと
Ex

te
ns

io
nの

飛
躍
的
強
化
で
世
界
の
課
題
解
決
に
貢
献

社
会
展
開
力

研究の卓越性

リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
な
持
続
的
食
料
生
産
シ
ス
テ
ム

グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築

北
海
道
大
学
の
研
究
力
向
上
へ

J-
PE

AK
Sを

通
じ
て
国
内
外
の
大
学
・
研
究
機
関
と
の
連
携
を
強
化

1s
tm

is
si

on
 

Vi
si

on
 実
現
の
た
め
の

 

世
界
レ
ベ
ル
の

 E
xc

el
le

nc
e 
と
特
色
あ
る
強
み
を
生
か
し
、
世
界
の
課
題
解
決
に
貢
献
す
る

Ex
te

ns
io

n 
を
兼
ね
備
え
た
大
学

”N
ov

el
 J

ap
an

 U
ni

ve
rs

ity
 M

od
el

” 
の
実
現
を
目
指
す

1

地
域
中
核
・
特
色
あ
る
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業

 (
J-

PE
A

K
S)

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス
を
基
盤
と
し
た
地
球
環
境
を
再
生
す
る

新
た
な
持
続
的
食
料
生
産
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
展
開

提
案
大
学

 
国
立
大
学
法
人

北
海
道
大
学

参
画
機
関

 
Th

e 
Un

iv
er

si
ty

 o
f M

el
bo

ur
ne

 
   

 U
ni

ve
rs

ity
 o

f M
as

sa
ch

us
et

ts
 A

m
he

rs
t

 
 地
方
独
立
行
政
法
人

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構

 
 国
立
大
学
法
人

室
蘭
工
業
大
学

 
 
国
立
大
学
法
人
北
海
道
国
立
大
学
機
構

小
樽
商
科
大
学

 
 国
立
大
学
法
人
北
海
道
国
立
大
学
機
構

帯
広
畜
産
大
学

 
 
国
立
大
学
法
人
北
海
道
国
立
大
学
機
構

北
見
工
業
大
学

■ フィールドサイエンスを基盤とした地球環境を再生する
　 ​新たな持続的食料生産システムの構築と展開
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プ
ロ
ジ
ェク
ト
の
概
要

拠
点
名
称
：
次
世
代
和
牛
生
産
シ
ス
テ
ム
構
築
拠
点

 
 

 
 

 
代
表
機
関

北
海
道
大
学

プ
ロ
ジ
ェク
ト
リー
ダ
ー

後
藤

貴
文

北
海
道
大
学
北
方
生
物
圏
フィ
ー
ル
ド科

学
セ
ン
ター

教
授

幹
事
自
治
体

白
老
町

幹
事
機
関

（
大
学
等
を
除
く）
株
式
会
社

 敷
島
ファ
ー
ム

参
画
機
関

（
大
学
等
）
慶
應
義
塾
大
学
、国

立
大
学
法
人
九
州
大
学
、国

立
大
学
法
人
北
海
道
国
立
大
学
機
構

 帯
広
畜
産
大
学
、国

立
大
学
法
人
鹿
児
島
大
学

（
大
学
等
を
除
く）
大
樹
町
、株

式
会
社
神
戸
デ
ジ
タル
・ラ
ボ
、フ
ァー
ム
エ
イジ
株
式
会
社
、株

式
会
社
三
菱

UF
J銀
行

共
創
の
場
形
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
【地
域
共
創
分
野
】

新
し
い
生
物
科
学
概
念
「代
謝
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」に
よ
り牛

の
代
謝
を
早
期
に
制
御
し
、飼

料
に
は
、地

方
に
あ
る
限
界
集
落
、

中
山
間
地
域
・離
島
等
の
豊
富
な
植
物
資
源
を
放
牧
活
用
し、

そ
の
管
理
に
は
先
端
の
宇
宙
技
術
を
駆
使
す
る
。

Z世
代
が
中
心
とな
り、
地
方
の
景
観
を
持
続
的
に
維
持
し
、

安
全
・安
心
な
食
料
を
豊
か
に
、ス
マ
ー
トに
生
産
す
る
。そ
して
、

Z世
代
の
農
業
者
が
未
来
に
希
望
を
も
ち
、産

業
とし
て
世
界
と

戦
え
る
よ
う畜

産
業
を
構
造
改
革
す
る
。Z
世
代
が
、ス
マ
ー
ト放

牧
管
理
に
よ
り導

く、
地
方
の
農
産
業
を
基
盤
とし
た
革
新
的
な

地
域
社
会
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。地

域
に
牧
歌
的
な
景
観
を

も
た
らし
、若

者
が
地
域
に
根
差
し、
ス
マ
ー
トフ
ォン
を
基
盤
とし
た

自
由
な
農
業
に
よ
り、
地
域
の
植
物
資
源
か
らタ
ン
パ
ク質

を
生

産
す
る
こと
に
よ
りマ
ネ
ー
フロ
ー
を
持
続
的
に
展
開
し
、Z
世
代
の

新
しい
ライ
フス
タイ
ル
を
実
現
す
る
社
会
を
構
築
す
る
。

最
新
技
術
を
使
った

デ
ー
タ
管
理
ビ
ジ
ネ
ス

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
った

牛
肉
の
提
供

(エ
シ
カ
ル
マ
ー
ケ
ット

)

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェル
フェ
ア
を

考
慮
し
た
マ
ー
ケ
ット

（
日
本
で
は
ま
だ
未
構
築
）

食
料
生
産
を
基
盤
とし
た
人
が
集
ま
る
地
域
社
会
とそ
の
発
展

若
年
家
族
の
地
方
移
住

儲
か
る
農
業

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を

基
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
構
築

美
し
い
地
方
景
観
の
維
持

景
観
を
作
る
農
業

放
牧
に
よ
り
荒
地
や

耕
作
放
棄
地
を
整
備

地
域
資
源
と共

生
し
た
放
牧
技
術

バ
イ
オ
ファ
ク
ト
リー
に
よ
る

牛
の
糞
尿
の
農
地
再
利
用

牛
・土
壌
の
状
態
を

ス
マ
ホ
を
使
って
リモ
ー
ト
管
理

ス
マ
ー
ト
放
牧
管
理

ビジ
ョン
：
ス
マ
ー
ト
放
牧
管
理
で

 Z
世
代

 が
導
く革
新
的
な
地
域
社
会
の
実
現

大
学
が
か
わ
る

社
会
が
か
わ
る

ヒト
が
か
わ
る

北
大
が
、多

様
な
ス
テ
ー
クホ
ル
ダ
ー
との

対
話
、地

域
共
創
に
よ
って
社
会
変
革
を

リー
ドす
る
。エ
クス
テ
ン
シ
ョン
力
の
強
化
。

若
い
農
業
者
が
、未

来
に
希
望
を
、地

域
に
誇
りを
も
ち
、デ
ジ
タル
デ
ー
タ
を
基

盤
とし
た
農
業
を
も
って
世
界
と戦

う。

社
会
が
、生

産
者
と家

畜
の

Q
O

L、
自
然

環
境
、地

域
社
会
の
持
続
可
能
性
に
新

た
な
価
値
創
造
を
起
こす
。構

造
改
革
。

地
域
の
食
と農

業
の
持
続
可
能
な
発
展
とブ
ラ
ン
ド
牛
肉
戦
略
の
確
立

７

R
6 

CO
I-

N
EX

T 
育
成
型
採
択

「北
海
道
大
学
の
知
」と
「Z
世
代
」で
畜
産
の

G
A

M
E 

CH
A

N
G

E

ス
マ
ー
ト
農
業
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー


労

働
力

不
足

の
解

消


プ
ロ

農
家

の
技

術
の

継
承

⇒
 新

規
就

農
者

の
早

期
育

成


生
産

の
低

コ
ス

ト
化


農

産
物

の
品

質
向

上
・

収
量

増


「
プ

ロ
ダ

ク
ト

ア
ウ

ト
」

型
か

ら
「

マ
ー

ケ
ッ

ト
イ

ン
」

型
農

業
へ

の
転

換


農
業

の
魅

力
ア

ッ
プ

⇒
 青

年
層

の
新

規
就

農
促

進

６

ス
マ

ー
ト

農
業

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

の
主

な
研

究
内

容

リ
モ

ー
ト

農
業

の
実

践

日
本
農
業
の
現
状
（

20
20

 年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
）

〇
基
幹
的
農
業
従
事
者
（
仕
事
とし
て
自
営
農
業
に
主
とし
て
従
事
した

者
）
は
５
年
前
に
比
べ

22
.4
％
減
。

〇
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢
は

67
.8
歳
とな
り、
特
に
若
手
の

新
規
就
農
を
増
や
す
こと
が
喫
緊
の
課
題
とさ
れ
て
い
る
。

日
本
農
業
の
目
指
す
姿

〇
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を

20
23
年
度
ま
で
に

8割
に
す
る

〇
担
い
手
の
ほ
ぼ
全
て
が

20
25
年
度
ま
で
に
デ
ー
タ活

用
農
業
実
践

〇
米
生
産
コス
トを

20
25
年
度
ま
で
に

4割
削
減

(9
,6

00
円

/6
0k

g)
〇
農
林
水
産
物
・食
品
の
輸
出
を

20
30
年
度
ま
で
に

5兆
円
とす
る

ス
マ
ー
ト
農
業
実
装
に
よ
っ
て

期
待
さ
れ
る
効
果

労
働
力
不
足
が
深
刻
な
日
本
農
業
を

”儲
か
る
”産
業
へ

5

リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
農
林
水
産
研
究
の
概
要

土
壌
の
健
全
性
や
海
の
生
態
環
境
を
再
生
回
復
し
、
生
物
多
様
性
の
向
上
と
水
・
森
林
資
源
の

保
全
を
進
め
る
と
と
も
に
、
農
業
者
や
漁
業
者
の
生
産
性
と
収
益
性
を
高
め
、

安
全
な
食
料
の
安
定
的
な
供
給
の
実
現
へ

環
境
再
生
型

自
然
科
学
技
術

ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
技
術

環
境
再
生
型

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
構
築

目
標

農
業

/食
料
生
産
シ
ス
テ
ム
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

グ
リ
ー
ン
・
ブ
ル
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス

水
産
業

/食
料
生
産
シ
ス
テ
ム
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

ス
マ
ー
ト
水
産
業
技
術

水
産
業
シ
ス
テ
ム
サ
イ
エ
ン
ス

水
産
資
源
活
用
技
術

高
度
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の

持
続
的
な
利
用
と
保
全

新
し
い

評
価
基
準
の
策
定

リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ

農
林
水
産
研
究

5

地
域
の
自
然
・
風
土
・
人
間
社
会
が
共
に
繁
栄
す
る

持
続
可
能
な
一
次
産
業
の
地
域
最
適
化
・
新
た
な
価
値
の
可
視
化水
産
業

安
定

高
収
益

低
排
出

農
業

低
投
⼊

高
収
量

低
排
出

①
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
な
食

料
生

産
シ
ス
テ
ム
の
構

築
（
部
局
を
超
え
た
全
学
に
よ
る
社
会
課
題
解
決
の
実
現
）

4

瀬戸口　剛（北海道大学 理事／副学長）

フィールドサイエンスを基盤とした地球環境を再生する新たな持続的食料生産システムの構築と展開
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講演

新
事
業
「連
携
研
究
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
事
業
」に
よ
り、
本
学
の
次
の
ブ
ラ
ン
ド
と

な
る
研
究
拠
点
の
形
成
に
向
け
た
支
援
を
開
始

●
他
大
学
の
仕
組
み
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
異
分
野
融
合
研
究
等
に
よ
る
研
究
拠
点
の
形
成
支
援
事
業

「
連
携
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
」
を
令
和

6年
度
よ
り
開
始

●
学
内
の
優
れ
た
分
野
融
合
研
究
や
応
用
研
究
に
つ
い
て
、
そ
の
進
展
の
段
階
に
応
じ
て
、
経
費
及
び

研
究
支
援
人
材
を
投
じ
た
集
中
的
研
究
支
援
を
行
い
、
北
海
道
大
学
と
し
て
今
後
注
力
す
る
べ
き

 
Ex

ce
lle

nc
e 
や

 E
xt

en
si

on
 の
研
究
拠
点
形
成
を
目
指
す

総
長

ス
タ
ー
ト
ア
ップ

 創
出
本
部

産
学
連
携
推
進
本
部

社
会
・地
域

創
発
本
部

技
術
連
携

統
括
本
部

（
IT

eC
H
）

統
合

U
R

A
本
部

産
学
連
携

グ
ロー
バ
ル
推
進
室

総
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
発
機
構

連
携
研
究

プ
ラ
ット
フォ
ー
ム

研
究
戦
略
の
実
施
組
織

企
画
・運
営
室
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り関

連
組
織
が
ア
ジ
ャイ
ル
に
支
援

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ス
テ
ー
ジ

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
テ
ー
ジ

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン

ス
テ
ー
ジ

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

  創
出
本
部

社
会
・
地
域

創
発
本
部

技
術
連
携
統
括
本
部

（
IT

eC
H
）

統
合

U
R

A本
部

“伸
ば
す
・
広
げ
る
”

総
長
直
下
の

大
型
研
究
拠
点

産
学
連
携
推
進
本
部

産
学
連
携

グ
ロ
ー
バ
ル
推
進
室

総
合
イ
ノベ
ー
シ
ョン
創
発
機
構

連
携
研
究
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム

本
事
業
を
推
進
す
る

大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

大
型
共
同
研
究

事
業
化
な
ど

研
究
・

教
育
部
局

企
画
・運
営
室

“広
く
試
す

”
“積
極
的
に
育
て
る
”

研
究
の
枠
組
み

世
界
ト
ッ
プ
を
狙
え
る
重
点
研
究
領
域
の
展
開

審
査
に
よ
る
昇
格

審
査
に
よ
る
昇
格

柔
軟
で
機
動
的
な
研
究
支
援
体
制

11

②
連
携
研
究
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
事
業

（
北
大

N
EX

Tブ
ラ
ン
ド
とな
る
研
究
拠
点
の
形
成
）

10

IR
A

FF
体
制
図

9

リジ
ェネ
ラ
テ
ィブ
農
林
水
産
研
究
拠
点

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な

W
el

l-
be

in
g社
会
の
実
現

In
st

itu
te

 fo
r 

Re
ge

ne
ra

tiv
e 

Ag
ri-

Fo
re

st
-F

is
he

rie
s 

(I
RA

FF
)

国
際
的
な

教
育
研
究
活
動
を
加
速

研
究
成
果
の
社
会
実
装

J-
PE

A
K

S

CO
I-

N
EX

T

北
大
コ
ネ
ク
ト

企
業

公
的
研
究
機
関

地
域
自
治
体

リジ
ェネ
食
料
生
産
シ
ス
テ
ム
の
確
立

生
態
系
サ
ー
ビス
評
価
手
法
開
発

リジ
ェネ
研
究
支
援
事
業

リジ
ェネ
研
究
地
域
実
装
プ
ロジ
ェク
ト

リジ
ェネ

A-
F-

F
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
構
築

研
究
セ
ミナ
ー
・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

リジ
ェネ
食
料
生
産
学
科
の
設
置

リジ
ェネ
リテ
ラシ
ー
社
会
人
教
育

北
大
研
究
フィ
ー
ル
ドを
活
用
した

リジ
ェネ

A-
F-

F共
同
教
育
プ
ログ
ラム

小
中
学
生
を
対
象
とし
た
リジ
ェネ
教
育

リジ
ェネ
ラテ
ィブ
研
究
国
際
プ
ロジ
ェク
ト

岡
山
大

秋
田
県
立
大

琉
球
大

な
ど

地
域
実
証
研
究
の

ネ
ット
ワ
ー
ク

北
大
総
合
知
の
反
応
場

研
究

教
育

IR
AF

Fは
、自

然
環
境
に
配
慮
し、
生
物
多
様
性
を
回
復
しな
が
ら人

類
生
存
に
必
要
な
食
料
や
生
活
資
材
を

安
全
・安
定
的
に
生
産
・供
給
す
る
環
境
再
生
型
（
リジ
ェネ
ラ
テ
ィブ
）
農
林
水
産
業
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る

こと
で
、ウ
ェル
ビー
イン
グ
社
会
の
構
築
を
目
指
す
。⇨

 3
月

10
日

学
内
共
同
プ
ロ
ジ
ェク
ト
拠
点
とし
て
設
立

多
様
な
人
材
が
同
一
空
間
で
議
論
す
る

農
林
水
産
分
野

自
然
科
学
系
分
野

人
文
社
会
系
分
野

工
学
系
・

情
報
科
学
系
分
野

8/
30

地
域
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュー
ト
ラ
ル

（
RC

N
：

Re
gi

on
al

 C
ar

bo
n 

N
eu

tr
al
）
養
殖
産
業

バ
ラ
ン
ス

CO
2排
出
（
魚
）

CO
2吸
収
（
海
藻
）

○
海
藻
養
殖
か
ら
高
付
加
価
値
化
ま
で
一
貫
し
た
コン
ブ
産
業
の
基
盤
確
立

○
養
殖
漁
業
へ
の
転
換
を
図
る
完
全
養
殖
技
術
の
確
立
（
国
内
初
の
キ
ン
グ
サ
ー
モ
ン
完
全
養
殖
）

○
地
域
水
産
業
共
創
セ
ン
タ
ー
設
置
に
よ
る
研
究
開
発
・人
材
育
成
の
実
施

地
域
産
業
へ
の
裨
益

1s
tフ
ェー
ズ

○
地
域
・企
業
の
研
究
開
発
部
とし
て

R
CN
養
殖
漁
業
の
技
術
革
新

○
R

CN
養
殖
を
理
解
発
展
可
能
な
企
画
経
営
戦
略
能
力
を
持
つ
人
材
育
成

○
サ
ー
モ
ン
養
殖
産
業
を
主
力
とし
拠
点
化
、
産
業
戦
略
を
統
一
し
た
小
規
模
経
営
体
群
形
成

○
コ
ン
ブ
完
全
養
殖

安
定
供
給
・拠
点
形
成
、食
品
か
ら
高
度
利
用
、原
料
ま
で
一
貫
生
産

○
コ
ン
ブ

+
サ
ー
モ
ン
養
殖

R
CN
＆
ブ
ラ
ン
ド
化
函
館
の
養
殖
海
産
物
を
輸
出

地
域
産
業
へ
の
裨
益

2n
dフ
ェー
ズ

【計
画
の
ポ
イン
ト】

●
漁
業
主
体
か
ら『
漁
業
と養

殖
の
両
輪
で
支
え
る
海
洋
環
境
変
動
の
影
響
に
強
い
水
産

業
』を
地
域
が
一
体
とな
って
構
築

●
二
次
・三
次
産
業
（
加
工
・販
売
・観
光
・飲
食
等
）
へ
波
及
させ
る
好
循
環
を
生
み
出
す

等
、強

靱
で
高
収
益
な
産
業
構
造
を
創
出

●
新
産
業
創
出
の
過
程
に
お
い
て
地
域
の
高
等
教
育
・研
究
機
関
が
『研
究
開
発
と一

体
化

した
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
』を
構
築
し、
そ
こで
輩
出
す
る
人
材
が
地
域
・産
業
の
成
長
・発
展
を

促
進
す
る
エ
コシ
ス
テ
ム
を
形
成

魚
介
藻
類
養
殖
を
核
とし
た
持
続
可
能
な
水
産
・海
洋
都
市
の
構
築

ま
ち
・ひ
と・
しご
と（

内
閣
府

地
方
大
学
･地
域
産
業
創
生
交
付
金
令
和

4年
2月

採
択
）

函
館
マ
リカ
ル
チ
ャー
プ
ロ
ジ
ェク
ト

(ま
ち
・ひ
と・
し
ご
と事

業
R

3~
R

7年
度

)
８
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「連
携
研
究
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
事
業
」イ
ン
キ
ュベ
ー
シ
ョン
ス
テ
ー
ジ
採
択
課
題
①

15

課
題
名

研
究
代
表
者

研
究
分
担
者

支
援
総
額

(予
定

)

低
利
用
植
物
バ
イオ
マ
ス
を
用
い
た
リジ
ェネ
ラ

テ
ィブ
な
水
産
養
殖

熊
谷
祐
也
准
教
授

（
水
産
科
学
研
究
院
）

5名
（
水
産
科
学
研
究
院
：

3、
東
京
科
学
大

学
：

2）
80

0万
円

哺
乳
類
の
生
理
学
・心
理
学
・行
動
学
か
ら共

同
養
育
の
本
質
を
捉
え
る
―
少
子
化
問
題
の

解
決
に
向
け
て

瀧
本
彩
加
准
教
授

（
文
学
研
究
院
）

2名
（
獣
医
学
研
究
院
：

1、
北
方
生
物
圏

フィ
ー
ル
ド科

学
セ
ン
ター
：

1）
80

0万
円

不
均
一
な
複
雑
系
（
微
生
物
コミ
ュニ
テ
ィ）
の

挙
動
を
支
配
す
る
理
論
基
盤
の
構
築

中
野
亮
平
教
授

（
理
学
研
究
院
）

2名
（
農
学
研
究
院
：

1、
先
端
生
命
科
学
研

究
院
：

1）
80

0万
円

副
生

N
O

xの
資
源
化
に
よ
る
新
しい
窒
素
循
環

プ
ロセ
ス
の
構
築

村
山
徹
教
授

（
触
媒
科
学
研
究
所
）

3名
（
農
学
研
究
院
：

1、
地
球
環
境
科
学
研

究
院
：

2）
80

0万
円

が
ん
特
異
的
な
メカ
ノレ
ス
ポ
ン
ス
機
構
の
解
明
と

そ
の
創
薬
応
用

石
原
誠
一
郎
助
教

（
先
端
生
命

科
学
研
究
院
）

3名
（
人
獣
共
通
感
染
症
国
際
共
同
研
究

所
：

1、
遺
伝
子
病
制
御
研
究
所
：

1、
先
端

生
命
科
学
研
究
院
：

1）
60

0万
円

細
胞
老
化
を
軸
とす
る
尿
路
関
連
リン
パ
組
織

発
達
機
序
の
解
明

-人
と動

物
の
健
康
寿
命
延

伸
を
目
指
して

-
市
居
修
教
授

（
獣
医
学
研
究
院
）

4名
（
獣
医
学
研
究
院
：

2、
O

ne
 H

ea
lth

 
リサ
ー
チ
セ
ン
ター

:1
、
高
知
大
学
：

1）
60

0万
円

「連
携
研
究
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
事
業
」ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョン
ス
テ
ー
ジ
採
択
課
題

課
題
名

研
究
代
表
者

研
究
分
担
者

支
援
総
額

（
予
定
）

フォ
トン
フロ
ン
テ
ィア
：
ライ
フサ
イエ
ン
ス
研
究
の

新
た
な
地
平
を
切
り拓

くプ
ラッ
トフ
ォー
ム

小
川
美
香
子
教
授

（
薬
学
研
究
院
）

8名
（
電
子
科
学
研
究
所
：

2、
理
学
研
究
院
：

1、
先

端
生
命
科
学
研
究
院
：

2、
医
学
研
究
院
：

1、
防
衛
医

科
大
学
校
：

1、
Th

e 
Un

iv
er

si
ty

 o
f M

el
bo

ur
ne

：
1）

50
00
万
円

冬
眠
原
理
の
追
求
とそ
の
社
会
展
開
に
向
け
た

分
野
横
断
型
基
礎
研
究

山
口
良
文
教
授

（
低
温
科
学
研
究
所
）

9名
（
獣
医
学
研
究
院
：

3、
医
学
研
究
院
：

1、
教
育

学
研
究
院
：

1、
低
温
科
学
研
究
所
：

2、
医
療
・ヘ
ル
ス

サ
イエ
ン
ス
研
究
開
発
機
構
：

1、
北
海
道
大
学
病
院
：

1）
50

00
万
円

自
然
に
学
ぶ
非
平
衡
状
態
の
学
理
構
築
と高

効
率
次
世
代
材
料
開
発
拠
点
の
形
成

木
村
勇
気
教
授

（
低
温
科
学
研
究
所
）

9名
（
工
学
研
究
院
：

2、
農
学
研
究
院
：

1、
電
子
科

学
研
究
所
：

1、
理
学
研
究
院
：

1、
化
学
反
応
創
成
研

究
拠
点
：

1、
北
見
工
大
：

1、
Un

iv
er

si
ty

 o
f 

M
ic

hi
ga

n：
1、

Go
og

le
 D

ee
pM

in
d社
：

1）
25

00
万
円

人
類
生
存
圏
の
拡
大
に
向
け
た
基
礎
的
研
究

園
下
将
大
教
授

（
遺
伝
子
病
制
御
研
究
所
）

13
名
（
⻭
学
研
究
院
：

1、
人
獣
共
通
感
染
症
国
際
共

同
研
究
所
：

1、
薬
学
研
究
院
：

2、
低
温
科
学
研
究

所
：

1、
理
学
研
究
院
：

5、
農
学
研
究
院
：

2、
電
子

科
学
研
究
所
・化
学
反
応
創
成
研
究
拠
点
：

1）
25

00
万
円

生
態
系
サ
ー
ビス
の
持
続
的
利
用
を
目
指
す

―
ブ
ル
ー
・グ
リー
ン
シ
ス
テ
ム
サ
イエ
ン
ス
研
究
拠

点
の
確
立
―

中
路
達
郎

教
授

（
北
方
生
物
圏
フィ
ー
ル
ド

科
学
セ
ン
ター
）

12
名
（
北
方
生
物
圏
フィ
ー
ル
ド科

学
セ
ン
ター
：

5、
農

学
研
究
院
：

1、
地
球
環
境
科
学
研
究
院
：

1、
千
葉
大

学
：

1、
US

 F
or

es
t 

Se
rv

ic
e/

Th
e 

D
av

ey
 T

re
e 

Ex
pe

rt
 C

om
pa

ny
：

1、
北
海
道
立
総
合
研
究
機

構
：

1、
国
立
環
境
研
究
所
：

1、
Un

iv
er

si
ty

 o
f 

M
as

sa
ch

us
et

ts
 B

os
to

n：
1）

25
00
万
円

天
然
高
分
子
の
個
性
を
引
き
出
す
ソ
フト
マ
テ
リ

ア
ル
創
製
プ
ラッ
トフ
ォー
ム

野
々
山
貴
行
准
教
授

（
先
端
生
命

科
学
研
究
院
）

12
名
（
工
学
研
究
院
：

2、
農
学
研
究
院
：

1、
先
端

生
命
科
学
研
究
院
：

3、
水
産
科
学
研
究
院
：

1、
医
学

研
究
院
：

2、
北
海
道
大
学
病
院
：

1、
北
方
生
物
圏

フィ
ー
ル
ド科

学
セ
ン
ター
：

1、
Th

e 
Un

iv
er

si
ty

 o
f 

M
as

sa
ch

us
et

ts
 A

m
he

rs
t：

1）

25
00
万
円14

1．
申
請
応
募
総
数
：

60
件
（
イン
キ
ュベ
ー
シ
ョン
ス
テ
ー
ジ
：

36
件
、ア
クセ
ラレ
ー
シ
ョン
ス
テ
ー
ジ
：

24
件
）

2 ．
関
連
研
究
者
数
の
延
べ
人
数
（
研
究
代
表
者
＋
研
究
分
担
者
）

40
5人

 （
イン
キ
ュベ
ー
シ
ョン
ス
テ
ー
ジ
：

14
0人

、ア
クセ
ラレ
ー
シ
ョン
ス
テ
ー
ジ
：

26
5人

）

3 ．
研
究
代
表
者
の
所
属
の
状
況
（
計
：

23
部
局
等
か
ら
申
請
）

イ
ン
キ
ュベ
ー
シ
ョン
ス
テ
ー
ジ

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョン
ス
テ
ー
ジ

18
部
局
等

15
部
局
等

To
p1

0％
論
文
創
出
割
合

10
％
、

民
間
企
業
との
共
同
研
究
費

30
0

万
円
、外

部
資
金

3,
00

0万
円

/件
な
どの
申
請
要
件
を
クリ
ア
した
者

部
局
間
連
携
を
強
く推
奨
す
る
こと
で
、全

23
部
局
、総
教
員
数
の

1/
5の

To
p 
レ
ベ

ル
の
教
員
が
、部

局
を
跨
い
だ
新
た
な
学
術
領
域
の
創
生
や
社
会
課
題
解
決
に
向
け

た
融
合
研
究
等
を
提
案

13

本
学
の
分
野
融
合
研
究
課
題
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「連
携
研
究
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
事
業
」で
は
、4

5歳
以
下
の
若
手
研
究
者
等
に
対
し
て
、

科
研
費
等
に
は
申
請
し
づ
ら
い
チ
ャレ
ン
ジ
ン
グ
な
分
野
融
合
研
究
等
を
支
援

本
学
研
究
者
等
に
よ
って
構
成
され
る
研
究
ユ
ニ
ット
に
対
して
、研

究
立
上
げ
経
費
や
拠
点
形
成
経
費
、学

内
の
研
究
支
援
人
材
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト等
の
集
中
的
な
支
援
を
実
施
す
る
こと
で
、本
学
の
次
の
ブ
ラ
ン
ド
とな
る
研
究
拠
点
の
形
成
を
目
指
す
。支

援
は
下
記
の
ス
テ
ー
ジ
毎
に
実
施

本
学
の
す
べ
て
の
研
究
分
野
、
す
べ
て
の
部
局
が
支
援
対
象

研
究
費
支
援
・
外
部
資
金
獲
得
支
援
な
ど
を
提
供


尖
っ
た
融
合
研
究
・
産
学
連
携
研
究
を
行
う
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
を

支
援
し
、
拠
点
の
シ
ー
ズ
を
作
る


若
手
研
究
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
押
し


ユ
ニ
ー
ク
・
特
色
あ
る
融
合
研
究
・
産
学
連
携
研
究
を
行
う

研
究
ユ
ニ
ッ
ト
を
支
援
し
、
拠
点
形
成
を
図
る


こ
れ
か
ら
大
学
と
し
て
注
力
す
る
研
究
分
野
に
育
て
る


ユ
ニ
ー
ク
・
特
色
あ
る
研
究
拠
点
を
支
援


本
学
の
研
究
力
強
化
を
牽
引
す
る
大
型
拠
点
・
セ
ン
タ
ー
等
へ
の

成
長
を
図
る


次
の

 W
PI
、

CO
I-

N
EX

Tに
つ
な
が
る
研
究

尖
っ
た
研
究

拠
点
化
に
向
け
た
研
究
環
境
整
備
支
援

本
学
の
ブ
ラ
ン
ド
と
な
り
う
る
研
究
拠
点
形
成
に
向
け
た
支
援

③
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
テ
ー
ジ

伸
ば
す
・
広
げ
る

①
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ス
テ
ー
ジ

広
く
試
す

②
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン

ス
テ
ー
ジ

積
極
的
に
育
て
る

今
回
公
募

3〜
5名

程
度
の
ユ
ニ
ッ
ト

2年
間
（
審
査
に
よ
り
最
長

3年
間
に
延
長
）

50
0万

円
/年

約
6件

10
名
程
度
の
ユ
ニ
ッ
ト

3年
間
（
審
査
に
よ
り
最
長

5年
間
に
延
長
）

30
00
万
円

/1
~

2年
目

15
00
万
円

/3
年
目

約
3件

Ex
ce

lle
nc

e 
: 
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
独
創
的
な
分
野
融
合
研
究
に
よ
っ
て
新
規
の
研
究
領
域
を
創
出

Ex
te

ns
io

n 
: 
民
間
企
業
や
自
治
体
と
の
協
働
に
基
づ
く
応
用
研
究
に
よ
っ
て
課
題
解
決
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
実
現

今
回
公
募

12

分
野
融
合
研
究
を
必
須

4月
よ
り

支
援
開
始

4月
よ
り

支
援
開
始

フィールドサイエンスを基盤とした地球環境を再生する新たな持続的食料生産システムの構築と展開

39



講演

ネ
イ
チ
ャー
テク
ノロ
ジ
ー
とス
マ
ー
トア
グ
リテ
ク
ノロ
ジ
ー

の
融
合
に
よ
る
リジ
ェネ
ラ
ティ
ブ
農
業
シ
ス
テム
の
開
発

•
土

壌
-微

生
物

-植
物

-動
物

の
物

質
循

環
メカ

ニ
ズ

ム
解

明
•

低
農

薬
・肥

料
で

も
多

収
量

で
生

産
効

率
の

高
い

AI
/I

oT
農

業
技

術
の

開
発

•
リジ

ェネ
ラテ

ィブ
農

業
生

産
物

の
脱

炭
素

型
バ

リュ
ー

チ
ェー

ン
シ

ス
テ

ム
の

開
発

北
大
が
重
点
支
援
す
る
融
合
研
究

21
領
域
と
フ
ィ
ー
ル
ド
支
援
強
化
の
必
要
性

19

主
要
３
領
域
：
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
な
持
続
的
食
糧
生
産
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究

連
携
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

 1
8領

域
加
速
ス
テ
ー
ジ

萌
芽
ス
テ
ー
ジ

低
利
用
植
物
バ
イ
オ
マ
ス

を
用

い
た

リジ
ェネ

ラテ
ィブ

な
水
産
養
殖

哺
乳

類
の

生
理

学
・心

理
学

・行
動

学
か

ら共
同
養
育
の

本
質

を捉
える

―
少

子
化

問
題

の
解

決
に向

け
て

不
均

一
な

複
雑

系
（
微
生
物
コ
ミュ
ニ
テ
ィ）

の
挙

動
を

支
配

す
る

理
論

基
盤

の
構

築

副
生

N
O

xの
資
源
化

に
よ

る
新

しい
窒
素
循
環

プ
ロ

セ
ス

の
構

築

が
ん

特
異

的
な
メ
カ
ノレ
ス
ポ
ン
ス
機
構

の
解

明
とそ

の
創
薬
応
用

細
胞

老
化

を軸
とす

る尿
路
関
連
リン
パ
組
織
発
達
機

序
の

解
明

-人
と動

物
の

健
康

寿
命

延
伸

を目
指

して
-

任
意

の
組

織
・細

胞
を

標
的

化
可

能
な

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
技

術
 p

ro
te

o 
LN

Pの
基
盤
確
立

半
導

体
微

細
加

工
と折
紙
⼯
学
技
術

を
用

い
た

人
工

胚
盤

胞
の

形
成

と次
世
代
生
植
医
療

の
社

会
実

装

生
体

親
和

性
と採

型
性

を
両

立
した
次
世
代
バ
イ
オ
ミ

メ
テ
ィク
ス
ハ
ー
ド
マ
テ
リア
ル

の
開

発

ネ
イ
チ
ャー
ポ
ジ
テ
ィブ

実
現

の
た

め
の
生
態
的
林
業
シ

ス
テ
ム

の
体

系
化

と社
会

実
装

人
工

ナ
ノ構

造
の

光
制

御
が

拓
くマ

クロ
な

物
体

の
光
マ

ニ
ピ
ュレ
ー
シ
ョン

持
続

可
能

か
つ

高
性

能
な
全
固
体
蓄
電
デ
バ
イ
ス

用
の

炭
素

-硫
黄

複
合

正
極

材
料

の
開

発

フォ
ト
ン
フロ
ン
テ
ィア

：
ライ

フサ
イエ

ン
ス

研
究

の
新

た
な

地
平

を
切

り拓
くプ

ラッ
トフ

ォー
ム

冬
眠
原
理
の
追
求

とそ
の

社
会

展
開

に
向

け
た

分
野

横
断

型
基

礎
研

究

自
然

に
学

ぶ
非
平
衡
状
態
の
学
理

構
築

と高
効

率
次

世
代

材
料

開
発

拠
点

の
形

成

人
類
生
存
圏
の
拡
大

に
向

け
た

基
礎

的
研

究

生
態

系
サ

ー
ビス

の
持

続
的

利
用

を目
指

す
―

 ブ
ル
ー
・

グ
リー
ンシ
ス
テム
サ
イ
エ
ンス

研
究

拠
点

の
確

立
―

天
然
高
分
⼦

の
個

性
を

引
き

出
す
ソ
フト
マ
テ
リア
ル

創
製

プ
ラッ

トフ
ォー

ム

漁
獲
漁
業
と養

殖
業
を
両
立
し
た
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
型

の
リジ
ェネ
ラ
テ
ィブ
水
産
シ
ス
テ
ム
の
開
発

•
沿

岸
生

態
系

を
維

持
す

る
た

め
の

デ
ー

タ解
析

•
持

続
可

能
な

養
殖

シ
ス

テ
ム

の
要

素
技

術
   

の
開

発
•

食
の

多
様

性
を

維
持

す
る

柔
軟

な
加

工
技

術
   

の
開

発

徹
底
拡
充
した
フィ
ー
ル
ドフ
ァシ
リテ
ィに
よ
る生
態
系
の
多

次
元
・多
項
目
・高
解
像
度
モニ
タリ
ング
シス
テム
の
開
発

•
高

精
度

光
学

・音
響

セ
ン

サ
ー

の
開

発
•

生
態

系
サ

ー
ビス

等
の

価
値

評
価

手
法

   
お

よ
び

環
境

フッ
トプ

リン
ト等

の
環

境
評

価
•

手
法

を
統

合
した

新
た

な
LC

Aの
開

発

：
R

8に
技
術
協
働
を
重
点
的
に
展
開
す
る
フィ
ー
ル
ド
領
域
（
赤
枠
）
お
よ
び
関
連
領
域
（
青
枠
）

R
8に

、
な
ぜ
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
領
域

に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
の
か


地
域
社
会
と
の
接
点
が
多
く
、
社
会
実
装
・
地
域
連
携
へ
の
本
学
の
貢
献
に
対
す
る
期
待
度
が
高
い


現
時
点
で
複
数
の
具
体
的
な
技
術
支
援
の
強
い
要
請
が
あ
る
（
特
に

IC
T/

AI
/I

oT
/デ
ー
タ
技
術

 ）

必
要
な
技
術
が
多
様
か
つ
実
践
的
で
、
他
の
領
域
へ
の
展
開
に
向
け
た
モ
デ
ル
構
築
に
適
し
て
い
る


フ
ィ
ー
ル
ド
領
域
は
分
野
の
融
合
度
が
強
く
、

TS
配
置
に
よ
る
波
及
効
果
が
大
き
い

TS
お
よ
び

TS
補
佐
の
人
員
構
成
案
の
妥
当
性

18

組
織
の
目
的

北
海
道
大
学
の
研
究
力
を
支
え
る
技
術
者
組
織
を
、
機
動

性
・
柔
軟
性
・
戦
略
性
を
高
め
た
体
制
へ
と
進
化
さ
せ
、
本

学
が
注
力
す
る
融
合
研
究
や
学
際
領
域
に
迅
速
か
つ
的
確
に

対
応
で
き
る
全
学
的
な
技
術
協
働
体
制
の
実
現
を
目
指
す
。

目
的
達
成
の
た
め
の
組
織
再
構
築
の
戦
略


協
調
型
組
織
の
構
成
：

TS
が
、
全
学
的
視
点
か
ら
技
術
協
働
の
戦
略
立
案
・
調
整
・

推
進
を
担
う
中
核
と
し
て
機
能
し
、
全
技
術
職
員
を
巻
き
込

ん
で
知
的
活
動
と
技
術
を
結
び
つ
け
る
柔
軟
な
連
携
体
制
を

構
築
す
る
。
そ
の
た
め
に
、

TS
お
よ
び

TS
補
佐
を
中
心
に
情

報
と
意
思
を
全
員
で
共
有
し
、
一
体
感
と
機
動
性
の
あ
る
組

織
運
営
を
実
現
す
る
。


TS

15
名
・

TS
補
佐

10
名
体
制
の
妥
当
性
と
構
成
の
根
拠
：


本
学
で
は
現
在
、

21
の
融
合
研
究
領
域
を
学
内
横
断
的
に
推
進
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
最
大
化
す
る
た
め
に
は
、
技
術
者

組
織
も
縦
割
り
か
ら
脱
却
し
、
分
野
や
部
局
の
枠
を
超
え
た
複
合
的
か
つ
高
度
な
技
術
連
携
が
不
可
欠
。


全
学
的
な
技
術
連
携
体
制
と
し
て
、
技
術
連
携
の
ハ
ブ
機
能
を
担
う

TS
15
名
、

TS
補
佐

10
名
を
配
置
。
各

TS
が
平
均

1.
5領

域
程
度
（
全

21
融
合
研
究
領
域
）
を
主
に
担
当
す
る
設
計
で
あ
り
、

15
名
は
必
要
最
小
限
の
配
置
。

TS
補
佐
は
、

平
均

1.
5名

の
TS
を
支
え
る
形
で
配
置
、
こ
ち
ら
も
機
能
性
と
実
効
性
を
踏
ま
え
た

10
名
の
ミ
ニ
マ
ム
な
構
成
。


一
方
で
、

TS
が
構
成
す
る
「
戦
略
的
技
術
連
携
チ
ー
ム
」
に
お
い
て
意
思
決
定
や
情
報
共
有
を
迅
速
に
行
い
、
機
動
力

を
高
く
保
つ
に
は

15
名
程
度
が
上
限
（
こ
れ
以
上
の
配
置
は
機
動
性
の
低
下
を
招
く
）
。


TS
補
佐
は
、
継
続
性
と
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、
例
え
ば
、
技
術
専
門
職
員
が
専
門
分
野
の
研
究
活
動
を
支
え
な
が
ら

本
役
職
を
兼
務
す
る
な
ど
、
若
手
人
材
を
想
定
し
て
配
置
さ
れ
、

TS
の
活
動
を
支
え
る
中
間
的
な
役
割
を
担
う
。

大
学
の
研
究
戦
略
②
ー

 融
合
研
究
領
域
に
お
け
る
技
術
要
素
の
例

フ
ィ
ー
ル
ド
観
測
・
モ
デ
ル
開
発

ド
ロ
ー
ン
技
術
、

D
X統

合
解
析
シ
ス
テ
ム

野
生
動
物
の
生
態
把
握
と
保
全

バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス

基
盤
情
報
整
備
・
餌
料
開
発

行
動
観
察

×
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験

×
ラ
ボ
実
験

牧
場
に
お
け
る
行
動
実
験
・
生
理
実
験

R
6

「連
携
研
究
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
事
業
」採
択
課
題

17
「連
携
研
究
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
事
業
」イ
ン
キ
ュベ
ー
シ
ョン
ス
テ
ー
ジ
採
択
課
題
②

16

課
題
名

研
究
代
表
者

研
究
分
担
者

支
援
総
額

(予
定

)

任
意
の
組
織
・細
胞
を
標
的
化
可
能
な
プ
ラッ
ト

フォ
ー
ム
技
術

pr
ot

eo
LN

Pの
基
盤
確
立

佐
藤
悠
介
助
教

（
薬
学
研
究
院
）

2名
（
理
学
研
究
院
：

1、
医
学
研
究
院
：

1）
60

0万
円

半
導
体
微
細
加
工
と折

紙
工
学
技
術
を
用
い

た
人
工
胚
盤
胞
の
形
成
と次

世
代
生
植
医
療

の
社
会
実
装

繁
富
香
織
准
教
授

（
大
学
院
教
育

推
進
機
構
）

3名
（
情
報
科
学
研
究
院
：

1、
北
陸
先
端
技

術
大
学
：

1、
ニ
ュー
ヨー
ク大

学
ア
ブ
ダビ
校
：

1）
60

0万
円

生
体
親
和
性
と採

型
性
を
両
立
した
次
世
代
バ

イオ
ミメ
テ
ィク
ス
ハ
ー
ドマ
テ
リア
ル
の
開
発

清
水
智
弘
講
師

（
北
海
道
大
学
病
院
）

4名
（
⻭
学
研
究
院
：

2、
工
学
研
究
院
：

1、
医
学
研
究
院
：

1）
60

0万
円

ネ
イチ
ャー
ポ
ジ
テ
ィブ
実
現
の
た
め
の
生
態
的
林

業
シ
ス
テ
ム
の
体
系
化
と社

会
実
装

鈴
木
智
之
准
教
授

（
北
方
生
物
圏
フィ
ー
ル
ド

科
学
セ
ン
ター
）

5名
（
北
方
生
物
圏
フィ
ー
ル
ド科

学
セ
ン

ター
：

2、
農
学
研
究
院
：

1、
東
京
大
学
：

1、
合
同
会
社
喜
代
七

/喜
代
七
屋
：

1）
60

0万
円

人
工
ナ
ノ構

造
の
光
制
御
が
拓
くマ
クロ
な
物
体

の
光
マ
ニ
ピュ
レ
ー
シ
ョン

田
中
嘉
人
教
授

（
電
子
科
学
研
究
所
）

2名
（
電
子
科
学
研
究
所
：
１
、京

都
大

学
：

1）
60

0万
円

持
続
可
能
か
つ
高
性
能
な
全
固
体
蓄
電
デ
バ
イ

ス
用
の
炭
素

-硫
黄
複
合
正
極
材
料
の
開
発

藤
井
雄
太
助
教

（
工
学
研
究
院
）

2名
（
理
学
研
究
院
：

1、
農
学
研
究
院
：

1）
60

0万
円
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北
海
道
大
学

UR
A派

遣
教
育
・
人
材
育
成

研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供

若
手
研
究
者
の
海
外
派
遣

優
秀
な
若
手
研
究
者
の

リ
ク
ル
ー
ト

海
外
研
究
機
関

北
海
道
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ

ア
ラ
イ
ア
ン
ス

実
証
・
実
装
共
同
研
究

先
端
的
共
同
研
究

メ
ル
ボ
ル
ン
大
学

技
術
職
員
の
支
援

新
た
な
共
創
拠
点

U
M

A

戦
略
的

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

大
学

世
界
ト
ップ
レ
ベ
ル
大
学
と

互
恵
関
係
を
構
築

/戦
略
的
国
際
パ
ー
ト

ナ
ー

国
際
共
同
研
究
の

戦
略
的
な
形
成
促
進

-U
R

A
に
よ
る
外
部
資
金

獲
得
支
援
の
取
組

-

国
際
産
学
連
携
の

推
進
体
制
構
築
と

促
進
の
た
め
の

仕
組
み
構
築

地
域
の
経
済
や
課
題
の

解
決
に
貢
献
す
る

ス
タ
ー
ト
ア
ップ
企
業
の

創
出

地
域
の
課
題
解
決
で

道
内
大
学
等
を
繋
げ
る

-北
海
道
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ

ア
ラ
イ
ア
ン
ス

-

【
北
大
コ
ネ
ク
ト
】

世
界
ト
ップ
レ
ベ
ル
研
究
者
との
共
同
研
究
を
推
進
し
、そ
の
成
果
を
北
海
道
で

実
証
・実
装
す
る
取
組
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
接
続
機
能
・ワ
ン
ス
ト
ップ
窓
口

1923

③
北
大
コネ
ク
ト
の
推
進

22

重
点
的
に
推
進
す
る

 3
+

18
 の
融
合
研
究
領
域
と
必
要
な
技
術
強
化

21
ス テ ー ジ

研
究
領
域

融
合
分
野

主
要
技
術
カ
テ
ゴ
リー

A
分
析
・計
測

B
バ
イ
オ
・医
療

C
電
⼦
・加
⼯

D
フィ
ー
ル
ド

E
IC

T/
A

I/
Io

T

実 装

リジ
ェネ
ラ
テ
ィブ
農
業

農
、生
命
、情
報
、⼯
、地
球
環
境

リジ
ェネ
ラ
テ
ィブ
水
産
業

水
産
、⼯
、情
報
、地
球
環
境

生
態
系
の
モニ
タリ
ング
シス
テム

森
林
、海
洋
、理
、⼯
、情
報

加 速

フォ
ト
ン
フロ
ン
テ
ィア

薬
、理
、生
命
、医

冬
眠
原
理
の
追
求

低
温
、獣
、医
、教
育

非
平
衡
材
料
開
発

低
温
、電
⼦
、理
、⼯

人
類
生
存
圏
の
拡
大

遺
伝
⼦
、歯
、薬
、低
温
、理
、農
、電
⼦

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
とブ
ル
ー
・グ
リー
ン
シ
ス
テ
ム

森
林
、海
洋
、農
、地
球
環
境

天
然
高
分
⼦
ソ
フト
マ
テ
リア
ル

生
命
、⼯
、農
、海
洋
、医
、病
院

萌 芽

低
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
水
産
養
殖

水
産
、生
命

共
同
養
育
の
本
質
解
明

文
、獣
、畜
産

微
生
物
コ
ミュ
ニ
テ
ィ理

論
理
、農
、生
命

N
O

x資
源
化
と窒

素
循
環

触
媒
、農
、地
球
環
境

メ
カ
ノレ
ス
ポ
ン
ス
と創

薬
応
用

生
命
、人
獣
、遺
伝
⼦
、

尿
路
関
連
リン
パ
組
織
研
究

獣
、病
院
、

pr
ot

eo
 L

N
P基

盤
技
術

薬
、理
、医

折
り紙

⼯
学
応
用

/人
⼯
胚
盤
胞
と生

殖
医
療

⼯
、情
報
、生
物

次
世
代
バ
イ
オ
ミメ
テ
ィク
ス
材
料

病
院
、医
、歯
、⼯

ネ
イ
チ
ャー
ポ
ジ
テ
ィブ
林
業

森
林
、農

光
マ
ニ
ピ
ュレ
ー
シ
ョン
技
術

電
⼦
、理

全
固
体
蓄
電
デ
バ
イ
ス
開
発

⼯
、理
、農

18
12

7
9

15

R
8強

化
融
合
研
究
領
域
に
お
け
る

TS
・

TS
補
佐
の
役
割
と
配
置
方
針

20
R

8 
TS
・

TS
補
佐
の
配
置
と
主
な
役
割

R
8 
重

 点
 強

 化
 融

 合
 領

 域

ネ
イチ
ャー
テク
ノロ
ジ
ー
とス
マー
トア
グ
リテ
クノ
ロジ
ー

の
融
合
によ
るリ
ジ
ェネ
ラテ
ィブ
農
業
シス
テム
の
開
発

低
利
用
植
物
バ
イ
オ
マ
ス

を
用

い
た

リジ
ェネ

ラテ
ィブ

な
水
産
養
殖

ネ
イ
チ
ャー
ポ
ジ
テ
ィブ

実
現

の
た

め
の
生
態
的
林
業

シ
ス
テ
ム

の
体

系
化

と社
会

実
装

生
態

系
サー

ビス
の持

続
的

利
用

を目
指

す
 ―

 ブ
ル
ー
・

グ
リー
ンシ
ステ
ムサ
イエ
ンス

研
究

拠
点

の確
立

―

漁
獲
漁
業
と養
殖
業
を両
立
した
カス
タム
メイ
ド型
の
リ

ジ
ェネ
ラテ
ィブ
水
産
シス
テム
の
開
発

徹
底
拡
充
した
フィ
ー
ルド
ファ
シリ
ティ
によ
る生
態
系
の
多

次
元
・多
項
目
・高
解
像
度
モニ
タリ
ング
シス
テム
の
開
発

不
均

一
な

複
雑

系
（
微
生
物
コ
ミュ
ニ
テ
ィ）

の
挙

動
を

支
配

す
る

理
論

基
盤

の
構

築

副
生

N
O

xの
資
源
化

に
よ

る
新

しい
窒
素
循
環

プ
ロセ

ス
の

構
築

冬
眠
原
理
の
追
求

とそ
の

社
会

展
開

に
向

け
た

分
野

横
断

型
基

礎
研

究

人
類
生
存
圏
の
拡
大

に
向

け
た

基
礎

的
研

究

フ ィ ー ル ド 研 究 領 域 関 連 領 域

主 要 （ 実 装 ） 萌 芽 加 速 萌 芽 加 速

分
析

・計
測

バ
イオ

・医
療

電
子

・微
細

加
工

フィ
ー

ル
ド・

観
測

横
断

・社
会

実
装

主
担
当

主
担
当

IC
T/

AI
/I

oT
/デ

ー
タ

主
担
当

主
担
当

主
担
当

副
担
当

全
体

横
断

副
担
当

副
担
当

副
担
当

全
体

横
断

主
担
当

副
担
当

副
担
当

副
担
当

副
担
当

副
担
当

•微
細

セ
ンサ

作
製

•電
気

化
学

セ
ンサ

•整
体

計
測

M
EM

S
デ

バ
イス

•ナ
ノ加

工
 (電

極
・

バ
イオ

マー
カー

) 
な

ど

•成
分

分
（

LC
-

M
S、

GC
-M

S）
•バ

イオ
マス

定
量

・
同

位
体

分
析

•各
種

NM
R

•生
体

・環
境

試
料

の
前

処
理

な
ど

•ド
ロー

ン操
作

・画
像

取
得

•A
Iに

よる
画

像
解

析
(例

:植
生

判
定

)
•衛

星
デ

ー
タの

処
理

・活
用

な
ど

•遺
伝

子
解

析
（

PC
R、

NG
S）

•オ
ミク

ス解
析

•マ
イク

ロバ
イオ

ー
ム

解
析

•微
生

物
培

養
・機

能
評

価
な

ど

•G
IS

, G
PS

操
作

•フ
ィー

ル
ドデ

ー
タの

統
合

管
理

•U
AV

な
どを

用
い

た
多

地
点

サ
ンプ

リン
グ

•遠
隔

監
視

シ
ステ

ム
設

計
 な

ど

•社
会

実
験

の
設

計
と実

施
支

援
•成

果
の

地
域

展
開

・
教

育
実

装
支

援
•技

術
移

転
・マ

ニュ
ア

ル
化

な
ど

TS
TS

補
佐

主
た
る
技
術
支
援
・
強
化
の
内
容

フィールドサイエンスを基盤とした地球環境を再生する新たな持続的食料生産システムの構築と展開
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講演

20
24
年

JS
PS

国
際
共
同
研
究
加
速
基
金
（
海
外
連
携
研
究
）
採
択
（
保
健
・澤
村
大
輔
教
授
）

20
24
年

JS
T 

CO
I-

N
EX

T育
成
型
採
択
「次
世
代
和
牛
生
産
シ
ス
テ
ム
構
築
拠
点
」（
北
方
圏
・

後
藤
貴
文
教
授
）
※
右
図

20
24

-2
5年

豪
日
交
流
基
金
採
択
（
ア
イヌ
研
・加
藤
博
文
教
授
）

【
戦
略
的
国
際
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

(S
IP

)】
●
こ
れ
ま
で
の
連
携
関
係
を
踏
ま
え
、
新
規
研
究
連
携
を

開
拓
し
、
異
分
野
融
合
研
究
を
奨
励
、
博
士
課
程
学
生

の
共
同
指
導
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
全
学
的
交
流
を

推
進

●
合
同
研
究
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
フ
ァ
ン
ド
等
を
開
設

Uo
M
：

20
22
年
度
に

SI
Pに
合
意

・
Jo

in
t R

es
ea

rc
h 

W
or

ks
ho

ps
 F

un
d公

募
4回

・
相
互
に
研
究
者
を
派
遣
し
、

20
25
年
度
ま
で
に

20
件

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

・
採
択
チ
ー
ム

2件
か
ら
外
部
資
金
も
獲
得

U
M

A
：

20
23
年
度
に

SI
Pに
合
意

 
 

・
Jo

in
t R

es
ea

rc
h 

Se
ed

 F
un

d公
募

1回
 

（
20

25
年
初
年
度
に
両
校

8分
野
の
採
択
）

Th
e 

Un
iv

er
si

ty
 o

f M
el

bo
ur

ne
創
立

18
53
年

Q
S 
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

20
26
：
総
合

19
位
；
農
学
・
林
学

33
位

TH
E 
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

20
25
：
総
合

39
位

・
人
獣
共
通
感
染
症
分
野
（
ワ
ク
チ
ン
開
発
）
で
半
世
紀
の
連
携
関

→
成
果
を
基
に
国
際
連
携
研
究
教
育
局

(G
I-

Co
RE

)ユ
ニ
ッ
ト
展
開

・
20

24
年

10
月
博
士
課
程
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
（
ナ
ノ
材
料
）
開
始

Un
iv

er
si

ty
 o

f M
as

sa
ch

us
et

ts
 A

m
he

rs
t

創
立

18
63
年

Q
S 
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

20
26
：
総
合

24
7位

；
農
学
・
林
学

42
位

TH
E 
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

20
25
：
総
合

84
位

・
20

15
年
以
降

GI
-C

oR
Eに

お
い
て
、
研
究
・
教
育
連
携
交
流

・
札
幌
農
学
校
初
代
教
頭
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ
ー
ク
博
士
以
来
の
縁


これ
らの
制
度
を
活
用
し、
連
携
研
究
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
で
実
施
す
る

研
究
プ
ロ
ジ
ェク
ト
の
形
成
・発
展
や
、相

互
派
遣
に
よ
る
技
術
職
員

等
の
研
究
支
援
職
員
の
育
成
を
実
施
す
る

少
数
の
世
界
ト
ップ
レ
ベ
ル
研
究
大
学
と全

学
レ
ベ
ル
で
教
職
員
相
互
交
流
を
実
施

世
界
レ
ベ
ル
の
研
究
推
進
・支
援
体
制
で
先
端
的
共
同
研
究
を
推
進

24

25
-2

6年
に

UM
A、

26
-2

7年
に

Uo
M
と
の
双
方
向
技
術
職
員
交
流
を
実
施
予
定
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5
パネルディスカッション
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パネルディスカッション

・（永井）技術連携統括本部 技術副統括の永井です。この技術副統括という役職につきましては、技術

連携統括本部 ITeCH の中核となる事業統括室のもと、技術職員、技術部門を統括する技術統括の補佐

ならびに技術部門間の連絡調整役という立ち位置となっております。今回、組織改革によって ITeCH

を設置するまでの技術職員組織について思い起こしてみますと、まず私が北海道大学に平成 2年に就

職しましたので、そこから 35 年ほど勤務していることになります。当時は国家公務員の採用となり

ましたので、職名も文部技官でありました。その頃から技術職員の諸先輩方は、技術職員の地位向上

について話し合いを行っていたと思います。他の大学も同様だったと思いますが、その後 10 年、20

年かけまして、その経過の中で、技術職員組織の一元化が実施されてきておりましたが、まだ根本的

な改革には届いていないという状況が色濃くあったと思います。

　　本学でも技術支援本部へと改組を行いましたが、それまでと同様に技術職員は各部局等を本籍とし

て、技術支援本部は兼務という形にとどまっていたこともあり、部局を越えた活動がやりにくいとい

　パネルディスカッション内容

　　【モデレーター】

　　　北海道大学 技術連携統括本部 技術副統括 北キャンパス・情報基盤系技術部門 部門長

　　　　学術情報部情報企画課 技術専門員	 永　井　謙　芝

　　【パネリスト】

　　　北海道大学 技術連携統括本部 理学・農学系技術部門 部門長 

　　　　理学研究院 技術専門員	 熊　木　康　裕

　　　北海道大学 技術連携統括本部 工学系技術部門 部門長 

　　　　工学研究院 技術専門員	 大久保　賢　二

　　　北海道大学 技術連携統括本部 生命科学系技術部門 部門長 

　　　　医学研究院 技術専門員	 栗　山　武　志

　　　北海道大学 技術連携統括本部 フィールド系技術部門 部門長 

　　　　北方生物圏フィールド科学センター 技術専門員	 持　田　　　大

　　　北海道大学 技術連携統括本部 総合研究基盤連携センター 副センター長 

　　　　技術専門員	 岡　　　征　子

　　　北海道大学 技術連携統括本部 生命科学系技術部門 部門長補佐 

　　　　薬学研究院 技術専門職員	 森　　　綾　子

北海道大学技術連携統括本部ITeCH
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う状況は変わらずというところで、何も変わっていないというような技術職員からの意見も多く聞こ

えてきておりました。

　　その後も、真の組織改革を行うためには一体何をどういう手順で進めていけばいいのか、あとは新

しい組織を作ったとしても、その後どのような活動をすべきなのか、というようなことを考えた際、

あらゆる面でわからないことが多くて、例えば、評価体制の見直しを行うということにしても、やる

べきことが多すぎるというような、漠然とした不安や課題がたくさんあるなという気持ちで過ごして

おりました。

　　ただ、本学では令和 2年度の先端研究基盤共用促進事業（コアファシリティ構築支援プログラム）

を申請するにあたり、研究設備の機器を戦略的に整備活用して継続していくという柱に加えて、これ

に携わる技術職員の育成確保の取り組みという課題もございました。これを拡大して、本学の技術職

員全体の人財育成、そして技術継承を含めた内容として申請を行い、これが採択されました。これを

機に改めて技術職員の組織化に向けて、大学として取り組むという動きが進んでおりまして、その時

の技術支援本部長 行松理事を筆頭として、歴代の副本部長、そしてGFC の先生方、技術職員としま

しては、グループ長、ユニットリーダー、各専門部会に関わる多くの技術職員の皆様、人事課、研究

支援課の皆様、そしてさらにアドバイザーを迎えまして、組織作りや評価体制に関する研修や助言を

いただくなど、多くの方々のご協力をいただける環境が整いました。私もこのようなメンバーが揃っ

て組織を作るという機会は、そうそう巡って来ないのではないかということを、この 30 数年間働い

ている中で感じております。

　　現在は動き出したばかりの ITeCH でありまして、まだまだ活動において検討を重ねていく必要がご

ざいます。そういう状態ではありますが、改めて大学の中の一つの組織として動き出し、技術職員の

職場環境を含めて、色々と変えていくことができる体制づくりに着手しているということを実感して

いる次第です。

　　ITeCH の創設によって変わったと思うことや、また時間をかけながら改善していきたいことも様々

あると思いますけれども、これはもう技術職員の皆様、そして教職員の皆様、さらには役員の皆様が

意識を新たに協働することで、本学の教育研究力の向上、そして社会貢献が進むことを目指して進ん

でいければと思っています。以上、私からの挨拶とさせていただきます。

・（永井）続きまして簡単に専門部会の説明をしたいと思います。先ほど岡さんから新しい専門部会が

三つできますと言うお話をいただきましたので、これに関連してもう少しお話をさせていただきます

と、技術支援本部の時代、スタッフ・ディベロップメント専門部会の中に技術研究会のコアメンバー

という活動がございました。今年度も 9月に技術研究会を開催しますので、技術支援本部から ITeCH

に変わってはおりますけれども、従前の技術研究会コアメンバーの任務は継続中でございます。こち

らは本シンポジウムのポスター展示にもあります通り、技術研究会開催の案内でございます。まだ発

表の締め切りをしておりませんので、ぜひ技術職員の皆さんには発表参加申し込みをお願いしたいと

思いまして、この場を借りて広報させていただきます。よろしくお願いいたします。

・（永井）ここから、パネルディスカッションを始めたいと思います。

　　まず、席順に従って登壇者を紹介したいと思います。各登壇者の皆さんから、ご挨拶をいただけれ

ばと思いますので、よろしくお願いいたします。

　　最初に私ですけれども、技術連携統括本部 北キャンパス・情報基盤系部門長の永井です。よろし

くお願いいたします。
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・（熊木）理学・農学系技術部門の技術部門長をこのたび仰せつかりました熊木と申します。理学・農

学系技術部門は理学研究院が 18 名、農学研究院が 11 名、高等教育推進機構が 4名からなる技術部

門となっております。私は技術グループとしては分析系グループに属しており、専門はNMRに関す

る仕事を行っております。よろしくお願いいたします。

・（大久保）工学系技術部門の部門長を仰せつかりました大久保と言います。工学系技術部門は、情報

科学研究院を含んだ工学系の一つの部門になります。工学部の場合は技術部というのがすでにありま

して組織化して動いております。

　　私自身は技術部長も務めております。工学部の技術部は派遣方式で派遣依頼書を出してもらい、そ

こに技術職員が派遣される、そういった組織となっております。私自身も派遣されておりまして、普

段の業務としましては電子顕微鏡関係の仕事をしております。よろしくお願いします。

・（栗山）生命科学系技術部門は 7つの学部と施設を横断しており、皆様との連携を密にして、ITeCH と

いう後ろ盾とともに皆さんにとって最良な仕事環境を整え、北海道大学の発展に貢献していきたいと

願っております。よろしくお願いいたします。

・（持田）フィールド系技術部門長の持田です。私は植物園に所属しております。フィールド系技術部

門は北方生物圏フィールド科学センターと水産科学院の技術職員 73 名で構成されています。この

ITeCH の中でも約 1/3 を占める大所帯になっています。自然環境の豊かなフィールドで多くの技術職

員が仕事をしています。過去には労働災害が結構多いところでもあったのですが、仲間が前向きに、

気持ちよく、そして事故のないような環境で働けるように寄与していければと思います。

・（永井）続きまして技術支援本部において、分析系、実験・実習系グループ長のほか、将来構想検討

専門部会 部会長としてさまざまな活動を牽引され、技術連携統括本部においては総合研究基盤連携

センター 副センター長となります、先ほど登壇いただきました岡征子さんです。

・（岡）改めまして、岡と申します。先ほどご紹介いただいたように、これまでは分析系のグループ長

を務めておりました。私の専門は質量分析で、技官時代から数えて 30 年以上この分野に携わってま

いりました。その間、2度の改組と 3度の引っ越しを経験してきました。大学の組織によっては、ひ

とつの部局・部署で 30 年を過ごされる方もいらっしゃると思いますが、私は改組を重ね、発展して

いく組織の中で活動してきました。そして今、新たに ITeCH という組織の中で活動できることに、感

慨深い思いを抱いております。

　　また、「将来構想検討専門部会」という部会は、ワーキンググループから始まり、5年の歳月を経て、

様々な検討を重ねてきました。ここにお集まりの皆さまの中には、第一期、第二期、第三期と、それ

ぞれの段階で議論に参加されてきた方々もいらっしゃいます。そうした議論の積み重ねが、執行部の

皆さま、そしてここに集う皆さまの力によって、定義や技術職員のあり方といった形で、今後に反映

されていくものと考えております。

　　現場訪問の際にご対応いただいた皆さまにも感謝申し上げます。これからの時間、部門長の皆さま

とともに、さらに議論を深めてまいりたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

・（永井）そのお隣には技術支援本部の将来構想検討専門部会員として活動に参加されていたほか、技
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術連携統括本部では生命科学系技術部門の技術部門長補佐としてご尽力いただきます森綾子さんで

す。

・（森）ご紹介ありがとうございます。生命科学系の技術部門長補佐として、栗山さんをサポートして

いこうと思っています、森綾子です。薬学研究院に所属しておりまして、普段は薬学部の 6年制の実

習など、諸々多岐にわたるんですけど、それらのサポートをしています。偽物の薬を作って実習に使っ

てもらったりなどもしています。あと、今私は大学院生命科学院の博士課程の学生で、そちらでは主

に AI の研究を行っております。よろしくお願いいたします。

・（永井）パネルディスカッション最初の題目としまして、技術連携統括本部 ITeCH 設置に伴い、ITeCH

のあるべき姿というところから話を進めたいと思います。

　　過去の将来構想検討専門部会において、技術職員の定義について検討を行ったことがございます。

そこでは『私たち技術職員は、高い技術と豊富な知識を持って、大学の教育研究基盤の発展および社

会と共創に貢献するために必要とされている人材です』というふうに定義を行っております。

　　こちらは北海道大学のHUビジョン 2030 にも通ずるものであり、技術連携統括本部の方向性にも

合致するものと思っております。このような言葉を含めまして、ITeCH ではどのような組織となって

いくことが望ましいと思うかを、大学院工学研究院の工学系技術センターとして、組織的な運用をす

でに進められております大久保さんから、まずはご意見経験等を踏まえまして、お願いいたします。

・（大久保）私も長いこと北大に勤めております。若い時から技術職員の組織化ということを何度も言

われてきていました。たまたま工学部の場合には平成 20 年に組織化を行い、その時、まだ私も若く

今回の組織化でどう変わるのだろうと思っていました。なんとか先輩の方々が工学部の技術部という

のをどんどん今のようなちゃんとした組織の形まで持ってきてくださいました。この先も今の組織を

崩さずに、私が継承して行ければ良いかと思っております。

　　北大全体の約 230 名の技術職員を一つにまとめた北海道大学としての技術職員組織がスタートした

ばかりです。組織図を描くだけでなく、組織を作ったからには、ちゃんとその組織が機能するよう動

かしていかなければ、本当の組織ではないと私は思っています。今後、何年かかるかわからないです

が、教員、技術職員それぞれの人たちが、北海道大学にとって利益となるよう、一人一人が意識改革

をし、この技術職員組織を独立した事務組織や教員組織のような形の組織に持っていければいいのか

なと思っています。教員、技術職員一人一人の意識改革が必要かと考えています。

・（熊木）まずは技術職員の観点から考える新しい組織のあるべき姿についてお話ししたいと思います。

昨年の春に将来構想検討専門部会より技術職員の実態調査について報告がなされました。それにより

ますと、技術職員の職場環境には非常に大きなばらつきがあるとのことでした。やりたい仕事ができ

ていて、なおかつ全学的な取り組みにも参加できるような方もいらっしゃれば、ほぼそれぞれの研究

室に張りついて、全ての雑用をこなしながら仕事をされていて、周りに相談できる人もいない、とい

う方もいらっしゃるとのことでした。そのような職場環境に関する非常に大きな格差が、新組織によっ

て解消されることを期待しています。ITeCH の一つの売りは技術職員の人材の流動化だと考えます。

例えば恵まれてない環境にある職員に対する人員的なサポートは、これまで技術職員が部局に本籍を

持っている状態ではほぼ不可能でしたが、そういったことが可能になれば、職場環境の改善やモチベー

ションの向上につながり、全学的な取り組みや将来的に始まる色々なプロジェクトに様々な部局から
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様々なバックグラウンドを持つ職員が集まると、今まで知られていなかったような個々の職員の能力

というのが発揮できるような場ができますので、それは巡り巡って大学の研究教育価値の最大化とい

うことにもつながるのではないかと思っています。人材の流動化を実現するためには、我々部門長は

この人材の流動化を実現するためにコミットしていくべきと考えております。

・（森）将来構想で去年色々な部局に行って、色々な人のお話を聞いて思ったんですけど、すごい差が

あるなあというのが正直な実感でした。この ITeCH ができたことで、全体が底上げと言っていいん

でしょうか、その色々な環境において格差があるところを埋められたらいいんじゃないかなぁってい

うのはすごく思っています。今まで組織化っていう話はよく聞いてきたんですけど、先ほど大久保さ

んや熊木さんがおっしゃっていたように、今まであまり実感がなかったので、今回はすごく期待して

いるんですけど。その中で、やっぱり組織になると、先生方も事務の方々も、皆さんの組織がしっか

り出来上がっているので、技術職員はどうしても人数が少ないというのがありますし、部局ごとにす

ごくばらけているのもあって、それぞれの専門が全然違いますよね。それで難しかった面があるのか

な、って思っていたんですけれども、その技術職員の皆さんが適切に守られて、それぞれの立場にお

いて、それぞれの培ってきたスキル、みんな全然違うと思うんですけど、それを最大限に生かして毎

日充実感を持って、楽しく働ける、幸せに働ける環境が作れたらいいのかなって。言葉にすると夢み

たいかもしれないんですけど、そう考えていました。それぞれが自分のスキルを伸ばすプラス、あと

は今までやったことのないものにも挑戦して、成長する機会が提供されて、キャリアを発展させられ

る仕組みづくりに期待したいと思っています。

・（岡）北海道大学のためになる活動をしたいというマインドセットになってきたというところでは、今、

将来構想のお話をいただきましたので、将来構想検討ワーキンググループが立ち上がった頃のことを

思い出していました。当時は情報が少なく、北海道大学がどの方向に向かっているのかもよく分から

ず、技術職員たちもどう動けばいいのか迷っている状況でした。情報がないからこそ「知りたい」と

いう思いを持った中堅職員の方々が集まっていたのが、最初のワーキンググループだったと思います。

また、情報が各技術職員の現場に届いていないという課題もあり、「情報を届けてほしい」「現場では

情報が薄くて困っている人がいる」といった声がありました。そうした背景から、「広報を強化すべ

きだ」という提案が、最初のワーキンググループで作成した資料にも盛り込まれていました。ホーム

ページだけではなく、広報を強化するために専門部会の名称を変えて取り組んでいく必要があるので

はないか、という話も出ていたことを、今改めて思い出しました。そして、それが今回、数年を経て

実現できているということに、深い意味を感じています。情報というのは、やはり総長から発信され

るメッセージや、北海道大学の職員として何をすべきかという方向性が、技術職員 230 名にしっか

り届き、理解され、さらにそれを実践していく土壌が整っていくことが大切だと感じながら、先ほど

の発言を聞いていました。もう一点、将来構想に関連して、先ほど定義の話がありましたが、この組

織化にあたっては、理念やマインドセットなどについても議題を立てて、皆さんと一緒に活動してき

ました。ワークショップを 2回ほど実施し、そこから出てきた案がありますので、まずはそちらをご

紹介させていただきます。

　　まだ技術職員の皆さんには公開していない段階ですが、ワークショップを経て、定義を提案した後

にまとめた内容です。我々が考えるマインドセットを整理すると、以下のようなタイトルになりまし

た。

　　まず誇りと責任、探究と成長、変革と挑戦、協働と共創、教育・研究と社会貢献、誠実と尊重。こ
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れらを持って働いていきたいという思いは、技術職員の皆さんの心のどこかにきっと響く言葉だと

思っています。こうした価値観を、自ら主体的に活動できる場の中で、それぞれの心に届く形で共有し、

組織運営に活かしていけたらと考えています。以上、ご紹介を兼ねてお話しさせていただきました。

・（永井）ありがとうございました。表示しています理念マインドセット、これは将来構想検討専門部

会のスタッフが、色々な言葉を出し合って、その中からどんどんと落とし込んでいく作業を行い、こ

こに至ったというところで、かなり的を射た、真を突いたという実感を私も持っております。

・（岡）ワークショップもたくさんの方に参加していただきました。その際のグループワーク時にいた

だいた言葉も含まれております。

・（永井）次に、本シンポジウムの参加登録フォームの中にパネルディスカッションで取り上げて欲し

い事項等を記載する欄を設けておりましたが、その中から「ITeCH となったことで、大学学生、教員、

技術職員など、どのような効果があるのかという点」についてお題が上がっています。こちらについ

ても、皆さんのご意見をお聞かせいただきたいと思っております。

　　私の感触としましては、組織としての目線で言うとすれば、大学の教育研究向上という目的のとお

り、これが実現することによって、大学全体の成果が上がるということが言えると思います。また、

学生・教員・技術職員の目線で言えば、教育研究を進めるための技術支援の体制と質の向上が期待で

きるのではないかと思っております。こういうことを言っても、理想を言っているだけではないか、

というふうに捉えられてしまうかもしれませんが、うまく回り出せば、このような効果が出てくるの

ではないかという期待が持てると思っております。また、これにより、本学が取り組んでいるもう一

つの問題の解決の一つとして、研究者の研究時間確保というようなことにもつながっていくのではな

いか、という思いを込めまして、他の皆様、ご意見はございますでしょうか？

・（熊木）まず ITeCH の効果についてですが、技術職員に対する効果というのは先ほどお話しさせて頂

きました。また大学に対する効果というのは、先ほど網塚先生が丁寧にご説明されていたように大学

の研究教育価値の最大化ということだったかと思います。難しいのは、学生に対してどのような効果

があるかということなのですが、先ほど佐々木副センター長からお話しがあったとおり、例えば以前

テックガレージという企画がありまして、そこでは学生さんが実際にものづくりに参加されていまし

た。このような学生を取り込むようなプログラムを今後 ITeCH がどんどん実現していくことが重要

かなと思います。

　　学生さんは日頃は研究室で主に専門に関することを学ばれていますが、技術職員など異なるバック

グラウンドを持つ人々と共に今までとは違う環境で一つの目標に向かって取り組むというようなプロ

グラムは、今後社会に出て働いていく前段階における実践的な学びの場にもなるかと思います。

・（永井）テックガレージは、学生さんが自分でアイデアを出して、そこに 30 万円ぐらいの予算をつけ

てモノづくりを進めていくというものです。東京大学でもテックガレージをやっており、こちらは起

業目的の要素も含んでいると思うのですが、北大の場合は、とにかくやってみる。それで失敗しても

いいだろうという趣旨も含んでいると思います。かなり自由な発想で学生さんは取り組んでおります。

ここから技術支援本部の全学的な技術支援の依頼をいただいていまして、私を含めて何名かの技術職

員が学生さんのモノづくりのサポートをするために、一緒に毎週開催される夜の会合などにも参加し
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て、アイデアの進捗状況などを聞かせていただくんですけれども、最初はどうしてこういうテーマを

選んだのかと思うものもありますが、進めていくうちに面白い着眼点だなというふうに感じるものも

ありますので、かなり面白い取り組みであります。

・（森）今永井さんがおっしゃっていた内容の続きで学生からの、というところですけれども、テック

ガレージもそうですし、あとは ITeCH になったら、広報が強化されることで、学生に技術職員の仕事

が可視化されるんじゃないかと思っていて。そうしたら、皆さんが「今まで分からなかったけど、こ

ういう仕事があるんだな」と知って、学生にとっては、新たなキャリアの選択肢の一つになるんじゃ

ないかなと思っていて。そうすれば、色々なところで後継者がいない、とか育てるのが大変だとか、

募集してもなかなか来ないとか、今までそういう声を聞いてきたんですけれども、そういうところで、

人手不足の解消の一つの手段になるんじゃないかな？っていうのは考えています。

・（永井）私も就職したての頃は、電子科学研究所の研究室に就職したという形になっておりまして、

そこで学生さんも私の技官という仕事を見て、結構面白そうだなというふうに思い、将来は技官を目

指してみようかというような話もしていただいたことがあったのですが、その方は成績がよくてです

ね、今は教授になっており研究者として活躍されております。このようにアウトリーチ活動にも役立

つ気がするので、なかなか良いと思います。

　　もう一つこれに関連した話としまして、働き方についての意見もございました。こちら、「技術職

員として専門性を高めるのみならず、他部署をフォローするような、幅広い知識、経験を得るとい

う部分も必要であると思います」というところで、この他部署をフォローできるという点が、今回

ITeCH になってから可能になるのではないかと思います。この点についてお考えがある方はいらっ

しゃいますでしょうか。

・（栗山）私が配属されております医学研究院には電子顕微鏡があり、その担当者が来年の春で退官す

ることになりました。現在、引き継ぎのため 55 歳で電子顕微鏡を習っているところなのですが、難

しいため全然入ってこない。ですので、技術を ITeCH で蓄積・共有出来たらと思います。

・（岡）私も分析系の人間ですので、分析に限らずですが、技術継承という観点で、この組織が非常に

大きな貢献をしてくれるのではないかと期待しています。

　　とはいえ、現場では今まさに人手が足りず困っている状況もあります。そのような中で、技術継承

を進めながら、横のつながりを活かして業務を遂行していくには、しっかりと考えていく必要がある

と感じています。まずは現場を丁寧に調査し、どこにどのような人材がいるのかを把握することが重

要です。そして、共有できる情報があるなら、それを共有する時間を作ることも大切です。たとえば、

電子顕微鏡に関わる職員は、北海道大学内に 10 数名ほどいらっしゃいます。すでにチームを組んで

勉強会を開いている方々もいますので、そうした方々と連携し、さらに教員の中にも専門的な知見を

持つ方がいらっしゃいますので、そうした教員とも連携することで、ITeCH として積極的に支援・展

開していけるのではないかと思っています。これは質量分析やNMR、アイソトープ関連、動物実験、

フィールド系の技術などにも当てはまると思います。こうした分野においても、組織的かつ計画的に

技術継承と連携を進めていくことが可能ではないかと考えています。

・（永井）この点につきまして、やはり一人職場とか一人担当の問題にもつながるものだと思っており
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ますので、今後、一人の技術職員が、色々な部署をフォローできるような体制というのが大事になっ

てくると思っております。

　　色々意見をいただく中で課題というものも多々ございまして、その中で一つご紹介したいのがスキ

ルアップです。各技術職員は、今までのメインとして配置されている部局等の業務に加えて、ITeCH

の様々な活動に関わることになるのではないかという思いもあると思います。確かに今と違ってやる

ことが増えると言われればその通りなのですが、従来は技術支援本部の時代も含めまして、技術職員

組織としてのまとまりといいますか、機動力があまり発揮できていないということでございましたの

で、技術職員自らが技術支援本部を動かしていくという意識が、なかなか高いところに行けなかった。

まずそこから ITeCH となった今、これまでとは違って今までの職場にとどまらず、大学の職員として、

そして ITeCH の一員として、このスキルアップや技術継承、そして全学的な取り組みや参画などが

業務の一つであるという意識を持っていく必要があるのではないかと私は感じております。

　　このことに関して、配置している部局等の業務命令系統と並行して、ITeCH からも色々な活動に関

する業務連絡なども増えていくと思います。現場において ITeCH の業務や活動を行う上で了承を得

るというところにつきまして、二重の管理体制になってしまっているという流れになっているのです

が、それについてまだ馴染んでないという問題があるとか、やり方が分からないと、また部局によっ

ては動きにくいというような声も聞こえてきました。私としては、この本学の教育研究力の一層の強

化のために、教育研究支援人財の確保、育成の効果的な運用、ITeCH の活動への参加については、全

学的な意義のある仕事であると思っておりますので、まずは技術職員の方が各自の裁量で配置先業務

のエフォートの調整が可能な範囲で加わっていただければと思っているのですけども、先ほども申し

ました通り、部局によっては自分がやりたいことに対して動きにくいという状況が続いているという

こともございます。これについて、どのような解決方法があるかについて、ここでもう少し議論して

いきたいと思っております。

・（栗山）このようなシンポジウムとかに参加したいけども、直属の上司に言いにくいという方もいる

ので、研究院長や施設長から直属の上司の方に許可をするよう促していただければと思います。

・（永井）今までは技術職員のメーリングリストを通じて技術職員に直接連絡が行き、そこで手を挙げ

ていただいて活動するというような流れもあったのですけれど、それだと職場の中で動きにくいとい

う声がございます。そこで職場を通じて技術職員に情報が降りていって、それに対してレスポンスす

ることで、職場の中でも理解が得られるというようなフェーズですね。こういうのも必要になる場合

があるのかなというふうに思っております。

　　大久保さん、工学部の技術職員の方にご協力いただくことも多いのですが、その時は「大久保さん

に話を通して」と言われることもありましたことから、やはりそういうフェーズは必要になりますか。

・（大久保）私の個人的な考えにはなってしまうのですが、ITeCH ができ、PM室の下に、技術職員の所

属する五つの部門ができました。その部門のところまではできていて、工学部の場合には、たまたま

工学系技術部門ということで、一つの工学部の単位がそのままポンと入っているので、今後も現在の

工学系技術センター技術部の指揮命令系統はそのまま用いればいいのかなとは思っております。

　　これまでの技術支援本部で行っていた全学的な技術支援を例にすると、技術職員のいない部局の方

からこんな業務をこういったスキルを持った人にこれくらいの期間手伝ってもらいたいという依頼が

あった場合、技術支援本部から全技術職員へ一斉にアナウンスされます。その依頼に応募するのは自
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由ですが、技術支援本部から部局に支援依頼の問い合わせが来た時にどうしましょうかと言うことを

技術支援本部が出来た平成 30 年の時に工学系技術センター技術部では、副研究院長、事務部を含め

たセンター長ミーティングを月一回定期的に行なっていますので、このセンター長ミーティングにお

いて承認について審議することを決めていました。今後も同様の手続きで良いかと思っております。

この先、依頼内容とか ITeCH の業務の手伝いなど、どの程度の業務量なのかについて、各部門の中で、

承認ルールなどを決めておけば、こういった問題は解決していくのかなって考えております。

・（永井）以前このことを話したときに、持田さんからも色々意見をいただいていたと思いますが、い

かがでしょうか？

・（持田）やはり先生方の意識が変わっていただけるのが一番いいですけど、説明会が行われていませ

んので、行われたらその説明を聞いていただいて、僕らの本籍地が移ったというようなことを認識し

ていただきたいなというのと、あとは網塚先生と佐々木先生に頑張っていただきたい。

・（永井）まだ全学的に ITeCH になってどうなるのかというところまでは周知が行き届いていない部分

もございまして、各部局からの問い合わせがあった際には、全体的な説明会ももちろんですが、やは

り個別に、もしくはある程度まとまったところで、お話をさせていただくというような活動も進めて

いくことをお話ししておりますので、各部局の先生たち、事務の方も含めまして、全学が一体となっ

てこの ITeCH が動いていくというような認識を持っていただいているようになって行けば良いなと

感じております。

　　技術職員の皆さんに関しましても、今までは就職する際に、「この部局の技術職員」というような

くくりでの就職の募集があって、そこに行って就職するとなると、どうしてもそこの部局の中の仕事

をやっているのが自分の業務だというふうな意識がある程度根付いているところもあると思います。

ITeCH としましては、大学全体の教育研究力強化に向けた取り組みのサポートとして、技術職員のス

キルアップ、技術継承を行い、さらにアウトリーチ活動など次の世代につないでいくというようなと

ころまでも業務に入ってくるという意識を持って、色々な活動に積極的に参加していただければとい

うところです。これがうまくいけば、最初にもありました、大学としての成果も上がり、ITeCH を設

立して色々な活動を進めてきたという評価にもなると思います。それであわよくば技術職員増員とか、

そういうところの内製化も検討いただけるようになれば嬉しいなと感じているところです。

　　ITeCH 発足によってどのようなメリットがあるのかという質問がありましたが、例えば、先ほども

出ましたが、仕事が増えるだけじゃないかというような意識を持っておられる方もいると思いますけ

れども、このことについて、こういうところが良くなるんだよというものはございますか？

・（熊木）どういう技術職員にとってあまりメリットがないかというと、基本的に現状の職場環境に非

常に満足されている方、そのような職場環境が今後退職するまでずっと続くような方、他の全学的な

取り組みに特に興味がない方、そういった方には、個人的にはほぼ ITeCH のメリットはあまりない

かなと思います。逆に言うとどれか一つでもそれに当てはまらない方であれば、必ずメリットがある

と考えています。特にこれから技術職員に必要とされる技術というのは変わっていく、つまり今まで

必要とされた技術はコモデティー化で不要になっていき、全く別の技術を身に着けていかなくてはい

けない、そういった非常に変化に富んだ時代が来ると言われていまして、そういう意味では一つの配

属先で一つのことだけやり続け、それが退職まで続くというのは、例え今まではそうであったとして
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も今後も続くとは考えにくいと思います。やはり将来がある若い人にとっては、ITeCH によるメリッ

トはあると思いますし、自らそういった魅力のある ITeCH に若い人たちが能動的に参加して、新し

い ITeCH を作っていって欲しいと個人的には思います。

・（永井）大学のこれからの研究戦略によっては、今までなかったような仕事も必要になって来ること

もありますので、それに対応できるような組織でありたい、ということでございます。

　　もう一つは、キャリアパスについての質問を投げかけていただきました。これは森さんからの投稿

でしたが、この件に関して自分なりの思いをお願いします。

・（森）一番自分が気にしていることがキャリアパスで、これから何かどういう方向に行ったらいいの

かなということをよく考えていて。その、私が今大学院で学生であるっていうのもそうなんですけど、

学位を取ってどのような進路に進んだら良いか、色々考えているところで。ITeCH になってからテク

ニカルサイエンティストの職がすごい魅力的だなあ、何かこの制度すごくいいなあと思っていて。た

だ、この制度を真に機能させるには、その選考基準ってどんな感じだろうって、まだちょっと決まり

きってないところがあるよね、って思っているんですけれども。どういう選考基準、例えば業績なの

かな、学位なのかなと思っていて。そういった、何を目指せば良いのかなっていうのが早く公開され

たらいいな、っていうのがあって。例えばなんですけど、業績だとしたら業績を現状では積んでいく

のが難しいような業務についている人がそれを目指したくなったら、それって公平にいけるのかな？

とか。そういった様々な疑問があるんですけれども、そういうところがこれから明らかになっていっ

たらいいなって個人的には思います。あと、一律的なキャリアパスじゃなくて、一人一人の技術職員

の状況に応じた柔軟な仕組みっていうのがあればいいなと思っていて。今持っているスキルはもちろ

ん、最大活用するということも大事なんですけれども、さっき栗山さんが 55 歳にして新しく電子顕

微鏡について始めたというのをうかがって、いいな、私もやってみたいなって、ちょっと思ったんで

すけれども。全然年齢に関係なく、今やりたいなと思ったことに新しくチャレンジしていけるような

環境を、組織的に支援してくれるような仕組みがあれば、いいなって思っています。

・（岡）キャリアパスという点についてですが、先日、私自身がとある講演を依頼され、その際、入職

当初のことを振り返る良い機会をいただきました。私は技官として機器分析センターに入職しました

が、当時のセンター報には、所属する技術職員に対する期待が記された文章がありました。そこには、

「技術職員は技術開発にも取り組み、技術を研鑽してほしい」という教員の方々の思いが込められて

いました。また、データを解釈して回答を導くという役割を、助教の方々が担っているという記述も

ありました。そして、センターを管理する役割は助教の方が担うと定義されていたのです。その内容

を今の自分に照らしてみると、おこがましいのですが、「あれ？今の私は、当時定義されていた助教

の役割と同等の仕事をしているのでは？」と、ふと立ち止まって考えさせられました。発表の際には、

「現在、私はこのような仕事を仰せつかっており、できる限りの力を尽くしています」とスライドに

記してお伝えしました。この 30 年の間に、技術職員に求められる仕事は大きく変化してきました。

今では当たり前のように行っている業務が、周囲から見ると「それって技術職員の仕事なんですか？」

と驚かれるような場面も、皆さんにもあるのではないかと思います。

　　そうした背景を踏まえ、政策的にも「技術職員」という職種の定義や、「高度専門職」といった枠

組みについて、技術職員というキーワードを軸に議論が進められてきたのではないかと感じています。

技術職員のキャリアパス、テクニカルサイエンティストもそうですし、技術職員の職階もそうですし、
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これから新しく作っていく仕組みは、非常に重要な意味をもっていると思っております。

・（永井）今までの議論の中で、ITeCH になって色々変わったよというところを、まずは技術職員、そし

て教職員の方々を含めまして、意識して頂くことは大事かなと思っております。

　　今回のシンポジウムには、技術職員の他に教職員や役員の方々、色々な方に参加していただいてお

りますことから、ちょうどよい機会だったと感じております。今回、技術部門長 5名が集まっている

ということで、どちらかというと技術職員側の技術部門よりの話になっていたと思いますが、全体を

通して、総合研究基盤連携センター含めての何かしら補足事項等がございましたら、岡さんお願いし

ます。

・（岡）将来構想検討ワーキンググループ、そして専門部会に上がってからも、技術職員の中から繰り

返し出てきた声があります。それは、教員の方々をはじめ、教職員全体として、大学がこの取り組み

をどう受け止めているのか、そしてこの方向で進めていってよいのかという点について、しっかりと

伝え、回答をいただきながら、キャッチボールをしつつ進めていくべきではないかと。勉強会や専門

部会を開くたびに、そうした話題が必ずと言っていいほど出てきていました。ですので、ぜひとも総

長をはじめ、理事の皆様にも、忌憚のないご意見をいただきながら、より良いものにしていければと

思っております。そのような対話を重ねながら、大学全体としての理解と支援を得て、技術職員の活

動がさらに発展していくことを願っております。

・（永井）皆様ありがとうございました。
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